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第１章 組     織  

第１節 議員名簿 
 

（令和５年 12 月 31 日現在） 

氏 名          所属会派 生 年 月 日 現 住 所              職 業 

市 谷 知 子 無所属 昭和４３年 ２月 ３日 鳥取市西品治282-31 議員専業 

尾 崎  薫 会派民主 昭和２８年 ２月１６日 鳥取市吉成42-58 塾 顧 問 

銀 杏 泰 利 公明党 昭和３０年 ８月３１日 鳥取市桂木281-18 団体役員 

坂野 経三郎 会派民主 昭和５８年 ８月１２日 鳥取市片原3-119 議員専業 

島 谷 龍 司 自由民主党 昭和３４年 ４月１４日 鳥取市賀露町北3丁目18-8 議員専業 

中 島 規 夫 自由民主党 昭和３３年 １月３１日 鳥取市青谷町養郷138 農 業 

浜 崎 晋 一 自由民主党 昭和２９年１２月１７日 鳥取市川端4-202 議員専業 

東 田 義 博 自由民主党 昭和３０年 ８月 ４日 鳥取市河原町佐貫1104-8 会社役員 

福 浜 隆 宏 無所属 昭和４１年 ２月 ２日 鳥取市北園2-223 議員専業 

藤 縄 喜 和 無所属    

前 田 伸 一 公明党 昭和３８年 ２月１３日 鳥取市福部町岩戸89 議員専業 

内 田 隆 嗣 自由民主党 昭和５３年１１月１５日 米子市八幡662-2 会社役員 

河 上 定 弘 自由民主党 昭和４９年 ７月２３日 
米子市東福原4丁目20-7 

生田ビル303号 
議員専業 

斉 木 正 一 自由民主党 昭和２３年 １月 １日 米子市石井824 行政書士 

西 村 弥 子 会派民主 昭和４５年 ４月１３日 米子市東町152 議員専業 

野 坂 道 明 自由民主党 昭和３２年 ４月 ９日 米子市河崎836 議員専業 

浜 田 妙 子 会派民主 昭和２０年 ４月１３日 米子市西福原6-18-11 議員専業 

前 原  茂 公明党 昭和３９年 ８月２３日 米子市葭津1379-9 議員専業 

松 田  正 無所属 昭和４８年１２月２６日 米子市淀江町西原1110-1 会社役員 

山 川 智 帆 無所属 昭和５３年 ３月 ３日 米子市皆生温泉1-2-7 会社役員 

興 治 英 夫 会派民主 昭和３２年 ２月１３日 倉吉市上灘町63 議員専業 

川 部  洋 自由民主党 昭和４０年 ６月 ７日 倉吉市みどり町3179-10 会社役員 

鳥 羽 喜 一 自由民主党 平成 ３年 ４月１５日 倉吉市大正町 1078-3 議員専業 
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氏 名          所属会派 生 年 月 日 現 住 所              職 業 

浜 田 一 哉 自由民主党 昭和３５年 ４月 ２日 境港市外江町1582-5 会社役員 

安 田 由 毅 自由民主党 昭和４６年 ８月 ３日 境港市新屋町219 議員専業 

広 谷 直 樹 自由民主党 昭和２７年 ８月２０日 岩美郡岩美町浦富1529 会社役員 

福 田 俊 史 自由民主党 昭和４５年 ４月 ２日 八頭郡八頭町郡家625-17 議員専業 

前 住 孝 行 無所属 昭和４９年 ２月２８日 八頭郡若桜町浅井277-1 
スポーツクラブ 

マネージャー 

伊 藤  保 会派民主 昭和２７年１０月 ５日 東伯郡琴浦町松谷353 農  業 

入 江  誠 自由民主党 昭和３５年１１月１２日 東伯郡湯梨浜町田後858 議員専業 

語 堂 正 範 自由民主党 昭和５４年 ２月１０日 東伯郡琴浦町上伊勢118 農  業 

鹿 島  功 自由民主党 昭和２９年１２月１８日 西伯郡大山町塩津97 農  業 

村 上泰二朗 会派民主 昭和６３年６月３０日 西伯郡日吉津村今吉461 議員専業 

内 田 博 長 自由民主党 昭和２２年 １月１６日 日野郡日南町神戸上2787-1 農  業 

 
付記 令和５年中の異動 
  ８月 31 日に平井伸治氏が退職。 
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第２節 議会分野  

  
１ 会派別所属議員数 

 
     

 

２ 会派の結成（役員及び所属議員・令和５年12月31日現在） 

 

 

◎鳥取県議会自由民主党  

令和５年４月24日 

令和５年５月１日 

令和５年６月１日 

令和５年９月15日 
 

 

結成届出 

役員選出 

役員選出 

結成届出 

 

 会 長 

顧 問 

副 会 長 

幹 事 長 

副 幹 事 長 

政 務 調 査 会 長 

副政務調査会長 

〃 

〃 

〃 

 

 斉 木 正 一 

内 田 博 長 

広 谷 直 樹 

福 田 俊 史 

安 田 由 毅 

島 谷 龍 司 

鹿 島  功 

安 田 由 毅 

語 堂 正 範 

河 上 定 弘 

 

  総 務 会 長 

会 計 幹 事 

 鹿 島  功 

東 田 義 博 

浜 崎 晋 一 

内 田 隆 嗣 

野 坂 道 明 

中 島 規 夫 

浜 田 一 哉 

川 部  洋 

入 江  誠 

鳥 羽 喜 一 

 

 

 

 

◎会派民主 

 

令和５年４月20日 

令和５年４月20日 
 

結成届出 

役員選出 
 

 顧 問 

会 長 

副 会 長 

幹 事 長 

 伊 藤   保 

興 治 英 夫 

浜 田 妙 子 

尾 崎  薫 

  政 務 調 査 会 長 

副政務調査会長 

総 務 会 長 

 

 坂 野 経三郎 

西 村 弥 子 

村 上 泰二朗 

 

 

 

 

◎公明党鳥取県議会議員団 

 

 

令和５年４月17日 

令和５年４月26日 

 

 

結成届出 

役員選出 
 

 

 団 長 

幹 事 長 

 銀 杏 泰 利 

前 原  茂 

  政 務 調 査 会 長 

 

 前 田 伸 一 

 

 

 

区  分 
自由 

民主党 
会派 
民主 

公明党 無所属 備  考 

令和５.４.30 20 ７ ３ ５ 県議会議員一般選挙後の結成届出 

令和５.６.１ 19 ７ ３ ６ 会派結成届 

令和５.８.31 19 ７ ３ ５ 議員退職による 

令和５.９.15 18 ７ ３ ６ 会派結成届 
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第３節 議長及び副議長 
 

令和５年５月10日、改選後初の臨時会において、無記名投票による正副議長の選挙が行わ

れ、次のとおり決定した。なお、同日、選挙に先立ち、議長選挙立候補者による所信表明会

が行われた。 
 
 
 議  長  ２５票  浜 崎 晋 一（自由民主党） 

        ７票  坂 野 経三郎（会 派 民 主） 

        ２票  市 谷 知 子（無 所 属） 

        １票  福 浜 隆 宏（無 所 属） 

 投票総数  ３５票 

 有効投票  ３５票 

 無効投票   なし 

  

 副 議 長  ２６票  野 坂 道 明（自由民主党） 

               ７票  尾 崎   薫（会 派 民 主） 

        ２票  山 川 智 帆（無 所 属） 

 投票総数  ３５票 

 有効投票  ３５票 

 無効投票   なし 

 

第４節 常任委員会（令和５年12月31日現在） 
 

◎総務教育常任委員会（８名） 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

  〃 

語 堂 正 範（自由民主党） 

入 江   誠（自由民主党） 

浜 田 妙 子（会 派 民 主） 

村 上 泰二朗（会 派 民 主） 

 委  員 

  〃 

  〃 

  〃 

野 坂 道 明（自由民主党） 

山 川 智 帆（無 所 属） 

藤 縄 喜 和（無 所 属） 

内 田 隆 嗣（自由民主党） 

  

◎福祉生活病院常任委員会（９名） 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

  〃 

  〃 

西 村 弥 子（会 派 民 主） 

河 上 定 弘（自由民主党） 

内 田 博 長（自由民主党） 

興 治 英 夫（会 派 民 主） 

市 谷 知 子（無 所 属） 

 委  員 

  〃 

  〃 

   〃 

広 谷 直 樹（自由民主党） 

福 田 俊 史（自由民主党） 

島 谷 龍 司（自由民主党） 

前 田 伸 一（公 明 党） 

  

◎農林水産商工常任委員会（９名） 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

  〃 

  〃 

鹿 島   功（自由民主党） 

鳥 羽 喜 一（自由民主党） 

浜 崎 晋 一（自由民主党） 

尾 崎   薫（会 派 民 主） 

坂 野 経三郎（会 派 民 主） 

 委  員 

  〃 

  〃 

  〃 

浜 田 一 哉（自由民主党） 

福 浜 隆 宏（無 所 属） 

松 田   正（無 所 属） 

前 原   茂（公 明 党） 

  

◎地域県土警察常任委員会（８名） 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

  〃 

安 田 由 毅（自由民主党） 

東 田 義 博（自由民主党） 

斉 木 正 一（自由民主党） 

伊 藤   保（会 派 民 主） 

 委  員 

  〃 

  〃 

〃 

銀 杏 泰 利（公 明 党） 

中 島 規 夫（自由民主党） 

川 部   洋（自由民主党） 

前 住 孝 行（無 所 属） 



- 5 - 

 

第５節 議会運営委員会（令和５年12月31日現在） 
 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

  〃 

  〃 

  〃 

広 谷 直 樹（自由民主党） 

興 治 英 夫（会 派 民 主） 

斉 木 正 一（自由民主党） 

伊 藤   保（会 派 民 主） 

内 田 博 長（自由民主党） 

銀 杏 泰 利（公 明 党） 

 委  員 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

 

尾 崎   薫（会 派 民 主） 

福 田 俊 史（自由民主党） 

中 島 規 夫（自由民主党） 

島 谷 龍 司（自由民主党） 

浜 田 一 哉（自由民主党） 

 

 

 

第６節 特別委員会（令和５年12月31日現在） 

 

◎決算審査特別委員会（３１名） 

  〔令和５年６月29日設置〕  

 

委 員 長  尾 崎   薫（会 派 民 主） 

副委員長  入 江   誠（自由民主党） 

 

◎一般会計 

○総務教育分科会  ○福祉生活分科会 

主 査 福 田 俊 史（自由民主党） 

福 浜 隆 宏（無 所 属） 

松 田   正（無 所 属） 

西 村 弥 子（会 派 民 主） 

前 住 孝 行（無 所 属） 

鳥 羽 喜 一（自由民主党） 

 主 査 鹿 島   功（自由民主党） 

尾 崎   薫（会 派 民 主） 

内 田 隆 嗣（自由民主党） 

山 川 智 帆（無 所 属） 

東 田 義 博（自由民主党） 

前 原   茂（公 明 党） 

○農林水産商工分科会  ○地域県土警察分科会 

主 査 坂 野 経三郎（会 派 民 主） 

斉 木 正 一（自由民主党） 

興 治 英 夫（会 派 民 主） 

市 谷 知 子（無 所 属） 

島 谷 龍 司（自由民主党） 

語 堂 正 範（自由民主党） 

入 江   誠（自由民主党） 

 主 査 

 

 

 

 

 

浜 田 一 哉（自由民主党） 

伊 藤   保（会 派 民 主） 

広 谷 直 樹（自由民主党） 

前 田 伸 一（公 明 党） 

河 上 定 弘（自由民主党） 

村 上 泰二朗（会 派 民 主） 

 
                               

 

◎企業会計及び病院（事業）会計 

○公営企業分科会   

主 査 銀 杏 泰 利（公 明 党） 

浜 田 妙 子（会 派 民 主） 

内 田 博 長（自由民主党） 

藤 縄 喜 和（無 所 属） 

中 島 規 夫（自由民主党） 

安 田 由 毅（自由民主党） 
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◎人口減少社会問題調査特別委員会（１３名） 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

福 田 俊 史（自由民主党） 

川 部   洋（自由民主党） 

伊 藤   保（会 派 民 主） 

内 田 博 長（自由民主党） 

広 谷 直 樹（自由民主党） 

坂 野 経三郎（会 派 民 主） 

福 浜 隆 宏（無 所 属） 

 委  員 

  〃 

  〃 

〃 

〃 

〃 

鹿 島   功（自由民主党） 

西 村 弥 子（会 派 民 主） 

東 田 義 博（自由民主党） 

入 江   誠（自由民主党） 

前 田 伸 一（公 明 党） 

前 住 孝 行（無 所 属） 

 
◎議員定数等調査検討特別委員会（１６名） 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

浜 崎 晋 一（自由民主党） 

野 坂 道 明（自由民主党） 

斉 木 正 一（自由民主党） 

内 田 博 長（自由民主党） 

銀 杏 泰 利（公 明 党） 

興 治 英 夫（会 派 民 主） 

市 谷 知 子（無 所 属） 

尾 崎   薫（会 派 民 主） 

 委  員 

  〃 

  〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

福 田 俊 史（自由民主党） 

島 谷 龍 司（自由民主党） 

浜 田 一 哉（自由民主党） 

川 部   洋（自由民主党） 

鹿 島   功（自由民主党） 

山 川 智 帆（無 所 属） 

前 住 孝 行（無 所 属） 

村 上 泰二朗（会 派 民 主） 

 

 

第７節 協議等の場（令和５年12月31日現在） 
 

◎代表者会議 

招集権者  議長  

構成員 

〃 

〃 

浜 崎 晋 一（議 長） 

野 坂 道 明（副 議 長） 

斉 木 正 一（自由民主党） 

 構成員 

 〃 

 〃 

福 田 俊 史（自由民主党） 

興 治 英 夫（会 派 民 主） 

尾 崎   薫（会 派 民 主） 

 

◎議員全員協議会 

招集権者  議長   

構成員   すべての議員 

 

◎正副委員長会議 

 招集権者  議長 

構成員 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

浜 崎 晋 一（議 長） 

野 坂 道 明（副 議 長） 

語 堂 正 範（自由民主党） 

入 江   誠（自由民主党） 

西 村 弥 子（会 派 民 主） 

河 上 定 弘（自由民主党） 

鹿 島   功（自由民主党） 

 構成員 

 〃 

 〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

鹿 島   功（自由民主党） 

鳥 羽 喜 一（自由民主党） 

安 田 由 毅（自由民主党） 

東 田 義 博（自由民主党） 

尾 崎   薫（会 派 民 主） 

福 田 俊 史（自由民主党） 

川 部   洋（自由民主党） 

 

◎議会改革推進会議 

 招集権者  議長 

構成員 

 〃 

 〃 

 〃 

浜 崎 晋 一（議 長） 

野 坂 道 明（副 議 長） 

鹿 島   功（自由民主党） 

語 堂 正 範（自由民主党） 

 構成員 

 〃 

 〃 

〃 

坂 野 経三郎（会 派 民 主） 

村 上 泰二朗（会 派 民 主） 

前 原   茂（公 明 党） 

市 谷 知 子（無 所 属） 
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◎広報委員会 

 招集権者  委員長 

委員長 

委 員 

 〃 

野 坂 道 明（副 議 長） 

福 浜 隆 宏（無 所 属） 

語 堂 正 範（自由民主党） 

 

 委 員 

 〃 

 〃 

鳥 羽 喜 一（自由民主党） 

東 田 義 博（自由民主党） 

村 上 泰二朗（会 派 民 主） 

 

 

◎政策調整会議 

 招集権者  議長 

座 長 

構成員 

島 谷 龍 司（自由民主党） 

坂 野 経三郎（会 派 民 主） 

 構成員 

 

前 田 伸 一（公 明 党） 

 ※上記会派に属さない議員であって政策条例等を提案しようとする者の代表者１名も構成員となる。 

 

 

第８節 鳥取県議会政治倫理審査会 
 

◎鳥取県議会政治倫理審査会（10名）〔令和５年７月21日設置〕 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

  〃   

  〃   

野 坂 道 明（自由民主党） 

興 治 英 夫（会 派 民 主） 

斉 木 正 一（自由民主党） 

福 田 俊 史（自由民主党） 

島 谷 龍 司（自由民主党） 

 委  員 

  〃   

  〃   

  〃   

  〃   

尾 崎   薫（会 派 民 主） 

前 原   茂（公 明 党） 

福 浜 隆 宏（無 所 属） 

瀬 古 智 昭（弁 護 士） 

佐 藤   匡（大学准教授） 

 

◎鳥取県議会政治倫理審査会（10名）〔令和５年10月３日設置〕 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

  〃   

  〃   

野 坂 道 明（自由民主党） 

興 治 英 夫（会 派 民 主） 

斉 木 正 一（自由民主党） 

福 田 俊 史（自由民主党） 

島 谷 龍 司（自由民主党） 

 委  員 

  〃   

  〃   

  〃   

  〃   

尾 崎   薫（会 派 民 主） 

前 原   茂（公 明 党） 

福 浜 隆 宏（無 所 属） 

瀬 古 智 昭（弁 護 士） 

佐 藤   匡（大学准教授） 

 

 

 

第９節 議会事務局 
 

◎職員名簿（令和５年 12 月 31 日現在） 

事 務 局 長  寺 口 嘉 昭     

次 長  前 田 いづみ     
 

 

総 務 課 

課   長（兼） 

課 長 補 佐 

〃 

〃 

主 事 

 前 田 いづみ 

森 本 愛 美 

田 住 利 晃 

尾 﨑 正 高 

野 嶋 奈生子 

 現 業 技 術 員 

〃 

会計年度任用職員 

〃 

〃 

〃 

 山 根 一 充 

寺 岡 龍 一 

白 水 義 人 

高 木 克 彦 

岡 田 智 子 

坂 本 真奈美 
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調 査 課 

課    長 

課 長 補 佐 

〃 

〃 

〃 

〃 

係 長 

〃 

 村 中 和 彦 

田 中 恭 子 

田 中 亜由美 

藤 田 俊 介 

西 村 昌 教 

澤 田  稔 

友 定 晋 也 

田 中 秀 幸 

前 田 直 人 

 主 事 

会計年度任用職員 

〃 

〃 

〃 

 福 永 祥 子 

阿 部 さとみ 

衣 川 恵 子 

帖 佐 順 子 

宮 脇 留 美 

 

 
議事・法務政策課 

課   長（兼）

参 事 

課 長 補 佐 

 遠 藤 彰 也 

新 高 謙 一 

田 中 慶 子 

 係 長 

主 事 

 

 山 田 大 輔 

吉 村 勇 紀 

 

図 書 室 

室 長 （ 兼 ） 

課長補佐（兼） 

〃 

主 事 （ 兼 ） 

 遠 藤 彰 也 

田 中 慶 子 

田 中 恭 子 

吉 村 勇 紀 

 会計年度任用職員（兼）

〃 

〃 

〃 

 阿 部 さとみ 

衣 川 恵 子 

帖 佐 順 子 

宮 脇 留 美 
 
 
 
付記 令和５年中の異動 

○出向 
松 本 剛 志 
井 田 佳代子 
村 岡 弘 章 
船 石 恵 子 
小 泉 陽 一 

子ども発達支援課長へ 
医療政策課医療人材確保室長へ 
子育て王国課課長補佐へ 
県民参画協働課課長補佐へ 
障がい福祉課課長補佐へ 

４月１日付 
〃 
〃 
〃 

７月７日付 
 
○転任 

新 高 謙 一 
田 住 利 晃 
田 中 亜由美 
吉 村 勇 紀 
尾 﨑 正 高 

病院局総務課課長補佐から 
職員支援課課長補佐から 
市町村課係長から 
長寿社会課主事から 
関西本部主幹から 

４月１日付 
〃 
〃 
〃 

７月７日付 

 



第２章  本 会 議  
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第２章 本  会  議 
 

第１節 開催状況 
 

◎会期及び出席状況 

区分 会期及び期日 本会議日数 
本会議出席日数 

延人数（人） 出席率（％） 

２月定例会   ２９日間（２月13日～３月13日） １１日 ３７４ １００.０

５月臨時会    １日間（５月10日） １日 ３５ １００.０

６月定例会 ２２日間（６月９日～６月30日） １１日 ３７３ ９６.８

８月臨時会 １日間（８月30日）  １日 ３４ ９７.１

９月定例会 ２５日間（９月19日～10月13日） １０日 ３２４ ９５.２

11月定例会   ２２日間（11月29日～12月20日） １０日 ３３４ ９８.２

年間計  １００日間 ４４日 １，４７４ ９７.６

 

◎案件別審議一覧 

区    分 
２月 

定例会 

５月 

臨時会 

６月 

定例会 

８月 

臨時会 

９月 

定例会 

11月 

定例会 
計 

１．知事提出議案 ８３  １  ２８  １  ３６  ３９  １８８  

Ａ 予算 （３７） （ ５） （ ３） （ ９） （５４） 

Ｂ 条例（継続分も含む） （１８） （１３） （ ６） （ ８） （４５） 

Ｃ 認定,承認,同意 

(継続分も含む) 
（３） （ １） （ ２） （ １） （ ４） （ ５） （１６） 

Ｄ その他議案 

（Ａ,Ｂ,Ｃ以外） 
（２５） （ ８） （２３） （１７） （７３） 

２．議員提出議案  ２   １ ２   ７  ６ １８  

Ａ 条例 （ １） （ ２） （ １） （ ４） 

Ｂ 会議規則   

Ｃ 意見書 （ ２） （ ４） （ ３） （ ９） 

Ｄ 決議 （ ３） （ ２） （ ５） 

Ｅ その他    

３．動議      

４．諮問   

５．報告事項 １０ ３ １４ ６ １１   １０  ５４  

６．その他 １ １ １ ２  ５  

７．請願、陳情の審査 

（延件数） 
  ７  １２   ７ ４ ３０  

Ａ 請願     ３  ３  

継続   

新規 （ ３）  （ ３） 

Ｂ 陳情  ７  ９   ７ ４  ２７  

継続   

新規 （ ７） （ ９） （ ７） （ ４） （２７） 
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第２節 審議事項 
 

１．知事提出議案 
  

Ａ 予算（５４件） 

区分 議案番号 議  案  名 議決月日 採 決 

２月 第１号 令和５年度鳥取県一般会計予算 ３月13日 可 決 

定例 第２号 令和５年度鳥取県用品調達等集中管理事業特別会計予算 〃 〃 

 第３号 令和５年度鳥取県公債管理特別会計予算 〃 〃 

 第４号 令和５年度鳥取県給与集中管理特別会計予算 〃 〃 

 第５号 令和５年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計予算 〃 〃 

 第６号 令和５年度鳥取県母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 〃 〃 

 第７号 令和５年度鳥取県中小企業近代化資金助成事業特別会計予算 〃 〃 

 第８号 令和５年度鳥取県就農支援資金貸付事業特別会計予算 〃 〃 

 第９号 令和５年度鳥取県林業・木材産業改善資金助成事業特別会計 

予算 

〃 〃 

 第10号 令和５年度鳥取県県営林事業特別会計予算 〃 〃 

 第11号 令和５年度鳥取県県営境港水産施設事業特別会計予算 〃 〃 

 第12号 令和５年度鳥取県沿岸漁業改善資金助成事業特別会計予算 〃 〃 

 第13号 令和５年度鳥取県港湾整備事業特別会計予算 〃 〃 

 第14号 令和５年度鳥取県収入証紙特別会計予算 〃 〃 

 第15号 令和５年度鳥取県県立学校農業実習特別会計予算 〃 〃 

 第16号 令和５年度鳥取県育英奨学事業特別会計予算 〃 〃 

 第17号 令和５年度鳥取県天神川流域下水道事業会計予算 〃 〃 

 第18号 令和５年度鳥取県営電気事業会計予算 〃 〃 

 第19号 令和５年度鳥取県営工業用水道事業会計予算 〃 〃 

 第20号 令和５年度鳥取県営埋立事業会計予算 〃 〃 

 第21号 令和５年度鳥取県営病院事業会計予算 〃 〃 

 第22号 令和４年度鳥取県一般会計補正予算（第８号） ２月24日 可 決 

 第23号 令和４年度鳥取県用品調達等集中管理事業特別会計補正予算

（第１号） 

〃 〃 

 第24号 令和４年度鳥取県公債管理特別会計補正予算（第１号） 〃 〃 

 第25号 令和４年度鳥取県給与集中管理特別会計補正予算（第２号） 〃 〃 

 第26号 令和４年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計補正予算 

（第２号） 

〃 〃 

 第27号 令和４年度鳥取県母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計補正

予算（第１号） 

〃 〃 

 第28号 令和４年度鳥取県中小企業近代化資金助成事業特別会計補正予

算（第１号） 

〃 〃 

 第29号 令和４年度鳥取県県営林事業特別会計補正予算（第１号） 〃 〃 

 第30号 令和４年度鳥取県県営境港水産施設事業特別会計補正予算 

（第１号） 

〃 〃 

 第31号 令和４年度鳥取県港湾整備事業特別会計補正予算（第２号） 〃 〃 

 第32号 令和４年度鳥取県収入証紙特別会計補正予算（第１号） 〃 〃 

 第33号 令和４年度鳥取県育英奨学事業特別会計補正予算（第１号） 〃 〃 

 第34号 令和４年度鳥取県天神川流域下水道事業会計補正予算 

（第２号） 

〃 〃 
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 第35号 令和４年度鳥取県営電気事業会計補正予算（第３号） ２月24日 可 決 

 第36号 令和４年度鳥取県営工業用水道事業会計補正予算（第２号） 〃 〃 

 第37号 令和４年度鳥取県営病院事業会計補正予算（第４号） 〃 〃 

６月 第１号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第１号） ６月14日 可 決 

定例 第２号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第２号） ６月30日 〃 

 第３号 令和５年度鳥取県天神川流域下水道事業会計補正予算 

（第１号） 

〃 〃 

 第４号 令和５年度鳥取県営工業用水道事業会計補正予算（第１号） 〃 〃 

 第５号 令和５年度鳥取県営病院事業会計補正予算（第１号） 〃 〃 

９月 第１号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第４号） 10月13日 可 決 

定例 第２号 令和５年度鳥取県営電気事業会計補正予算（第１号） 〃 〃 

 第３号 令和５年度鳥取県営病院事業会計補正予算（第２号） 〃 〃 

11月 第１号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第５号） 12月４日 可 決 

定例 第２号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第６号） 12月20日 〃 

 第３号 令和５年度鳥取県用品調達等集中管理事業特別会計補正予算 

（第１号） 

〃 〃 

 第４号 令和５年度鳥取県給与集中管理特別会計補正予算（第１号） 〃 〃 

 第５号 令和５年度鳥取県港湾整備事業特別会計補正予算（第１号） 〃 〃 

 第６号 令和５年度鳥取県天神川流域下水道事業会計補正予算 

（第２号） 

〃 〃 

 第７号 令和５年度鳥取県営電気事業会計補正予算（第２号） 〃 〃 

 第８号 令和５年度鳥取県営工業用水道事業会計補正予算（第２号） 〃 〃 

 第９号 令和５年度鳥取県営病院事業会計補正予算（第３号） 〃 〃 

 

Ｂ 条例（４５件） 

区分 議案番号 議  案  名 議決月日 採 決 

２月 

定例 

第38号 鳥取県基金条例の一部を改正する条例 ３月13日 可 決 

 第39号 特定地域等の振興を促進するための県税の課税の特例に関する

条例の一部を改正する条例 

〃 〃 

 第40号 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第41号 鳥取県職員定数条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第42号 鳥取県立むきばんだ史跡公園の設置及び管理に関する条例の 

一部を改正する条例 

〃 〃 

 第43号 鳥取県児童福祉施設に関する条例等の一部を改正する条例 〃 〃 

 第44号 鳥取県営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する 

条例 

〃 〃 

 第45号 鳥取県建築基準法施行条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第46号 鳥取県大規模店舗立地誘導条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第47号 鳥取県林地開発条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第48号 貸付金の返還に係る債務の免除に関する条例の一部を改正する

条例 

〃 〃 

 第49号 鳥取県手数料徴収条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第50号 鳥取県警察手数料条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第51号 鳥取県高齢者、障害者等の移動等の円滑化を図るための信号機

等の基準を定める条例の一部を改正する条例 

〃 〃 

 第52号 鳥取県立高等学校等設置条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第53号 鳥取県営病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃 
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 第79号 鳥取県新型コロナウイルス感染拡大防止のためのクラスター 

対策等に関する条例の一部を改正する条例 

３月13日 可  決 

 第80号 鳥取県税条例の一部を改正する条例 〃 〃 

６月 

定例 

第６号 特定地域等の振興を促進するための県税の課税の特例に関する

条例の一部を改正する条例 

６月30日 可 決 

 第７号 鳥取県営社会体育施設の設置及び管理に関する条例及び鳥取県

立産業体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例 

〃 〃 

 第８号 鳥取県都市公園条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第９号 鳥取県盛土等に係る斜面の安全確保に関する条例の一部を改正

する条例 

〃 〃 

 第10号 鳥取県営鳥取空港の設置及び管理に関する条例の一部を改正 

する条例 

〃 〃 

 第11号 警察職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第12号 鳥取県警察手数料条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第13号 鳥取県高齢者、障害者等の移動等の円滑化を図るための信号機

等の基準を定める条例の一部を改正する条例 

〃 〃 

 第14号 鳥取県営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第23号 鳥取県産業未来共創条例 〃 〃 

 第24号 職員の特殊勤務手当に関する条例及び警察職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正する条例 

６月14日 〃 

 第25号 鳥取県行政組織条例の一部を改正する条例 ６月30日 〃 

 第26号 鳥取県特別医療費助成条例の一部を改正する条例 〃 〃 

９月 

定例 

第４号 鳥取県特定個人情報の利用及び提供に関する条例の一部を 

改正する条例 

10月13日 可 決 

 第５号 鳥取県旅館業法施行条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第６号 鳥取県市街化区域と一体的な地域等に係る開発許可等の基準に

関する条例の一部を改正する条例 

〃 〃 

 第７号 鳥取県営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する 

条例 

〃 〃 

 第８号 鳥取県被災者住宅再建等支援条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第35号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び県費負担教職員の 

勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

〃 〃 

11月 第10号 鳥取県情報公開条例及び鳥取県個人情報保護条例の一部を 12月20日 可 決 

定例  改正する条例   

 第11号 鳥取県医療法施行条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第12号 鳥取県盛土等に係る斜面の安全確保に関する条例の一部を 

改正する条例 

〃 〃 

 第13号 鳥取県立産業人材育成センター条例及び鳥取県個人情報保護 

条例の一部を改正する条例 

〃 〃 

 第14号 鳥取県営境港水産物地方卸売市場の設置等に関する条例の 

一部を改正する条例 

〃 〃 

 第15号 鳥取県営病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第34号 鳥取県基金条例の一部を改正する条例 〃 〃 

 第35号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 〃 〃 

 

Ｃ 認定、承認、同意事項（１６件） 

区分 議案番号 議  案  名 議決月日 採 決 

２月 第81号 鳥取県男女共同参画推進員の任命について ３月13日 同 意 

定例 第82号 鳥取県男女共同参画推進員の任命について 〃 〃 
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 第83号 鳥取県男女共同参画推進員の任命について ３月13日 同  意 

５月 第１号 鳥取県監査委員の選任について ５月10日 同  意 

臨時     

６月 第27号 鳥取県監査委員の選任について ６月30日 同 意 

定例 第28号 鳥取県人事委員会委員の選任について 〃 〃 

８月 第１号 専決処分の承認について ８月30日 承  認 

臨時  （１）令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第３号）   

９月 

定例 

第32号 令和４年度鳥取県天神川流域下水道事業会計決算の認定につい

て 

10月13日 継続審査 

 第33号 令和４年度鳥取県営企業決算の認定について 〃 〃 

 第34号 令和４年度鳥取県営病院事業決算の認定について 〃 〃 

 第36号 鳥取県公安委員会委員の任命について 〃 同 意 

11月 第33号 令和４年度決算の認定について 12月20日 認 定 

定例 第36号 鳥取県教育委員会委員の任命について 〃 同 意 

 [令和５年９月定例会]   

 第32号 令和４年度鳥取県天神川流域下水道事業会計決算の認定 

について 

〃 認 定 

 第33号 令和４年度鳥取県営企業決算の認定について 〃 〃 

 第34号 令和４年度鳥取県営病院事業決算の認定について 〃 〃 

 

Ｄ その他の議案（Ａ、Ｂ、Ｃ以外）（７３件） 

区分 議案番号 議  案  名 議決月日 採 決 

２月 

定例 

第54号 財産を無償で貸し付けること（湖山池漕艇場のリギング場及び

駐車場の用地）について 

３月13日 可 決 

 第55号 財産を無償で貸し付けること（鳥取県赤十字血液センター用

地）について 

〃 〃 

 第56号 財産を無償で貸し付けること（米子駅前だんだん広場）につい

て 

〃 〃 

 第57号 財産を無償で貸し付けること（放牧場用地及び施設）について 〃 〃 

 第58号 財産を無償で貸し付けること（皆生養護学校敷地）について 〃 〃 

 第59号 財産を無償で貸し付けること（倉吉市道用地）について 〃 〃 

 第60号 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について 〃 〃 

 第61号 権利の放棄（児童扶養手当返納金）について 〃 〃 

 第62号 権利の放棄（鳥取県林業・木材産業改善資金貸付金償還金及び

違約金）について 

〃 〃 

 第63号 権利の放棄（過年度分給与過払返納金）について 〃 〃 

 第64号 権利の放棄（鳥取県進学奨励資金貸付金返還金）について 〃 〃 

 第65号 権利の放棄（病院事業診療費）について 〃 〃 

 第66号 権利の放棄（病院事業診療費）について 〃 〃 

 第67号 権利の放棄（病院事業診療費）について 〃 〃 

 第68号 権利の放棄（病院事業診療費）について 〃 〃 

 第69号 権利の放棄（病院事業診療費）について 〃 〃 

 第70号 権利の放棄（病院事業診療費）について 〃 〃 

 第71号 権利の放棄（病院事業診療費）について 〃 〃 

 第72号 権利の放棄（病院事業診療費）について 〃 〃 

 第73号 権利の放棄（病院事業診療費）について 〃 〃 

 第74号 権利の放棄（病院事業診療費）について 〃 〃 

 第75号 権利の放棄（病院事業診療費）について 〃 〃 
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 第76号 公共施設等運営権の設定（鳥取県営鳥取空港）についての議決

の一部変更について 

３月13日 可  決 

 第77号 個人情報の保護に関する法律に基づく合議制の機関に係る事務

の委託に関する規約を定める協議について 

〃 〃 

 第78号 包括外部監査契約の締結について 〃 〃 

６月 

定例 

第15号 工事請負契約（国道１８１号（江府道路）トンネル工事 

（久連トンネル）（補助改良））の締結についての議決の 

一部変更について 

６月30日 可 決 

 第16号 財産を無償で貸し付けること（鳥取県西部総合事務所新棟・ 

米子市役所糀町庁舎用地）について 

〃 〃 

 第17号 財産を無償で貸し付けること（鳥取県学生寮用地）について 〃 〃 

 第18号 財産を無償で貸し付けること（（元）皆生温泉公園）についての 

議決の一部変更について 

〃 〃 

 第19号 財産を無償で貸し付けること（鳥取砂丘こどもの国キャンプ場

用地及び施設）についての議決の一部変更について 

〃 〃 

 第20号 財産を無償で譲渡すること（（元）西部やまと園）について 〃 〃 

 第21号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立青谷かみじち史跡公

園）について 

〃 〃 

 第22号 鳥取県と米子市が共同で整備する体育館に係る事務の委託に関

する規約を定める協議について 

〃 〃 

９月 

定例 

第９号 工事請負契約（県道若桜下三河線（岩屋堂工区）トンネル工

事（不動院岩屋堂トンネル）（交付金改良））の締結について 

10月13日 可 決 

 第10号 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について 〃 〃 

 第11号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立夢みなとタワー） 

について 

〃 〃 

 第12号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立県民文化会館 

（とりぎん文化会館））について 

〃 〃 

 第13号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立童謡館）について 〃 〃 

 第14号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立米子コンベンション 

センター）について 

〃 〃 

 第15号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立倉吉未来中心） 

について 

〃 〃 

 第16号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立人権ひろば２１） 

について 

〃 〃 

 第17号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立武道館）について 〃 〃 

 第18号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県営ライフル射撃場） 

について 

〃 〃 

 第19号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立倉吉体育文化会館） 

について 

〃 〃 

 第20号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立障害者体育センター） 

について 

〃 〃 

 第21号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立鳥取産業体育館及び 

鳥取県営鳥取屋内プール）について 

〃 〃 

 第22号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立むきばんだ史跡公園） 

について 

〃 〃 

 第23号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立福祉人材研修センタ

ー）について 

〃 〃 

 第24号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立鳥取砂丘こどもの国 

（チュウブ鳥取砂丘こどもの国））について 

〃 〃 

 第25号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立氷ノ山自然ふれあい

館）について 

〃 〃 
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 第26号 公の施設の指定管理者の指定（天神川流域下水道）について 10月13日 可  決 

 第27号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立布勢総合運動公園 

（ヤマタスポーツパーク））について 

〃 〃 

 第28号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立大山青年の家） 

について 

〃 〃 

 第29号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立船上山少年自然の家） 

について 

〃 〃 

 第30号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立生涯学習センター） 

について 

〃 〃 

 第31号 公立大学法人公立鳥取環境大学第３期中期目標の制定について 〃 〃 

11月 

定例 

第16号 財産の取得（青谷上寺地遺跡保存用地）についての議決の 

一部変更について 

12月20日 可 決 

 第17号 財産の取得（美術作品）について 〃 〃 

 第18号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立米子産業体育館） 

について 

〃 〃 

 第19号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立東郷湖羽合臨海公園 

（藤津地区、浅津地区及び南谷地区））について 

〃 〃 

 第20号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立東郷湖羽合臨海公園 

（引地地区及び長和田地区））について 

〃 〃 

 第21号 公の施設の指定管理者の指定（とっとりバイオフロンティア） 

について 

〃 〃 

 第22号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立農村総合研修所） 

について 

〃 〃 

 第23号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立とっとり花回廊） 

について 

〃 〃 

 第24号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立鳥取二十世紀梨記念

館）について 

〃 〃 

 第25号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立二十一世紀の森） 

について 

〃 〃 

 第26号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立とっとり出合いの森） 

について 

〃 〃 

 第27号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立とっとり賀露かにっこ

館）について 

〃 〃 

 第28号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県営境港水産物地方卸売市

場及び境漁港）について 

〃 〃 

 第29号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立みなとさかい交流館） 

について 

〃 〃 

 第30号 関西広域連合規約の変更に関する協議について 〃 〃 

 第31号 公立大学法人公立鳥取環境大学定款等の一部変更について 〃 〃 

 第32号 当せん金付証票の発売について 〃 〃 

 

２．議員提出議案 

 
Ａ 条  例（４件） 

区分 議案番号 議  案  名 議決月日 採 決 

６月 第１号 鳥取県議会委員会条例の一部を改正する条例 ６月30日 可  決 

定例     

８月 

臨時 

第１号 鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例 

８月30日 可  決 

 第２号 鳥取県政務活動費交付条例の一部を改正する条例 〃 〃 
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11月 

定例 

第１号 鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例 

12月20日 可  決 

 

Ｂ 会議規則（０件） 

 

Ｃ 意 見 書（９件） 

区分 議案番号 議  案  名 議決月日 採 決 

２月 第１号 緊急事態に関する国会審議を求める意見書 ３月13日 可  決 

定例 第２号 畜産・酪農家に対する経営安定対策を求める意見書 〃 〃 

９月 第３号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書 10月13日 可 決 

定例 第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書 〃 〃 

 第５号 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する 

適正な診療上の評価等を求める意見書 

〃 〃 

 第６号 私学助成の充実強化等に関する意見書 〃 〃 

11月 

定例 

第３号 投票率低下を踏まえた政治参加を促す選挙制度改革と参議院

選挙における合区の解消を求める意見書 

12月20日 可 決 

 第４号 人口減少社会における食料・農業・農村基本法の改正を踏ま

えた国産農畜水産物の安定生産と食料安全保障の強化を求め

る意見書 

〃 〃 

 第５号 地方分権の推進を基調とした国と地方の関係構築を求める 

意見書 

〃 〃 

 

Ｄ 決議（５件） 

区分 議案番号 議  案  名 議決月日 採 決 

９月 第１号 鳥取県議会の綱紀粛正に関する決議 10月13日 可 決 

定例 第２号 国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催に向けた 

気運醸成に係る決議 

〃 〃 

 第７号 藤縄喜和議員に対する辞職勧告決議 〃 〃 

11月 

定例 

第１号 イスラエル・パレスチナ情勢における早期の平和的解決を望む

決議 

12月20日 可 決 

 第６号 松田正議員に対する辞職勧告決議 〃 〃 

  

Ｅ その他（０件） 
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[令和５年２月定例会] 

議員提出議案第１号 

緊急事態に関する国会審議を求める意見書 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年３月13日 

福 浜 隆 宏       語 堂 正 範 

常 田 賢 二       川 部   洋 

松 田   正       鹿 島   功 

山 口 雅 志       安 田 由 毅 

中 島 規 夫       福 田 俊 史 

藤 縄 喜 和       斉 木 正 一 

浜 崎 晋 一       西 川 憲 雄 

浜 田 一 哉       広 谷 直 樹 

内 田 隆 嗣       野 坂 道 明 

島 谷 龍 司 
 

 
 

緊急事態に関する国会審議を求める意見書 

 新型コロナウイルス感染症は、長期にわたって全国各地で猛威を振るい、その感染拡大により、

我々国民の日常生活や社会経済活動が一変するほどの大きな影響が生じるとともに、医療従事者や

病床の不足による医療崩壊の危機に直面するなど、これまで想定されなかった事態を経験したとこ

ろである。 

 また、東日本大震災においては、道路を塞ぐ震災がれきの撤去の遅れによる支援物資の輸送の停

滞や、被災した地方自治体の行政機能の停止が問題となったことを教訓とし、今後高い確率で発生

が懸念される首都直下地震や南海トラフ巨大地震などへの対応の必要にも迫られるところである。 

 さらには、北朝鮮による弾道ミサイル発射や中国による度重なる領海・領空侵犯を含め、日本海

や台湾周辺の海空域において近年とみに緊張感が高まる情勢に直面しており、我が国の平和と安全、

主権、領土、国民の平穏な生活が脅かされている。 

 我が国においては、現行憲法において緊急事態に対応するための規定がなく、こうした多くの課

題に対し、新型インフルエンザ等対策特別措置法や災害対策基本法、国民保護法などによって個別

に対処してきたところである。しかしながら、本来、緊急時において国民の命と生活を守ることは

国家の最も重要で全てに優先されるべき責務であり、感染症や自然災害などをはじめとする有事に

強い社会の構築に向け、その根本規定たる憲法について、国会において建設的な議論に取り組まれ

るべきである。 

 よって、国におかれては、緊急事態における憲法のあり方について、国会において建設的かつ広

範な議論を促進するとともに、国民的議論を喚起するよう強く要望する。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

  令和５年３月 13 日 

                         鳥 取 県 議 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣 

総 務 大 臣 

法 務 大 臣 

厚 生 労 働 大 臣 

国 土 交 通 大 臣 

防 衛 大 臣 

内 閣 官 房 長 官 

様 
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議員提出議案第２号 

畜産・酪農家に対する経営安定対策を求める意見書 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年３月13日 

坂 野 経三郎       福 浜 隆 宏 

語 堂 正 範       由 田   隆 

西 村 弥 子       松 田   正 

鹿 島   功       山 口 雅 志 

浜 田 妙 子       興 治 英 夫 

中 島 規 夫       藤 縄 喜 和 

斉 木 正 一       浜 崎 晋 一 

広 谷 直 樹       伊 藤   保 

福 間 裕 隆       野 坂 道 明 

島 谷 龍 司 

 
 
 

畜産・酪農家に対する経営安定対策を求める意見書 

 新型コロナウイルス感染症による経済への影響が続く中、飼料の大半を海外からの輸入に依存し

ている我が国では、ロシアによるウクライナ侵攻や急激な円安等の影響を受け、配合飼料や輸入乾

牧草などの家畜飼料の直近の価格が、令和２年度と比べ約２倍近くまで上昇している。 

 畜産経営におけるコストの大半が飼料費である現状では、このような飼料価格の高騰により畜産・

酪農経営への影響が深刻となっている。 

 特に、酪農には、肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）や肉豚経営安定交付金制度（豚

マルキン）のような経営安定制度がないことに加え、酪農業にとって貴重な副産物収入であった乳

牛の雄の新生子（ヌレ子）価格も令和２年と比べ 70％以上下落するなど経営悪化に歯止めがかから

ない状況となっている。 

 さらに、11 月の乳価上昇に伴い乳製品の需要が低下したため、牛乳の販売量が７～８％も減少し、

地域によっては減産のために貴重な資源である乳牛の廃用が進められるなど、乳製品生産現場は危

機的な状況になっている。 

 今後の飼料価格の動向次第では、事態はさらに深刻化し、我が国の畜産・酪農家が壊滅的な打撃

を受ける恐れがあることから、飼料価格高騰の影響を可能な限り緩和し、畜産・酪農家の負担を軽

減するよう積極的に取り組む必要がある。 

 よって、国においては、畜産・酪農家の経営安定を図るため、次の事項につき、特段の措置を講

ずるよう強く要望する。 

１ 長期間にわたる飼料価格の高騰に伴う畜産・酪農家の経営への影響緩和のため、飼料価格高騰

分を十分に補う補填金が支払われるよう、早急に配合飼料価格安定制度の見直しを行うこと。 

２ 安定した牛乳生産が可能となるように、酪農においても牛マルキンや豚マルキンのような経営

安定制度を導入すること。 

３ 子牛価格安定基金制度においてヌレ子も対象となるような措置を直ちに講ずること。 

４ 牛乳・乳製品の消費拡大を促進するキャンペーン及び支援策を直ちに講ずること。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

  令和５年３月13日 

                         鳥 取 県 議 会 

 

 

 

 

 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣 

財 務 大 臣 

農 林 水 産 大 臣 

様 
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[令和５年６月定例会] 
議員提出議案第１号 

鳥取県議会委員会条例の一部を改正する条例 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年６月30日 

広 谷 直 樹       興 治 英 夫 

尾 崎   薫       伊 藤   保 

中 島 規 夫       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       浜 田 一 哉 

銀 杏 泰 利        
 

 
 

鳥取県議会委員会条例の一部を改正する条例 

 鳥取県議会委員会条例（昭和31年鳥取県条例第32号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正す

る。 

 

改 正 後 改 正 前 

  

（常任委員会の名称、委員定数及び所管） 

第２条 常任委員会の名称、委員の定数及び所

管は、次のとおりとする。 

総務教育常任委員会 ９人 

政策戦略本部、総務部、会計管理部、教育

委員会、監査委員及び人事委員会に関する事

項並びに他の常任委員会の所管に属しない

事項 

福祉生活病院常任委員会 ９人 

福祉保健部、子ども家庭部、生活環境部及

び病院局に関する事項 

農林水産商工常任委員会 ９人 

商工労働部、農林水産部、企業局及び労働

委員会に関する事項 

（常任委員会の名称、委員定数及び所管） 

第２条 常任委員会の名称、委員の定数及び所

管は、次のとおりとする。 

総務教育常任委員会 ９人 

令和新時代創造本部、総務部、会計管理局、

教育委員会、監査委員及び人事委員会に関す

る事項並びに他の常任委員会の所管に属し

ない事項 

福祉生活病院常任委員会 ９人 

福祉保健部、子育て・人財局、生活環境部

及び病院局に関する事項 

農林水産商工常任委員会 ９人 

商工労働部、農林水産部、企業局及び労働

委員会に関する事項 

地域県土警察常任委員会 ８人 

輝く鳥取創造本部、危機管理部、地域社会

振興部、県土整備部及び警察本部に関する事

項 

 

附 則 

１～３ 略 

地域づくり県土警察常任委員会 ８人 

交流人口拡大本部、危機管理局、地域づく

り推進部、県土整備部及び警察本部に関する

事項 

 

附 則 

１～３ 略 

４ 令和３年４月１日から同日において現に

設置されている新型インフルエンザ等対策

特別措置法（平成24年法律第31号）第22条第

１項の規定に基づき設置される鳥取県新型

コロナウイルス感染症対策本部が廃止され

る日までの間における第２条の規定の適用

については、同条中「令和新時代創造本部」
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とあるのは「新型コロナウイルス感染症対策

本部事務局に関する事項（人権啓発に関する

事項に限る。）並びに令和新時代創造本部」

と、「福祉保健部」とあるのは「新型コロナ

ウイルス感染症対策本部事務局に関する事

項（他の常任委員会の所管に属する事項を除

く。）並びに福祉保健部」と、「商工労働部」

とあるのは「新型コロナウイルス感染症対策

本部事務局に関する事項（経済雇用に関する

事項（観光交流に関する事項を除く。）に限

る。）並びに商工労働部」と、「交流人口拡

大本部」とあるのは「新型コロナウイルス感

染症対策本部事務局に関する事項（観光交流

に関する事項に限る。）並びに交流人口拡大

本部」とする。 

  

附 則 

 （施行期日）  

１ この条例は、鳥取県行政組織条例の一部を改正する条例（令和５年鳥取県条例第   号）の

施行の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に常任委員会に付議されて審査又は調査中の事件は、改正後の鳥取県議

会委員会条例の規定によりその事件を所管する常任委員会に付議されているものとみなす。 

 
[令和５年８月臨時会] 
議員提出議案第１号 

鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年８月30日 

村 上 泰二朗       西 村 弥 子 

前 住 孝 行       山 川 智 帆 

福 浜 隆 宏       市 谷 知 子 

藤 縄 喜 和       語 堂 正 範 

東 田 義 博       入 江   誠 

河 上 定 弘       鳥 羽 喜 一 

前 田 伸 一       前 原   茂 

坂 野 経三郎       浜 田 妙 子 

尾 崎   薫       興 治 英 夫 

伊 藤   保       川 部   洋 

中 島 規 夫       広 谷 直 樹 

島 谷 龍 司       斉 木 正 一 

福 田 俊 史       内 田 博 長 

内 田 隆 嗣       浜 田 一 哉 

松 田   正       鹿 島   功 

安 田 由 毅       銀 杏 泰 利 

野 坂 道 明 

 



 

- 21 - 

 

 
 

鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

 

 鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例（平成19年鳥取県条例第47号）

の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正す

る。 

改 正 後 改 正 前 

  

（議員報酬の額） 

第２条 略 

２ 議員報酬は、議会の議員の職についた日か

ら、退職等（任期満了、辞職、失職若しくは

除名又は議会の解散により議員でなくなる

ことをいう。以下同じ。）となったときはそ

の日（次条第１項の規定に該当することと 

なった議員が同項に規定する閉会月の末日

までに退職等となったときは、当該月の前月

の末日）まで、死亡したときはその月の末日

まで支給する。 

３ 前項の規定により議員報酬を支給する場

合の議員報酬の額は、月の１日から末日まで

支給する場合を除き、その月の現日数を基礎

として日割りによって計算する。 

（議員報酬の額） 

第２条 略 

 

 

（議員報酬の支給制限） 

 

（議員報酬の支給制限） 

第２条の２ 議会の議員が、一の定例会の開会

の日から当該定例会の閉会の日までの間に

開かれる会議及び委員会（常任委員会、議会

運営委員会及び特別委員会をいう。以下同

じ。）の全てを欠席したときは、当該定例会

の閉会の日の属する月（以下この項において

「閉会月」という。）の翌月から同日後に開

催される定例会若しくは臨時会における会

議又は委員会（以下「本会議等」という。）

のいずれかに最初に出席した日の属する月

（閉会月と同一月であるときは、その翌月）

までの議員報酬は、支給しない。ただし、次

に掲げる場合は、この限りでない。 

(１) 議会の議員その他非常勤の職員の公

務災害補償等に関する条例（昭和42年鳥取

県条例第31号）第１条に規定する公務上の

災害又は通勤による災害のために欠席し

たとき。 

(２) 感染症の予防及び感染症の患者に対

する医療に関する法律（平成10年法律第

114号）第18条第１項に規定する患者又は

第２条の２ 
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無症状病原体保有者となったために欠席

したとき。 

(３) 出産の予定日の８週間（多胎妊娠の場

合にあっては、14週間）前から出産後８週

間以内において欠席したとき。 

(４) 育児又は介護のために欠席したとき。 

(５) 負傷又は疾病の療養のために欠席し

た場合であって、医師の診断書の提出が 

あったとき（議長がやむを得ないと認める

ときに限る。）。 

２ 議会の議員が、その任期中において本会議

等を欠席した日から引き続き１年間本会議

等の全てを欠席（前項第１号から第４号まで

に掲げる場合における欠席を除く。）したと

きは、当該１年を経過する日の属する月の翌

月から同日後に開催される本会議等のいず

れかに最初に出席した日の属する月（当該１

年を経過する日の属する月と同一月である

ときは、その翌月）までの議員報酬は、支給

しない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会の議員のうち、その任期中において議

会、委員会又は地方自治法（昭和22年法律第

67号）第100条第12項の規定により会議規則

で定める議案の審査若しくは議会の運営に

関し協議若しくは調整を行うための場（以下

「議会等」という。）の会議を欠席した日か

ら引き続き１年間議会等の会議を欠席した

もの（公務上の災害、結核等の感染症その他

これらに類するものとして議長が認める理

由による欠席が含まれる者を除く。以下「長

期欠席者」という。）については、当該長期

欠席者に該当することとなった日の属する

月の翌月以降の議員報酬は、支給しない。 

２ 前項の規定にかかわらず、長期欠席者が議

会等に出席したときは、当該出席した日の属

する月以降の議員報酬を支給する。 

 

第２条の３ 前条の規定にかかわらず、議会の

議員が、刑事事件の被疑者又は被告人とし

て、逮捕、勾留その他の身体を拘束する処分

を受けたときは、当該処分を受けた日の翌日

の属する月から当該処分を解かれた日の前

日の属する月までの議員報酬は、その支給を

停止する。この場合において、支給を停止さ

れるべきであった月分の議員報酬で既に支

給を受けたものがあるときは、当該議員は、

これを速やかに返納しなければならない。 

２ 前項の規定による議員報酬の支給停止は、

当該支給停止に係る刑事事件について、次の

各号のいずれかに該当するに至った場合は、

これを解除する。 

(１) 公訴を提起しない処分があった場合 

(２) 無罪、免訴又は公訴棄却の裁判が確定

した場合 

３ 第１項の規定による議員報酬の支給停止

に係る刑事事件について、有罪の裁判が確定

したときは、次に掲げる月分の議員報酬は、

支給しない。 

(１) 第１項の規定による支給停止を受け

た月（支給を停止されるべきであった月分
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の議員報酬で既に支給を受けたものがあ

るときは、当該月を含む。） 

(２) 当該有罪の裁判において言い渡され

た刑の執行として刑事施設に収容された

期間の始期の翌日の属する月からその終

期の前日の属する月まで 

(３) 当該有罪の裁判において言い渡され

た罰金又は科料を完納しないことにより

労役場に留置された期間の始期の翌日の

属する月からその終期の前日の属する月

まで 

 

（期末手当） 

第３条 議会の議員で６月１日又は12月１日

（以下これらの日を「基準日」という。）に

それぞれ在職する者に対して、それぞれ議長

が別に定める日（以下「支給日」という。）

に、期末手当を支給する。これらの基準日前

１月以内に退職等となり、又は死亡した議員

についても、同様とする。 

２ 前項の期末手当の額は、議員報酬の月額の

100分の145に相当する額に100分の142を乗

じて得た額に、基準日以前６月以内の期間

（以下「対象期間」という。）におけるその

者の在職期間の区分に応じて、職員の給与に

関する条例（昭和26年鳥取県条例第３号）第

16条の４第２項の表に定める割合を乗じて

得た額とする。 

 

 

 

（期末手当の支給制限） 

第３条の２ 略 

２ 前条第２項の規定にかかわらず、対象期間

中に第２条の２第１項若しくは第２項又は

第２条の３第３項の規定により議員報酬を

支給されなかった月がある場合の期末手当

の額は、前項の規定に該当する場合を除き、

前条第２項の規定により算定された額に対

象期間中の議員報酬が支給された月数を対

象期間における在職期間の月数で除して得

た数を乗じて得た額（その額に１円未満の端

数を生じたときは、これを切り捨てた額）と

する。 

 

第３条の３ 期末手当のうち、第３条第２項の

規定により算定された額に対象期間中の第

２条の３第１項の規定により議員報酬の支

給を停止された月（支給を停止されるべきで

あった月分の議員報酬で既に支給を受けた

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（期末手当） 

第３条 議会の議員で６月１日又は12月１日

にそれぞれ在職する者に、それぞれの期間に

つき、期末手当を支給する。 

 

 

 

 

２ 前項の期末手当の額は、議員報酬の月額の

100分の145に相当する額に100分の142を乗

じて得た額に、６月１日又は12月１日以前６

月以内の期間（以下「対象期間」という。）

におけるその者の在職期間の区分に応じて、

職員の給与に関する条例（昭和26年鳥取県条

例第３号）第16条の４第２項の表に定める割

合を乗じて得た額とする。 

 

 

 

（期末手当の減額等） 

第３条の２ 略 

２ 前条第２項の規定にかかわらず、長期欠席

者の期末手当の額は、前項の規定に該当する

場合を除き、前条第２項の規定により算定さ

れた額に対象期間中の議員報酬が支給され

た月数を対象期間における在職期間の月数

で除して得た数を乗じて得た額（その額に１

円未満の端数を生じたときは、これを切り捨

てた額）とする。 
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ものがあるときは、当該月を含む。）数を対

象期間における在職期間の月数で除して得

た数を乗じて得た額（その額に１円未満の端

数を生じたときは、これを切り捨てた額）に

相当する部分は、その支給を停止する。この

場合において、支給を停止されるべきであっ

た部分の期末手当で既に支給を受けたもの

があるときは、当該議員は、これを速やかに

返納しなければならない。 

２ 第２条の３第２項の規定は、前項の規定に

よる期末手当の支給停止の解除について準

用する。 

 

第３条の４ 支給日に期末手当を支給するこ

ととされていた議員で当該支給日の前日ま

での間に退職等となったものが、次の各号の

いずれかに該当する場合は、当該期末手当の

支給を停止する。この場合において、支給を

停止されるべきであった期末手当で既に支

給を受けたものがあるときは、当該者は、こ

れを速やかに返納しなければならない。 

(１) 退職等となった日から当該支給日の

前日までの間に、その者の在職期間中の行

為に係る刑事事件に関して、その者が起訴

（当該起訴に係る犯罪について禁錮以上

の刑が定められているものに限り、刑事訴

訟法（昭和23年法律第131号）第６編に規定

する略式手続によるものを除く。次項にお

いて同じ。）をされ、その判決が確定して

いない場合 

(２) 退職等となった日から当該支給日の

前日までの間に、その者の在職期間中の行

為に係る刑事事件に関して、その者が逮捕

（当該逮捕に係る犯罪について禁錮以上

の刑が定められているものに限る。）され

た場合 

２ 前項の規定による期末手当の支給停止は、

当該支給停止に係る刑事事件について、次の

各号のいずれかに該当するに至った場合は、

これを解除する。ただし、第３号に該当する

場合において、当該者の在職期間中の行為に

係る刑事事件に関し現に逮捕されていると

きその他支給することが支給停止の目的に

明らかに反すると議長が認めるときは、この

限りでない。 

(１) 禁錮以上の刑に処せられなかった場

合 

(２) 公訴を提起しない処分があった場合 

(３) 起訴をされることなく当該支給停止

に係る期末手当の基準日から起算して１
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年を経過した場合 

３ 第３条第１項の規定にかかわらず、支給日

に期末手当を支給することとされていた議

員で当該支給日の前日までの間に退職等と

なったものが、次の各号のいずれかに該当す

る場合は、それぞれ当該各号に定める期末手

当は、支給しない。 

(１) 退職等となった日から当該支給日の

前日までの間に禁錮以上の刑に処せられ

た場合 当該支給日に係る期末手当 

(２) 第１項の規定による期末手当の支給

停止に係る刑事事件について禁錮以上の

刑に処せられた場合（前項の規定によりそ

の支給を停止された期末手当を支給する

こととされた場合を除く。） その支給を

停止した期末手当（支給を停止されるべき

であった期末手当で既に支給を受けたも

のを含む。） 

 

（旅費） 

第７条 議会の議員が次の各号のいずれかに

該当する旅行をするときは、旅費を支給す

る。 

(１) 略 

(２) 招集に応じて、議会等（議会、委員会

又は地方自治法（昭和22年法律第67号）第

100条第12項の規定により会議規則で定め

る議案の審査若しくは議会の運営に関し

協議若しくは調整を行うための場をいう。

次号において同じ。）に出席するとき。 

(３) 略 

２ 略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（旅費） 

第７条 議会の議員が次の各号のいずれかに

該当する旅行をするときは、旅費を支給す

る。 

(１) 略 

(２) 招集に応じて、議会等に出席すると

き。 

 

 

 

 

(３) 略 

２ 略 

附 則 

（施行期日）  

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（適用） 

２ この条例の施行の際現に刑事事件の被疑者又は被告人として、逮捕、勾留その他の身体を拘束

する処分を受けている議会の議員については、施行の日以後に支給する議員報酬及び期末手当に

ついて、改正後の鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例第２条の３、

第３条の２及び第３条の３の規定を適用する。 

 

 

議員提出議案第２号 

鳥取県政務活動費交付条例の一部を改正する条例 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年８月30日 
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村 上 泰二朗       西 村 弥 子 

前 住 孝 行       山 川 智 帆 

福 浜 隆 宏       市 谷 知 子 

藤 縄 喜 和       語 堂 正 範 

東 田 義 博       入 江   誠 

河 上 定 弘       鳥 羽 喜 一 

前 田 伸 一       前 原   茂 

坂 野 経三郎       浜 田 妙 子 

尾 崎   薫       興 治 英 夫 

伊 藤   保       川 部   洋 

中 島 規 夫       広 谷 直 樹 

島 谷 龍 司       斉 木 正 一 

福 田 俊 史       内 田 博 長 

内 田 隆 嗣       浜 田 一 哉 

松 田   正       鹿 島   功 

安 田 由 毅       銀 杏 泰 利 

野 坂 道 明 
 

 
 

鳥取県政務活動費交付条例の一部を改正する条例 

 

 鳥取県政務活動費交付条例（平成13年鳥取県条例第９号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正す

る。 

改 正 後 改 正 前 

  

（政務活動費の額等） 

第３条 略 

（政務活動費の額等） 

第３条 略 

  

（政務活動費の交付制限） 

第３条の２ 前条第１項の規定にかかわらず、

議員が、刑事事件の被疑者又は被告人とし

て、逮捕、勾留その他の身体を拘束する処分

（以下「身体拘束処分」という。）を受けた

ときは、次の各号に掲げる期間の政務活動費

の月額は、０円とする。この場合において、

議員が当該月の分の政務活動費の交付を受

けているときは、速やかに、当該政務活動費

を県に返還しなければならない。 

(１) 身体拘束処分を受けた日の翌日の属

する月から身体拘束処分を解かれた日の

前日の属する月まで 

 

(２) 身体拘束処分に係る刑事事件につい

て、有罪の裁判が確定した場合は、次に掲

げる期間 

ア 当該有罪の裁判において言い渡され

た刑の執行として刑事施設に収容され

た期間の始期の翌日の属する月からそ
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の終期の前日の属する月まで 

イ 当該有罪の裁判において言い渡され

た罰金又は科料を完納しないことによ

り労役場に留置された期間の始期の翌

日の属する月からその終期の前日の属

する月まで 

２ 前条第２項の規定にかかわらず、議員が、

身体拘束処分を受けたときは、当該身体拘束

処分を解かれた日の前日の属する月の翌月

から当該身体拘束処分に係る刑事事件につ

いて、公訴を提起しない処分があった日又は

裁判が確定した日の属する年度の最後の月

までの政務活動費は、次の各号に掲げる区分

に応じ、当該各号に定める日に、交付する。 

(１) 第５条第１項の規定による収支報告

書及び証拠書類の写しの提出があった場

合 同項に定める提出期限から30日以内

において議長が定める日 

(２) 第５条第４項の規定による特例収支

報告書及び特例証拠書類の写しの提出が

あった場合 次に掲げる区分に応じ、それ

ぞれ次に定める日 

ア 当該提出の日が月の１日から10日ま

での間である場合 当該提出の日の属

する月の翌月の10日 

イ アに掲げる場合以外の場合 当該提

出の日の属する月の翌々月の10日 

３ 前項の規定により交付する政務活動費の

額は、次条第１項の規定により政務活動費を

充てることができる経費の額から当該年度

において前条第２項の規定により既に交付

した額（既に本項の規定により控除した額を

除く。）を控除した額（25万円に政務活動費

の交付を受けることができる期間の月数（前

条第２項の規定により政務活動費の交付を

受けた月数を除く。）を乗じた額から前項第

２号の規定により既に交付した額を控除し

た額を上限とする。）とする。 

４ 議員が、次の各号に掲げる提出の区分に応

じ、当該各号に掲げる期限までに第５条第１

項又は第２項に規定する収支報告書及び証

拠書類の写しの提出をしないときは、当該年

度において交付された政務活動費（第２項第

２号の規定により交付を受けた額を除く。）

を返還しなければならない。 

(１) 第５条第１項の規定による提出 年

度終了日の翌日から起算して30日以内 

(２) 第５条第２項の規定による提出 同

項に規定する期限 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 28 - 

 

（収支報告書の提出等） 

第５条 議員は、その年度に交付を受けた政務

活動費に係る次に掲げる事項を記載した報

告書（以下「収支報告書」という。）に、当

該収支報告書の内容を証する領収書その他

の書類（以下「証拠書類」という。）の写し

を添えて、年度終了日の翌日から起算して30

日（第３条の２第２項第１号の規定により政

務活動費の交付を受けようとする議員に 

あっては、10日）以内に、議長に提出しなけ

ればならない。ただし、第４項の規定により

当該年度分全てに係る特例収支報告書及び

特例証拠書類の写しを提出した場合は、この

限りでない。 

(１)・(２) 略 

２・３ 略 

４ 議員は、身体拘束処分を受けたときは、当

該身体拘束処分を解かれた日の前日の属す

る月の翌月１日から当該身体拘束処分に係

る刑事事件について、公訴を提起しない処分

があった日又は裁判が確定した日の属する

年度の最後の月の翌月10日までの間、その年

度の政務活動費に係る次に掲げる事項を記

載した報告書（以下「特例収支報告書」とい

う。）に、当該特例収支報告書の内容を証す

る領収書その他の書類（以下「特例証拠書類」

という。）の写しを添えて、議長に提出する

ことができる。 

(１) 第３条第２項及び第３条の２第２項

第２号の規定により既に交付を受けた政

務活動費の総額 

(２) 政務活動費を充てるべき経費につい

て、その総額及び別表に定める使途区分ご

との金額 

 

（収支報告書又は特例収支報告書の調査等） 

第６条 議長は、政務活動費の適正な執行を図

るため、前条第１項若しくは第２項の規定に

より提出された収支報告書又は同条第４項

の規定により提出された特例収支報告書の

内容について必要な調査を、事務局長（地方

自治法第138条第３項に規定する事務局長を

いう。以下同じ。）に行わせるものとする。 

２ 略 

 

（証拠書類等の整備等） 

第７条 議員又は議員であった者は、証拠書類

又は特例証拠書類を整備し、当該書類に係る

年度の終了の日の翌日から起算して５年を

経過する日まで保存しなければならない。 

（収支報告書の提出等） 

第５条 議員は、その年度に交付を受けた政務

活動費に係る次に掲げる事項を記載した報

告書（以下「収支報告書」という。）に、当

該収支報告書の内容を証する領収書その他

の書類（以下「証拠書類」という。）の写し

を添えて、年度終了日の翌日から起算して30

日以内に、議長に提出しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

(１)・(２) 略 

２・３ 略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（収支報告書の調査等） 

第６条 議長は、政務活動費の適正な執行を図

るため、前条第１項又は第２項の規定により

提出された収支報告書の内容について必要

な調査を、事務局長（地方自治法第138条第３

項に規定する事務局長をいう。以下同じ。）

に行わせるものとする。 

 

２ 略 

 

（証拠書類の整備等） 

第７条 議員又は議員であった者は、証拠書類

を整備し、収支報告書の提出期限の翌日から

起算して５年を経過する日まで保存しなけ

ればならない。 
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（収支報告書等の保存及び閲覧等） 

第８条 議長は、第５条第１項又は第２項の規

定により提出された収支報告書及び証拠書

類の写し並びに同条第４項の規定により提

出された特例収支報告書及び特例証拠書類

の写しを、当該書類に係る年度の終了の日の

翌日から起算して５年を経過する日まで保

存しなければならない。 

２ 議長は、前項の規定により保存する収支報

告書及び証拠書類の写し並びに特例収支報

告書及び特例証拠書類の写し（鳥取県議会情

報公開条例（平成12年鳥取県条例第59号）第

８条に規定する非開示情報に係る部分を除

く。以下「収支報告書等」という。）を一般

の閲覧に供するとともに、インターネットの

利用により公表するものとする。 

３ 前項の規定による収支報告書等の閲覧及

び公表は、８月１日（第５条第２項の規定に

より提出された収支報告書及び証拠書類の

写しにあっては、当該収支報告書の提出期限

の翌日から起算して３月を経過する日の翌

日）（その日が県の休日に当たるときは、そ

の日後において、その日に最も近い県の休日

でない日）から始める。 

 

（収支報告書等の保存及び閲覧等） 

第８条 議長は、第５条第１項又は第２項の規

定により提出された収支報告書及び証拠書

類の写しを、当該収支報告書の提出期限の翌

日から起算して５年を経過する日まで保存

しなければならない。 

 

 

２ 議長は、前項の規定により保存する収支報

告書及び証拠書類の写し（鳥取県議会情報公

開条例（平成12年鳥取県条例第59号）第８条

に規定する非開示情報に係る部分を除く。以

下「収支報告書等」という。）を一般の閲覧

に供するとともに、インターネットの利用に

より公表するものとする。 

 

３ 前項の規定による収支報告書等の閲覧及

び公表は、当該収支報告書の提出期限の翌日

から起算して３月を経過する日の翌日から

始める。 

附 則 

（施行期日）  

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（適用） 

２ この条例の施行の際現に刑事事件の被疑者又は被告人として、逮捕、勾留その他の身体を拘束

する処分を受けている議会の議員については、この条例の施行の日以後の月分の政務活動費につ

いて、改正後の鳥取県政務活動費交付条例第３条の２の規定を適用する。 

（鳥取県情報公開条例の一部改正） 

３ 鳥取県情報公開条例（平成12年鳥取県条例第２号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正

する。 

改 正 後 改 正 前 

  

（開示義務） 

第９条 略 

２ 実施機関は、開示請求に係る公文書に次の

各号に掲げる情報のいずれかが含まれてい

る場合には、前項の規定にかかわらず、当該

開示請求に係る公文書を開示しないものと

する。 

(１)～(７) 略 

(８) 鳥取県政務活動費交付条例（平成13年

鳥取県条例第９号）第５条第１項若しくは

第２項の規定に基づき提出される証拠書

（開示義務） 

第９条 略 

２ 実施機関は、開示請求に係る公文書に次の

各号に掲げる情報のいずれかが含まれてい

る場合には、前項の規定にかかわらず、当該

開示請求に係る公文書を開示しないものと

する。 

(１)～(７) 略 

(８) 鳥取県政務活動費交付条例（平成13年

鳥取県条例第９号）第５条第１項又は第２

項の規定に基づき提出される証拠書類の
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類の写し又は同条第４項の規定に基づき

提出される特例証拠書類の写しに記載さ

れている情報であって、公にすることによ

り、議員の政治活動に支障を及ぼすおそれ

があるもの 

 

写しに記載されている情報であって、公に

することにより、議員の政治活動に支障を

及ぼすおそれがあるもの 

 

（鳥取県議会情報公開条例の一部改正） 

４ 鳥取県議会情報公開条例（平成12年鳥取県条例第59号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正

する。 

改 正 後 改 正 前 

  

（公文書の開示義務） 

第８条 議長は、開示請求があったときは、開

示請求に係る公文書に次の各号に掲げる情

報（以下「非開示情報」という。）のいずれ

かが記録されている場合を除き、開示請求者

に対し、当該公文書を開示しなければならな

い。 

(１)～(８) 略 

(９) 鳥取県政務活動費交付条例（平成13年

鳥取県条例第９号）第５条第１項若しくは

第２項の規定に基づき提出される証拠書

類の写し又は同条第４項の規定に基づき

提出される特例証拠書類の写しに記載さ

れている情報であって、公にすることによ

り、議員の政治活動に支障を及ぼすおそれ

があるもの 

 

（公文書の開示義務） 

第８条 議長は、開示請求があったときは、開

示請求に係る公文書に次の各号に掲げる情

報（以下「非開示情報」という。）のいずれ

かが記録されている場合を除き、開示請求者

に対し、当該公文書を開示しなければならな

い。 

(１)～(８) 略 

(９) 鳥取県政務活動費交付条例（平成13年

鳥取県条例第９号）第５条第１項又は第２

項の規定に基づき提出される証拠書類の

写しに記載されている情報であって、公に

することにより、議員の政治活動に支障を

及ぼすおそれがあるもの 

 

 

 

[令和５年９月定例会] 

議員提出議案第１号 

鳥取県議会の綱紀粛正に関する決議 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年10月13日 

広 谷 直 樹       興 治 英 夫 

尾 崎   薫       伊 藤   保 

中 島 規 夫       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       浜 田 一 哉 

銀 杏 泰 利        
 

 
 

鳥取県議会の綱紀粛正に関する決議 

 本県議会においては、「鳥取県議会基本条例」及び「鳥取県議会議員の政治倫理に関する条例」
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の下、議会が果たす役割と権限の大きさを認識し、法令を遵守することはもとより、公正な職務と

高い倫理的義務が課されていることを自覚して自らの行動を厳しく律するとともに、公平かつ公正

で透明性が高く県民に信頼される議会を目指すこととしている。 

そのような中で、県政史上初めて現職議員が公金の詐取により逮捕・起訴され辞職したほか、複

数の議員において政治倫理に悖る不祥事が相次いでいるところである。 

県民から負託を受けた県議会議員として、こうした事態を重く捉え、改めて議員一人一人が綱紀

粛正を徹底し、真摯に議員活動に勤しむことで、県民の信頼回復に向けて尽力するよう決意を示す

ものである。 

以上、決議する。 

  令和５年10月13日 

                             鳥 取 県 議 会 

 

議員提出議案第２号 

国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催に向けた気運醸成に係る決議 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年10月13日 

広 谷 直 樹       興 治 英 夫 

尾 崎   薫       伊 藤   保 

中 島 規 夫       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       浜 田 一 哉 

銀 杏 泰 利        
 

 
 

国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催に向けた気運醸成に係る決議 

 令和15（2033）年に本県で開催されることが事実上決定している国民スポーツ大会及び全国障害

者スポーツ大会は、県民誰もがスポーツを通じて健康で心豊かな生活を享受できる鳥取県らしい共

生社会づくりを推進するものであり、地方創生の起爆剤として鳥取県の元気づくりに繋がる絶好の

機会として期待されるものである。 

開催までちょうど10年前となった今、両大会の開催に向けた準備を進める上で、会場地において

整備される施設設備や、競技団体等を含めた指導者養成・選手強化の連携体制など、様々な副次効

果を有機的に機能させながら、今後10年をかけて万全な準備が図られなければならない。 

併せて、両大会の開催によって、将来にわたって、スポーツを通じて県民に元気と希望をもたら

し、スポーツに親しむことで自らを律し、鍛え、磨き、他者を尊重し高め合い、讃え合う精神性や

文化が県民に深く根付き、レガシーとして継承されることを願い、県民一丸となって開催準備に取

り組むよう気運醸成を図る決意を示すものである。 

以上、決議する。 

 

令和５年10月13日 

                             鳥 取 県 議 会 

 

議員提出議案第３号 

森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年10月13日 

 

広 谷 直 樹       興 治 英 夫 
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尾 崎   薫       伊 藤   保 

中 島 規 夫       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       浜 田 一 哉 

銀 杏 泰 利        
 
 

森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書 

 我が国の森林面積は国土の約７割を占め、地球温暖化の抑止や国土保全、水源涵養等の公益的機

能を有しており、国民全体に様々な恩恵をもたらしている。 

今般、気候変動に伴う豪雨・豪雪等、自然災害が激甚化・頻発化しているほか、人口減少が急速

に進み林業の現場においても担い手確保が困難となる中、森林が有する多面的機能が十全に果たさ

れるべく、間伐などの森林整備を着実に実施していくための財源として令和元年度に森林環境譲与

税が創設された。 

 一方、現在、地方公共団体では、森林経営管理制度等に基づき、管理が行き届いていない森林の

整備のため、森林所有者への経営管理に係る意向調査等に取り組んでいるが、所有者不明森林や境

界未確定森林の存在などから、想定以上のコストがかかっているといった課題がある。また、下流

域の人口集積地を含め、県民を水害や土砂災害から守るためには、森林が貯水・土壌保全機能を発

揮できるよう、山間部における適切な森林管理が必要である。 

こうした森林管理を取り巻く様々な課題に早急に対応し、森林整備や人材育成・担い手確保など

のさらなる推進を図るためにも、県土の約74％もの森林面積を有する本県においては、森林整備に

係る財政需要を満たす十分な財源の確保が不可欠であり、現行の森林環境譲与税における譲与基準

を見直すことについて強く要請するものである。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  令和５年10月13日 

                             鳥 取 県 議 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

議員提出議案第４号 

地方財政の充実・強化を求める意見書 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年10月13日 

広 谷 直 樹       興 治 英 夫 

尾 崎   薫       伊 藤   保 

中 島 規 夫       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       浜 田 一 哉 

銀 杏 泰 利        
 

 
 

地方財政の充実・強化を求める意見書 

 昨今、地方自治体には、急激な少子・高齢化に伴う地域社会の維持・存続のほか、医療・介護な

ど社会保障制度の整備、少子化対策や子育て施策、コロナ禍や物価高騰を乗り越える地域経済の再

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣 

財 務 大 臣 

農 林 水 産 大 臣 

様 
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興はもとより、デジタル化、脱炭素化、更には気候変動に伴って頻発化・激甚化する自然災害対策

など、極めて多岐にわたる行政需要への対応が求められている。 

政府は「骨太方針 2021」において、2021 年度の地方一般財源水準を 2024 年度まで確保するとさ

れているが、地方財政において増大する行政需要に十分対応し得る財源が確保できるのか、大きな

不安が残されている。 

このため、2024 年度の政府予算と地方財政の検討に当たっては、人口減少時代における行政需要

などを適切に把握しながら、歳入・歳出を的確に見積もり、地方財政の確立を目指すよう、次の事

項を強く要望する。 

１ 社会保障の維持・確保、人への投資も含めた地域活性化、デジタル化、脱炭素化、防災・減災、

物価高騰対策、地域公共交通の再構築など、増嵩する地方自治体の財政需要を的確に把握すると

ともに、十分な地方一般財源総額の確保を図ること。 

２ 少子化対策や子育て施策のほか、今後一層求められる孤独・孤立対策、また地域医療の確保、

介護や生活困窮者の自立支援など、多様化する社会保障ニーズが自治体の一般行政経費を圧迫し

ていることから、地方単独事業分も含め、十分な社会保障経費の財源拡充を図ること。特に、こ

れらの分野を支える人材確保に向けた自治体の取組を十分に支える財政措置を講じること。 

３ 地方交付税の法定率引上げなどにより、臨時財政対策債に頼らない地方財政の確立に取り組む

こと。また、地域間の財源偏在性の是正に向けては、消費税など偏在性がより小さい税目を対象

に国税から地方税への財源移譲を行うなど、より抜本的な改革を行うこと。 

４ 「まち・ひと・しごと創生事業費」の１兆円については、新たに「地方創生推進費」として 2023

年度も確保されたところだが、持続可能な地域社会の維持・発展と地方創生の取組の更なる推進

のため、引き続き同規模の財源を措置するとともに、より恒久的な財源とするよう検討すること。 

５ 会計年度任用職員制度の運用については、2024 年度から支給が可能となる勤勉手当を含め、適

正な制度運用に必要な人件費等の財政需要について、引き続き十分な財政措置を講じること。 

６ デジタル化における自治体業務システムの標準化については、引き続き「地域デジタル社会推

進費」に相当する財源を確保するなど、十分な財源を保障すること。 

７ 人口減少に直面する小規模自治体を支援するため、段階補正を拡充するなど、地方交付税の財

源保障機能・財政調整機能の強化を図ること。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  令和５年10月13日 

                             鳥 取 県 議 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議員提出議案第５号 

ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の 

評価等を求める意見書 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣 

総 務 大 臣 

財 務 大 臣 

厚 生 労 働 大 臣 

農 林 水 産 大 臣 

国 土 交 通 大 臣 

デ ジ タ ル 大 臣 

内閣府特 命担当大臣 

（ 少 子 化 対 策 ） 

内閣府特 命担当大臣 

（ 男 女 共 同 参 画 ） 

様 
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 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年10月13日 

広 谷 直 樹       興 治 英 夫 

尾 崎   薫       伊 藤   保 

中 島 規 夫       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       浜 田 一 哉 

銀 杏 泰 利        
 

 
 

ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の 

評価等を求める意見書 

 交通事故、スポーツ外傷、落下事故、暴力など身体への強い衝撃等を原因として発症する脳脊髄

液漏出症 (減少症) によって、日常生活を大きく阻害する様々な症状に苦しんでいる患者の声が全

国各地から国へ上げられる中、平成18年に山形大学を中心に関連８学会が参加し、厚生労働省研究

班による病態の解明が進んだ結果、平成28年から同症の治療法であるブラッドパッチ療法（硬膜外

自家血注入療法）が保険適用となった。 

その結果、それまで高額な自費診療での治療を必要としていた患者が、保険診療のもとにブラッ

ドパッチ療法を受けることができるようになったが、脳脊髄液漏出症(減少症)の患者の中には、保

険適用 J007-2 の要件に掲げられている「起立性頭痛を有する患者に係る者」という条件を伴わない

患者の存在が見過ごされている。 

また、その後の研究で、脳脊髄液の漏出部位は一か所とは限らず、頚椎や胸椎部でも起こる事が

報告された。頚椎や胸椎部にブラッドパッチ療法を安全に行うためには、Ｘ線透視下で漏出部位を

確認しながらの治療が必要であるが、現状の診療上の評価に、Ｘ線透視下で治療を行うことが要件

として含まれておらず、診療報酬の面から、安全性の高い治療が敬遠されかねない状況にある。 

このような状況を踏まえ、国及び政府においては、脳脊髄液漏出症 (減少症) の患者への公平で

安全なブラッドパッチ療法の適用に向け、次の事項について適切な措置を講ずるよう強く要望する。 

 

１ 脳脊髄液漏出症 (減少症) の症状において、症例の約10％は起立性頭痛を伴わないとする研究

報告があることを踏まえ、算定要件の注釈に「本疾患では起立性頭痛を認めない場合がある」と

の文言を付記するとともに、起立性頭痛を伴わない場合も診療報酬算定の要件として認めること。 

２ ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）の診療報酬において、Ｘ線透視により漏出部位

を確認しながら安全に治療を行うことを可能とするよう、診療上の評価を改定すること。 

  以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 

 

  令和５年10月13日 

                             鳥 取 県 議 会 

 

 

 

 

議員提出議案第６号 

私学助成の充実強化等に関する意見書 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年10月13日 

福祉生活病院常任委員会 

 委員長 西 村 弥 子 
 

 

財 務 大 臣 

厚 生 労 働 大 臣 
様 
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私学助成の充実強化等に関する意見書 

本県の私立中学高等学校は、建学の精神に基づき、時代や社会の要請に応じた特色ある質の高い

教育を展開し、公教育の発展に大きな役割を果たしている。 

現在、我が国の少子高齢化は急速に進行しており、社会経済に与える人口減少の影響が深刻さを

増す中で、日本社会は様々な課題解決に迫られている。こうした厳しい状況にあって、我が国は今

後も世界の中で後れを取ることなく、国力を維持し発展していくためには、将来を担う子どもたち

の育成が何よりも重要である。「経済財政運営と改革の基本方針2023」においても「未来への投資」

として「人への投資」を促進する政策が最優先され、質の高い公教育の再生に向けて、教育の質の

向上に総合的に取り組むと明記されている。 

私立中学高等学校が、学校運営の効率化を図りながら、教員の過重勤務などの負担を軽減すると

ともに指導力や資質の向上に努めるほか、現下の経済情勢を踏まえた諸物価の高騰に対応するなど、

直面する様々な課題を解決し、子どもたちのＩＣＴ教育環境や学校施設の耐震化、空調・換気設備

等の整備と省エネ・脱炭素化対策等の取組を進めていくためには、国による支援の充実が不可欠で

ある。 

また、国による私立高等学校生徒への就学支援では、年収590万円を境に支援金額に大きな格差が

生じていることから、本県においては独自で上乗せ補助を行っており、私立中学校の生徒に対して

も、県独自で私立高等学校への支援制度の基準に合わせた支援を行っているところであるが、教育

を受ける権利の保障等の観点から、本来は国の責任において制度の拡充強化が図られるべきである。 

このように公教育の一翼を担う私立中学高等学校が、国の進める教育改革に的確に対応し、特色

ある質の高い教育を提供できるよう、財政基盤の安定に向けた国による全面的な財政支援が求めら

れる。 

よって、国においては、私立中学高等学校教育の重要性を認識し、教育基本法第８条の「私立学

校教育の振興」を名実ともに確立するため、私学助成に係る国庫補助制度を堅持するとともに、私

立中学校生徒への就学支援金制度の創設など、より一層の充実を図るよう強く要望する。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  令和５年10月13日 

                             鳥 取 県 議 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議員提出議案第７号 

藤縄喜和議員に対する辞職勧告決議 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年10月13日 

広 谷 直 樹       興 治 英 夫 

尾 崎   薫       伊 藤   保 

中 島 規 夫       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       浜 田 一 哉 

銀 杏 泰 利        
 

 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣 

総 務 大 臣 

財 務 大 臣 

文 部 科 学 大 臣 

様 
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藤縄喜和議員に対する辞職勧告決議 

 我々鳥取県議会議員は、県民の厳粛な負託を受け、自らの行動を厳しく律し、議員としてふさわ

しい品位及び品格と識見を養うよう努め、県政の発展と県民福祉の向上のため、その職責を全うし

なければならない。議員一人一人が一層高い倫理観をもって行動し、政治倫理の確立を通して県民

に信頼される議会を目指すため、鳥取県議会議員の政治倫理に関する条例を制定して今年で10年を

迎えたところである。 

しかしながら、本年６月、藤縄喜和議員が、鳥取市選挙区内の有権者に中元や歳暮を贈ったとし

て、公職選挙法違反の罪で略式命令を受けるという事態が発生した。司法機関の判断は今後なされ

るものであるが、その事実は、テレビや新聞等で報道され、県民をはじめ多くの方から非難と厳正

な対処を求める声が寄せられており、県議会の信頼を損なうところとなったことは誠に遺憾である。 

本件については、県民の模範として法令、条例を遵守し、高い倫理観や見識を求められる県議会

議員の職にありながら、非常に軽率で規範意識の欠如した行為により、県議会に対する信頼を著し

く失墜させたと言わざるを得ず、鳥取県議会議員の政治倫理に関する条例に基づき設置された鳥取

県議会政治倫理審査会における審査の結果、議員辞職の勧告を行うことが相当であると結論づけら

れたところであり、鳥取県議会議員としての政治的、道義的責任は免れない。 

よって、本県議会として、藤縄喜和議員に対し、事態の重大さを真摯に受け止め、直ちに議員を

辞職されんことを勧告する。 

 以上、決議する。 

令和５年10月13日 

                             鳥 取 県 議 会 

 

 

[令和５年 11 月定例会] 

議員提出議案第１号 

鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年12月20日 

村 上 泰二朗       西 村 弥 子 

前 住 孝 行       松 田   正 

福 浜 隆 宏       藤 縄 喜 和 

語 堂 正 範       東 田 義 博 

入 江   誠       河 上 定 弘 

鳥 羽 喜 一       前 田 伸 一 

前 原   茂       坂 野 経三郎 

浜 田 妙 子       尾 崎   薫 

興 治 英 夫       伊 藤   保 

川 部   洋       中 島 規 夫 

広 谷 直 樹       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       内 田 隆 嗣 

浜 田 一 哉       鹿 島   功 

安 田 由 毅       銀 杏 泰 利 

野 坂 道 明 
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鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

 

 鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例（平成19年鳥取県条例第47号）

の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正す

る。 

改 正 後 改 正 前 

  

（議員報酬の額） 

第２条 議会の議員の受ける議員報酬の額は、

次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定

める額とする。 

(１) 議長 月額970,000円 

(２) 副議長 月額846,000円 

(３) 議員（前２号に掲げる者を除く。） 月

額789,000円 

２・３ 略 

 

（期末手当） 

第３条 略 

２ 前項の期末手当の額は、議員報酬の月額の

100分の145に相当する額に100分の147を乗

じて得た額に、基準日以前６月以内の期間

（以下「対象期間」という。）におけるその

者の在職期間の区分に応じて、職員の給与に

関する条例（昭和26年鳥取県条例第３号）第

16条の４第２項の表に定める割合を乗じて

得た額とする。 

 

（議員報酬の額） 

第２条 議会の議員の受ける議員報酬の額は、

次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定

める額とする。 

(１) 議長 月額960,000円 

(２) 副議長 月額838,000円 

(３) 議員（前２号に掲げる者を除く。） 月

額781,000円 

２・３ 略 

 

（期末手当） 

第３条 略 

２ 前項の期末手当の額は、議員報酬の月額の

100分の145に相当する額に100分の142を乗

じて得た額に、基準日以前６月以内の期間

（以下「対象期間」という。）におけるその

者の在職期間の区分に応じて、職員の給与に

関する条例（昭和26年鳥取県条例第３号）第

16条の４第２項の表に定める割合を乗じて

得た額とする。 

附 則 

 この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

議員提出議案第２号 

イスラエル・パレスチナ情勢における早期の平和的解決を望む決議 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年12月20日 

広 谷 直 樹       興 治 英 夫 

尾 崎   薫       伊 藤   保 

中 島 規 夫       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       浜 田 一 哉 

銀 杏 泰 利        
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イスラエル・パレスチナ情勢における早期の平和的解決を望む決議 

 今般のイスラム組織ハマス等パレスチナ武装勢力によるイスラエルに対する無差別攻撃は、特に

罪のない一般市民に対する攻撃や誘拐など、どのような理由があっても正当化し得ず、また一方で、

イスラエル国防軍の攻撃によってガザ地区において民間人に多数の死傷者が発生する深刻な事態と

なっている。 

こうした情勢を踏まえて、鳥取県議会としては、現地における人道状況を大変憂慮するところで

あり、人道目的の戦闘休止と人道支援活動が可能な環境が早期に確保されるべきであると考える。 

その上で、政府においては国際社会と協調し、人質の即時解放と一般市民や現地在留邦人の安全

確保に万全を期すとともに、全ての当事者における国際法の遵守による事態の早期沈静化の働きか

けに積極的に取り組むべきである。 

併せて、我が国はこれまで「平和と繁栄の回廊」構想をはじめとする様々な取組に基づき、イス

ラエル・パレスチナを含む中東諸国・地域と良好な関係を築いてきたところであり、政府において

はこうした外交努力を通じて関係国やＧ７など国際社会と緊密に連携し、中長期的な「二国家解決」

によるパレスチナ問題の政治的解決に向けた模索を促しながら、公正で永続的な平和の実現に向け

て対応されることを期待するものである。 

以上、決議する。 

 令和５年12月20日 

 鳥 取 県 議 会 

 

議員提出議案第３号 

投票率低下を踏まえた政治参加を促す選挙制度改革と参議院選挙に 

おける合区の解消を求める意見書 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年12月20日 

広 谷 直 樹       興 治 英 夫 

尾 崎   薫       伊 藤   保 

中 島 規 夫       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       浜 田 一 哉 

銀 杏 泰 利        
 

 
 

投票率低下を踏まえた政治参加を促す選挙制度改革と参議院選挙における合区の 

解消を求める意見書 

 我が国において、参議院は一貫して都道府県単位で代表を選出してきたが、平成28年７月の第24

回参議院議員通常選挙以降、「鳥取・島根」「徳島・高知」の合区による選挙となった。都道府県

制は近現代の我が国の地方自治機構の基盤となるものであるが、参議院選挙における合区によって

地方の意見が国政に届けられなくなる現実に直面したことは、民主主義国家としてのあり方が問わ

れる憂慮すべき状況である。 

特に、本県においては、令和４年７月の第26回参議院議員通常選挙で史上初めて投票率が50％を

下回ったところであり、また、令和５年10月に行われた徳島・高知合区選挙区における参議院議員

補欠選挙においては、徳島県内の投票率が23.92％にまで著しく低下するなど、合区制度の弊害とし

て極端な政治離れが進み、民主主義の崩壊が危惧されるような事態を招いている。 

著しい人口減少が進む我が国において、持続可能な地域社会が構築されるためにも、中山間地域

などでの投票環境の整備のほか、深刻な議員のなり手不足を解消するための立候補環境の負担軽減

や制限緩和を含めた選挙制度改革を図るとともに、憲法改正についての議論を排除することなく、
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参議院においては早急に合区を解消し都道府県単位による代表が国政に参加することが可能となる

制度の構築を強く要請する。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 令和５年12月20日 

 鳥 取 県 議 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

議員提出議案第４号 

人口減少社会における食料・農業・農村基本法の改正を踏まえた 

国産農畜水産物の安定生産と食料安全保障の強化を求める意見書 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年12月20日 

広 谷 直 樹       興 治 英 夫 

尾 崎   薫       伊 藤   保 

中 島 規 夫       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       浜 田 一 哉 

銀 杏 泰 利        
 
 

人口減少社会における食料・農業・農村基本法の改正を踏まえた国産農畜水産物 

の安定生産と食料安全保障の強化を求める意見書 

 昨今の世界的な人口爆発による食料需要の増加や、気候変動に伴う自然災害の頻発化・激甚化、

国際秩序の変容などによる食料生産・供給の不安定化は、食料輸入依存度の高い我が国の食料安全

保障に対するリスクとなっている。特に、ここ数年にわたる燃油・肥料・飼料等の物価高騰は、我

が国の大多数を占める小規模な農畜水産物の生産現場にとって、事業経営に対する大きな圧迫要因

となっている。 

他方、我が国の食市場は、人口減少・少子高齢化が進む中で、今後さらなる縮小が懸念されると

ころであるが、並行して農業従事者や農村人口においても高齢化や離農・リタイヤによって加速度

的な減少傾向にあり、中山間地域をはじめとする集落機能の低下や耕作放棄地の蚕食的拡大によっ

て農山村が荒廃する懸念があるなど、生産機能の低下とともに国土保全の観点からも将来への不安

を抱えているところである。 

こうした情勢を踏まえて、国においては平成11年に制定された食料・農業・農村基本法の改正に

向けた検討が進められているところであるが、法改正に当たっては、次の事項に係る措置が講じら

れるよう強く要望する。 

１ 中小・小規模経営を含む農畜水産物の生産現場の担い手確保と生産効率の向上を促進し、長期

的な視点で我が国全体の食料生産・供給の安定確保策を講じることで、食料自給率の向上と食料

安全保障の強化を図ること。 

２ 防災・減災効果など多面的機能を発揮する農地・農村の保全を図りながら、生産コストが適正

に市場価格に転嫁されるなど、価格形成と消費拡大によって生産者の経営安定化に寄与する、持

続可能な国産農畜水産物の安定生産体制の構築を図ること。 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣 

総 務 大 臣 

様 
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以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 令和５年12月20日 

 鳥 取 県 議 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議員提出議案第５号 

地方分権の推進を基調とした国と地方の関係構築を求める意見書 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年12月20日 

広 谷 直 樹       興 治 英 夫 

尾 崎   薫       伊 藤   保 

中 島 規 夫       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       浜 田 一 哉 

銀 杏 泰 利        
 

 
 

地方分権の推進を基調とした国と地方の関係構築を求める意見書 

 我が国の国民の安全に重大な影響を及ぼす事態への対応に当たっては、国と地方自治体が緊密に

連携しながら行政機能を維持することが求められるが、これまで国が地方自治体に対して必要な措

置を的確かつ迅速に実施する際には、個別法の規定に基づいて必要な指示を行うこととされてきた。

しかしながら、現状、個別法の規定で想定されていない事態が生じた場合においては、その手続や

対応に当たっての要件が明確化されておらず、現行憲法のあり方についての議論を含め、法制化の

必要性が検討されているところである。 

こうした中、今般、第33次地方制度調査会においては、地方自治法を直接の根拠として国の指示

権を規定すべきとするなど、国が地方自治体に対して包括的に関与することを可能とする制度への

移行が想定されているが、例えば「事態」が全国規模でありながら、その発生態様によっては全国

一律ではなく地元の地方自治体が地域ごとに措置を講じることが最適と考えられる場合など、国の

指示権の運用に当たっては今後十分な議論が尽くされるべき課題も多い。 

また、これまで我が国の地方自治制度については、平成５年６月の衆参両院における「地方分権

の推進に関する決議」以来30年が経過する中で、国と地方による一定の役割分担の下に効果的・効

率的に連携できる体制整備が進められてきた。 

以上のような経緯を踏まえて、今般の国の指示権拡充の検討に当たっては、国による地方自治体

への規制や関与が過剰とならない制度設計とするよう配慮するとともに、国と地方のパートナーシ

ップがさらに強化される協働体制を整備し、地方の自主性・自立性を尊重し地域の実情に合った施

策の実現を可能とするために適切な財源保障を行うことも含め、地方分権の推進を基調とした国と

地方の関係構築を図ることを前提とするよう強く要請する。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 令和５年12月20日 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣 

総 務 大 臣 

農 林 水 産 大 臣 

国 土 交 通 大 臣 

内 閣 官 房 長 官 

様 
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 鳥 取 県 議 会 

 

 

 

 

 

 

 

議員提出議案第６号 

松田正議員に対する辞職勧告決議 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

  令和５年12月20日 

広 谷 直 樹       興 治 英 夫 

尾 崎   薫       伊 藤   保 

中 島 規 夫       島 谷 龍 司 

斉 木 正 一       福 田 俊 史 

内 田 博 長       浜 田 一 哉 

銀 杏 泰 利        
 

 
 

松田正議員に対する辞職勧告決議 

 松田正議員は、令和４年度の政務活動費に係る県内宿泊費等の支出の必要性を裏付ける政務活動

一覧の提出を怠ったまま、当該年度の政務活動費関係書類一式の公表日を迎え、必要性が不明確な

県内宿泊費等について報道され、県民から不正な計上ではないかとの疑念を招いた。その後、当初

政務活動費として計上していた県内宿泊費等を返納しているものの、自身の記録管理が杜撰であっ

たことが原因で、説明がつかない政務活動費を計上していたものであり、公金である政務活動費を

扱う上での認識が非常に甘く誠実さに欠け、政務活動費制度の公正性に対する信頼を害したもので

ある。 

また、議員有志の活動組織であるゴルフ同好会において、自身が同好会の会計を管理できる立場

にあることを利用して、約６年９か月もの間、会員から徴収した同好会の資金を常習的に着服して

いた。発覚後に同好会に対して返金を行ってはいるが、このような身勝手な不正を続けていたこと

は、規範意識が欠如していると断じざるを得ず、到底許されるものではない。 

我々鳥取県議会議員は、県民の厳粛な負託を受けて県議会という県政における最高議決機関を構

成するものであり、県民の模範として法令を遵守することはもとより、議員としてふさわしい品位

や高い倫理観を求められる立場にある。被審査議員の行為は、このような議員としての責務に反す

ることは明らかで、県民の信頼を裏切り、県議会の品位を大きく傷つけたものであり、鳥取県議会

議員の政治倫理に関する条例に基づき設置された鳥取県議会政治倫理審査会における審査の結果、

議員辞職の勧告を行うことが相当であると結論づけられたところであり、鳥取県議会議員としての

資質に欠けると言わざるを得ない。 

よって、本県議会として、松田正議員に対し、自らの責任の重さを真摯に受け止め、直ちに議員

を辞職されんことを勧告する。 

以上、決議する。 

 令和５年12月20日 

 鳥 取 県 議 会 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣 

総 務 大 臣 

内 閣 官 房 長 官 

様 
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３．動議（０件） 

 

４．諮問（０件） 

 

５．報告事項（４３件） 

区分 件     名 

２月 

定例 

第 １ 号 

第 ２ 号 

議会の委任による専決処分の報告について 

地方独立行政法人鳥取県産業技術センターの常勤職員数について 

第 ３ 号 長期継続契約の締結状況について 

例月現金出納検査報告 

 一般会計及び特別会計、公営企業会計（令和４年11月～12月） 

住民監査請求の要旨についての通知 

令和３年度決算に係る財政的援助団体等監査結果報告書 

令和４年度鳥取県包括外部監査報告書 

議案第40号に対する人事委員会の意見 

５月 第 １ 号 長期継続契約の締結状況について 

臨時 例月現金出納検査報告 

  一般会計及び特別会計、公営企業会計（令和５年２月） 

６月 

定例 

第 １ 号 

第 ２ 号 

第 ３ 号 

第 ４ 号 

第 ５ 号 

第 ６ 号 

第 ７ 号 

第 ８ 号 

第 ９ 号 

第 1 0 号 

令和４年度鳥取県一般会計継続費繰越計算書について 

令和４年度鳥取県一般会計繰越明許費繰越計算書について 

令和４年度鳥取県一般会計事故繰越し繰越計算書について 

令和４年度鳥取県港湾整備事業特別会計繰越明許費繰越計算書について 

令和４年度鳥取県天神川流域下水道事業会計予算繰越計算書について 

令和４年度鳥取県営電気事業会計継続費繰越計算書について 

令和４年度鳥取県営電気事業会計予算繰越計算書について 

令和４年度鳥取県営工業用水道事業会計継続費繰越計算書について 

議会の委任による専決処分の報告について 

長期継続契約の締結状況について 

例月現金出納検査報告 

   一般会計及び特別会計、公営企業会計（令和５年３月～４月） 

議案第 11 号、第 24 号に対する人事委員会の意見 

８月 

臨時 

第 １ 号 

第 ２ 号 

議会の委任による専決処分の報告について 

長期継続契約の締結状況について 

 例月現金出納検査報告 

  一般会計及び特別会計、公営企業会計（令和５年５月～６月） 

９月 

定例 

第 １ 号 

第 ２ 号 

第 ３ 号 

第 ４ 号 

第 ５ 号 

第 ６ 号 

第 ７ 号 

議会の委任による専決処分の報告について 

鳥取県営鳥取空港運営権者の経営状況について 

公立大学法人公立鳥取環境大学の業務の実績に関する評価について 

地方独立行政法人鳥取県産業技術センターの業務の実績に関する評価について 

法人の経営状況について 

鳥取県出資法人等における給与等の状況について 

長期継続契約の締結状況について 

 例月現金出納検査報告 

   一般会計及び特別会計、公営企業会計（令和５年７月～８月） 

議案第 35 号に対する人事委員会の意見    
11月 

定例 

第 １ 号 

第 ２ 号 

第 ３ 号 

令和４年度鳥取県継続費精算報告書について 

議会の委任による専決処分の報告について 

長期継続契約の締結状況について 

職員の給与に関する報告及び勧告並びに人事管理に関する報告 

令和４年度業務適正化評価報告書及び審査意見書の報告 

令和４年度決算に係る定期監査結果の報告 

例月現金出納検査報告 

   一般会計及び特別会計、公営企業会計（令和５年９月～10 月） 

議案第 35 号に対する人事委員会の意見 

議員派遣の報告   
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６．その他（２０件） 

区分 件     名 摘  要 

２月 

定例 

１．決算審査特別委員会委員長報告 

 

３月 13 日 廃止 

５月 

臨時 

１. 議長及び副議長の選挙 

（当選者）議長 浜崎晋一   副議長 野坂道明 

２. 関西広域連合議会議員の選挙 

（当選者）藤縄喜和 坂野経三郎 

３. 境港管理組合議会議員の選挙 

（当選者）安田由毅 松田正 浜田一哉 浜田妙子 

４. 議会運営委員会委員名簿 

５. 常任委員会委員名簿 

５月 10 日 

６月 

定例 

１．関西広域連合議会議員の選挙 

（当選者）内田博長 

２．議会運営委員辞任・選任名簿 

辞  任 選  任 

藤 縄 喜 和 斉 木 正 一 

３．決算審査特別委員会 

４．特別委員会設置（案） 

５．特別委員会委員名簿 

６．議席変更表 

６月 29 日 

 

 

 

 

６月 26 日 設置 

 

 

６月９日 

８月 

臨時 

１．議員派遣の件 ８月 30 日 決定 

９月 

定例 

１．議案第 11 号「公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立夢みなとタワー） 

について」から第 30 号「公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立生涯学

習センター）について」に対する附帯意見 

２．境港管理組合議会議員の選挙 

（当選者）斉木正一 

３．常任委員会所属変更表 

委 員 名 所 属 委 員 会 

前 住 孝 行 

新 旧 

地域県土警察 

常任委員会 

総務教育常任委員会 

４．議席変更表 

 

 

 

10 月３日 

 

９月 19 日 

 

 

 

 

10 月 13 日 

11 月 

定例 

１．選挙管理委員及び補充員の選挙 

２．行財政運営及び企業経営に当たり留意すべき事項（決算審査特別委員会委

員長報告による） 

３．決算審査特別委員会委員長報告 

12 月 20 日 

12 月 20 日 決定 

 

12 月 20 日 
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第３節 請願・陳情の審査状況 
 

◎委員会別審査結果一覧 
 

区   分 

請願（件数） 陳情（件数） 

採

択 

趣
旨
採
択 

不

採

択 

研
究
留
保 

審
議
未
了 

取
り
下
げ 

計 

採

択 

趣
旨
採
択 

不

採

択 
研
究
留
保 

審
議
未
了 

取
り
下
げ 

計 

議 会 運 営 

委 員 会 

前年研留               

５年受理   2    2        

計   2    2        

総 務 教 育 

常任委員会 

前年研留               

５年受理   1    1  4 8   1 13 

計   1    1  4 8   1 13 

福祉生活病院 

常任委員会 

前年研留               

５年受理        1 2 4    7 

計        1 2 4    7 

農林水産商工 

常任委員会 

前年研留               

５年受理          1    1 

計          1    1 

地域県土警察 

常任委員会 

前年研留               

５年受理          6    6 

計          6    6 

合  計 

前年研留               

５年受理   3    3 1 6 19   1 27 

計   3    3 1 6 19   1 27 

※令和４年12月定例会請願・陳情受付期限経過後から令和５年11月定例会請願・陳情受付期限内に受け付け

たものを「５年受理」とする。 
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１．請願の件名及び審査結果（３件） 

 

◎総務教育常任委員会（１件）  

受理番号及び 

受理年月日 
所管 件     名 提  出  者 紹介議員 

審査結果 

前年 ２月 ６月 ９月 11月 

総 

５年－19 

（５.６.８） 

議会 

鳥取県議会議員の「統一協

会」との関係の徹底調査、県

民への説明、そして関係断絶

と、政務活動費の是正を求め

る請願 

日本共産党鳥取県委員会 

 委員長 岩永 尚之 

外１名 

署名者数 758名 

市谷 知子 － － 

不 

採 

択 

－ － 

 

◎議会運営委員会（２件）  

受理番号及び 

受理年月日 
所管 件     名 提  出  者 紹介議員 

審査結果 

前年 ２月 ６月 ９月 11月 

議 

５年－11 

（５.６.５） 
議会 

議会運営委員会委員の決定

について 
足 羽 佑 太 市谷 知子 － － 

不 

採 

択 

－ － 

議 

５年－12 

（５.６.５） 
議会 

議会運営委員会の動画公開

について 
足 羽 佑 太 市谷 知子 － － 

不 

採 

択 

－ － 

 

２．陳情の件名及び審査結果（２７件） 

 

◎総務教育常任委員会（１３件） 

受理番号及び 

受理年月日 
所管 件     名 提  出  者 

審査結果 

前年 ２月 ６月 ９月 11月 

総 

５年－２ 

（５.２.７） 
総務 

破壊活動防止法の運用に係る意見書

の提出について 
足 羽 佑 太  － 

取 

下 

げ 

－ － － 

総 

５年－３ 

（５.２.７） 

教育 

学校給食及び昼食における「心身 

の健康の増進と豊かな人間形成」 

の実現について 

全国有志子どもを思う会 

鳥取支部 

 代表 遠藤 まゆみ 

－ 
趣旨

採択 
－ － － 

総 

５年－４ 

（５.２.７） 

教育 

マスク着用の有無による差別・偏見

等防止の啓発及び換気システム導入

等（公立学校関係）について 

全国有志子どもを思う会 

鳥取支部 

 代表 遠藤 まゆみ 

－ 
趣旨

採択 
－ － － 

総 

５年－６ 

（５.２.８） 
教育 

国による学校給食無償化を求める 

意見書の提出について 

新日本婦人の会鳥取県本部 

 会長 山内 淳子 
－ 

不 

採 

択 

－ － － 

総 

５年－10 

（５.５.30） 

教育 

ゆたかな学びの実現・教職員定数 

改善をはかるための、2024年度政府

予算に係る意見書採択について 

鳥取県高等学校教職員組合 

 執行委員長 岡島 恒志 

外１名 

－ － 

不 

採 

択 

－ － 

総 

５年－16 

（５.６.７） 

新時

代創

造 

女性差別撤廃条約選択議定書のすみ

やかな批准を行うよう政府に求める

意見書の提出について 

新日本婦人の会鳥取県本部 

 会長 山内 淳子 
－ － 

不 

採 

択 

－ － 

総 

５年－17 

（５.６.７） 

新時

代創

造 

一日も早く選択的夫婦別姓の導入を

するよう政府及び国会に求める意見

書の提出について 

新日本婦人の会鳥取県本部 

 会長 山内 淳子 
－ － 

不 

採 

択 

－ － 

総 

５年－18 

（５.６.８） 
総務 

マイナンバーカードに係る意見書の

提出について 
足 羽 佑 太 － － 

不 

採 

択 

－ － 
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総 

５年－21 

（５.８.18） 

政策

戦略 

ガソリン価格の高騰に係る意見書の

提出について 
足 羽 佑 太 － － － 

不 

採 

択 

－ 

総 

５年－22 

（５.９.８） 

教育 

少人数学級を実現し、現在１学年３

学級以下の県立高等学校の学級数を

維持することについて 

鳥取県高等学校教職員組合 

 執行委員長 岡島 恒志 

外１名 

－ － － 
趣旨

採択 
－ 

総 

５年－25 

（５.９.15） 

政策

戦略 

消費税増税に反対する意見書の提出

について 
足 羽 佑 太 － － － 

不 

採 

択 

－ 

総 

５年－26 

（５.９.15） 

政策

戦略 
地方財政の充実・強化を求める陳情 

自治労鳥取県本部 

 執行委員長 山口 一樹 

外１名 

－ － － 
趣旨

採択 
－ 

総 

５年－28 

（５.11.20） 
教育 危険ドラッグの対策について 足 羽 佑 太 － － － － 

不 

採 

択 

 

◎福祉生活病院常任委員会（７件） 

受理番号及び 

受理年月日 
所管 件     名 提  出  者 

審査結果 

前年 ２月 ６月 ９月 11月 

福 

５年－５ 

（５.２.７） 

子育

て・

人財 

マスク着用の有無による差別・偏見

等防止の啓発及び換気システム導入

等（保育園等、私立学校関係）につ

いて 

全国有志子どもを思う会 

鳥取支部 

 代表 遠藤 まゆみ 

－ 
趣旨

採択 
－ － － 

福 

５年－13 

（５.６.７） 

生活

環境 

いわゆるトラベルルールに係る利用

者保護について 
足 羽 佑 太 － － 

不 

採 

択 

－ － 

福 

５年－23 

（５.９.８） 

福祉

保健 

健康保険証の継続を求める陳情 

－「保険診療を受けられない人」を

作り出す健康保険証廃止は撤回を－ 

鳥取県保険医協会 

 理事長 加藤 卓 
－ － － 

不 

採 

択 

－ 

福 

５年－24 

（５.９.15） 

子ど

も家

庭 

私学助成に関する意見書の提出に 

ついて 

一般社団法人鳥取県私立学校 

協会 

 会長 野田 修 

－ － － 
採 

択 
－ 

福 

５年－27 

（５.11.16） 

福祉

保健 

精神障がい者の障がい種別の違いに

よる差別の解消を求める陳情 

鳥取県精神障害者家族会連合会 

 会長 田渕 眞司 
－ － － － 

趣旨

採択 

福 

５年－29 

（５.11.20） 

福祉

保健

生活

環境 

危険ドラッグの対策に係る意見書の

提出等について 
足 羽 佑 太 － － － － 

不 

採 

択 

福 

５年－30 

（５.11.20） 

子ど

も家

庭 

子どものために保育士配置基準の引

上げ、労働条件改善による保育士の

増員及びさらなる賃金引上げを求め

る意見書の提出について 

鳥取の保育を考える会 

 会長 石井 由加利 
－ － － － 

不 

採 

択 

 

◎農林水産商工常任委員会（１件） 

受理番号及び 

受理年月日 
所管 件     名 提  出  者 

審査結果 

前年 ２月 ６月 ９月 11月 

農 

５年－14 

（５.６.７） 

商工

労働 

いわゆるトラベルルールの円滑な実

施と、利用者保護に係る意見書の提

出について 

足 羽 佑 太 － － 

不 

採 

択 

－ － 
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◎地域県土警察常任委員会（６件） 

受理番号及び 

受理年月日 
所管 件     名 提  出  者 

審査結果 

前年 ２月 ６月 ９月 11月 

地 

５年－１ 

（５.２.２） 

地域

づく

り 

「安保関連３文書」閣議決定の撤回、

「敵基地攻撃能力」の保有や防衛費

２倍化に反対する意見書の提出につ

いて 

憲法改悪反対鳥取県共同 

センター 

 代表 田中 暁 

－ 

不 

採 

択 

－ － － 

地 

５年－７ 

（５.２.９） 

地域

づく

り 

安保関連３文書の閣議決定に抗議

し、大軍拡・大増税の中止、くらし

と福祉に予算をまわすよう求める意

見書の採択について 

平和・民主主義・豊かな暮らし

をめざす鳥取県の会（鳥取県革

新懇） 

 代表世話人 山内 淳子 

－ 

不 

採 

択 

－ － － 

地 

５年－８ 

（５.３.７） 

地域

づく

り 

防衛費増額の中止と国民の生活と福

祉を支える行政の構築を求める意見

書の提出について 

足 羽 佑 太 － － 

不 

採 

択 

－ － 

地 

５年－９ 

（５.５.17） 
警察 

小学校付近における交通安全の確保

について 
足 羽 佑 太 － － 

不 

採 

択 

－ － 

地 

５年－15 

（５.６.７） 

交流

人口 

入管法改正案の撤回を求める意見書

の提出等について 
足 羽 佑 太 － － 

不 

採 

択 

－ － 

地 

５年－20 

（５.７.13） 
地域 

鳥取県において頻発する個人情報 

漏えい事案の再発防止について 
足 羽 佑 太 － － － 

不 

採 

択 

－ 
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第４節  質 問 事 項 

 

１．代表質問、一般質問 

２月定例会・代表質問 

質問者 質  問  事  項 

（２月16日） 

福 田 俊 史 

（自由民主党） 

一 平井県政４期１６年の総括と将来展

望について 

１ 今任期の総括と４期１６年を振り

返って 

２ 令和５年度当初予算の編成方針 

３ 国政の重要課題に対する認識 

二 地域が主役の地方創生に向けた取組

について 

 １ 公共交通とまちづくりのリ・デザ

イン推進 

（１）人が集まる「まちなか」の再構

築 

（２）人が還っていく中山間地域の振

興 

 ２ 地域の安全・安心な暮らしを支え

る取組 

（１）新型コロナ感染症の分類見直し

後に向けて 

（２）孤独・孤立を防ぐ温もりある支

え愛社会の構築 

（３）災害に強い社会基盤整備と危機

管理意識の醸成 

（４）犯罪被害者の心に寄り添う支援

のあり方 

３ 持続可能な地域の産業と環境を支え

る取組 

（１）農業生産１千億円達成目標とこ

れからの農地経営 

（２）皆伐再造林による循環型林業の

実現を目指して 

（３）プラごみ減量と資源循環による

環境配慮社会の構築 

 ４ 人を育む地域づくりの取組 

（１）本県の実情に合わせた子育て支

援策 

（２）スポーツで輝く地域づくりと高

校の魅力化 

（３）賃上げに伴う地域間格差への対

応と産業人材・担い手育成 

（４）自然環境を活かした学びの機会

づくり 

 ５ ふるさと鳥取の魅力を高める取組 

（１）観光交流の再開・再興に向けて 

（２）文化芸術が息づくふるさとづく

りと鳥取民藝の活用 

（３）地方創生に向けたサウナ・ワー

ケーションの推進 

  

［質問内容］今任期４年間の総括と次期の課題。令和５年度地方財政対策の評価と本県

財政運営への影響。令和５年度当初予算案に込めた思い。国際社会において我が国が果

たすべき役割に対する認識と期待。政府と日銀の経済・金融政策に対する評価。まちづ

くりのリ・デザイン推進。中山間地域振興策の成果と課題、サポートチームによる支援

状況への評価。鳥取県の将来を見据えた財政運営。「人が還っていく中山間地域」のモデ

ル構築。公共交通を軸としたまちづくりのリ・デザイン推進。市町村における公共交通

とまちづくりのリ・デザインに向けた県の助言、支援。新型コロナウイルスの位置づけ

見直し後における県民の命と健康を守るための医療提供体制構築。温もりある包摂社会

に向けた県の役割と取組。県民の危機管理意識の醸成に向けた取組の成果と課題。犯罪

被害者支援の在り方。犯罪被害者救済に対する県警察の役割及び今後の取組。農業にお

ける後継者育成と生産体制の整備。エリートツリーによる皆伐再造林の加速。全国に先

駆けたプラスチック資源循環促進法への対応。鳥取県らしい子育て支援策。２巡目国民

スポーツ大会における県の役割と今後の取組。意欲ある市町村との高校の寮や寄宿舎の

整備。賃上げに伴う地域間格差解消への対応。成長分野への円滑な労働移動及び非成長

分野における産業人材の育成。マイクロツーリズムや教育旅行の実施と誘致に関する取

組。大阪・関西万博を見据えた観光誘客方針の見直し及び取組への現状認識。鉄道旅の

再興方策。文化財保護行政における組織改革の成果と文化財の観光資源活用。地方創生

に向けたサウナ・ワーケーションの推進。農業分野における後継者育成のための骨太な

体制構築。生産効率向上に向けた農業基盤整備。山じまいに伴う森林集約化による森林

管理の適正化。ねんりんピック、関西ワールドマスターズゲームズ大会後のグラウンド

・ゴルフコースのレガシー活用。中学校休日部活動の地域移行に向けた今後の対応。廃

校となった丹比小学校の寮転用。旧吉田医院の文化観光資源としての保存活用について 
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（２月20日） 

森  雅 幹 

（会派民主） 

１ 「しあわせ」とは 

 ～孤独死、少子化、未婚問題、教育～ 

２ 鳥取県立美術館について 

３ 原子力発電所について 

 ～ＧＸ（グリーントランスフォーメー

ション）、６０年超運転～ 

  

４ 淀江産業廃棄物処理施設について 

５ 県職員・教職員について 

 ～給与水準・特急券通勤手当・組合交渉

～ 

［質問内容］しあわせについての認識。ライフサイクルの中でしあわせを考える必要

性。一人世帯の増加と孤独死への対策。孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づく

り推進条例による孤独死減少。少子化という我が国の存立危機事態。社会で子供を育て

る考え方。少子化の主な要因。えんトリーの実績と課題及び縁結びの実績を増やすため

の取組。学校現場での試行錯誤、挑戦、失敗の奨励。様々な視点で物事を考え、最適解

を発見・選択できる人づくり。学校スポーツの意義。学校スポーツの外部化による勝利

至上主義の予防。朝鑑賞。個人が幸せに生きるための行政並びに教育の使命。県立美術

館設置の意義とミッション。ＧＸ基本方針及び決定経過。淀江産業廃棄物処理施設の埋

立方式。ラスパイレス指数全国最下位の認識及び県職員の志願者減少。アート・ラーニ

ング・ラボの人員体制。アート・ラーニング・ラボの可能性。アート・ラーニング・ラ

ボへの知事の期待。原子力発電所の60年超運転。規制委員会の信頼性。ラスパイレス指

数全国最下位の原因。ラスパイレス指数全国最下位による職員採用への影響。教職員の

職場環境改善。通勤にＪＲ特急を利用する職員の通勤手当。組合交渉への出席、意見交

換について 

 
 

２月定例会・一般質問 

質問者 質  問  事  項 

（２月24日） 

濵 辺 義 孝 

（公明党） 

 

鳥取県孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり。推進条例の実行性向上に向け

た知事の思い。とっとり孤独・孤立対策プラットフォームに期待する役割。生活困りご

と相談窓口職員の人材育成と利用者への周知活動。孤独・孤立を防ぐための市町村包括

的支援体制の構築に向けた県の取組。ひきこもり、ヤングケアラー、老老介護など条例

推進のための取組と市町村等との連携。とっとり孤独・孤立対策官民連携プラットフォ

ームで実施するアンケートの内容。ひきこもり、老老介護に係る実態調査の実施。ひき

こもり、ヤングケアラー、老老介護等に係る支援活動拠点の整備について 

内 田 隆 嗣 

（自由民主党） 

公共事業予算の総枠積み上げ。日野川東岸道路事業進捗。交通安全確保の対応状況と市

町村との連携状況。安心・安全な通学路環境の整備。中山間地域等直接支払制度の現状

調査、国への制度改善要望、県による救済。入札制度における事業実績の考え方。観光

開発促進資金制度融資の復活。米子新体育館整備事業におけるＰＦＩ導入理由と予算の

積算根拠。安全、安心な地下道の環境整備。中山間地域等直接支払制度。米子新体育館

整備事業予算の積算について 

島 谷 龍 司 

（自由民主党） 

孤独・孤立を防ぐための市町村との連携状況。孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社

会づくり推進条例における市町村包括的支援体制強化事業の位置づけ。新型コロナウイ

ルス感染症に対する施策への評価と５類移行後の取扱い。孤独・孤立を防ぐ温もりのあ

る支え愛社会の構築に向けて今後の進め方、先行している市町村の優良事例。福祉政策

を推進するための県庁組織体制の強化。新型コロナウイルス感染症の５類移行後におけ

るアラートの運用及び新型コロナ安心対策認証店認証制度について 

松 田  正 

（自由民主党） 

淀江産業廃棄物最終処分場の安全性の確保に向けた知事の決意。医療施設・福祉施設に

対する来夏に向けた物価高騰対策。適切な学習環境確保のための小中学校、高等学校で

のエアコン使用。医療的ケア児に対する就学・就園体制の補助内容の相違に対する国へ

の働きかけ、鳥取県幼児教育センターの評価。１年生アドバイザー制度の全県展開。台

湾との交流を深化させる取組。グランフォンド倉吉の評価。冷暖房設備機器使用に係る

電気代への財政支援、医療機関、福祉施設における物価高騰対策の単価の見直し。１年

生アドバイザーに係る人件費への財政支援。円形劇場への誘客、サイクリングイベント

に対する県の積極関与。サイクリングマナーの普及について 
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（２月27日） 

西 村 弥 子 

（会派民主） 

 

更年期障害に関するトップセミナーの参加状況と参加者の反応、今後の取組。教職員の

更年期障害の把握とサポート体制。教職員のヘルスリテラシー向上。県職員休職者増加

の要因、ヘルスリテラシー向上の取組。若者、未婚層に魅力的な移住定住支援施策。更

年期休暇制度に係る法解釈、今後の方向性、調査研究の状況、国の動向、国への働きか

け・全国知事会長としての考え。包括的性教育の子どもたちへの影響、教育の進め方。

多様性を受け入れられる地域社会に対する所見について 

常 田 賢 二 

（自由民主党） 

大阪・関西万博を契機とした誘客戦略。まんが巨匠展の方針及び万博に併せた広報戦

略。大阪・関西万博に向けた地域連携の展開、万博後の誘客コンテンツ化に関する青写

真。大阪・関西万博開催期間中の鳥取県内への誘客観光戦略。大型公共施設のネット環

境整備の現状と課題への対応。メタバース課の今後の展望を踏まえた課題認識。Ｂ級グ

ルメにスポットを当てた広報戦略の展開。映画文化への見識と知事の映画館利用状況。

バスタプロジェクトの検討。若者が夢や希望、誇りを持つ仕掛けづくりについて 

川 部  洋 

（自由民主党） 

人口減少による県内地域への影響。人口減少前提社会構築のための県の役割。人口減少

に伴う諸課題の解決に向けた市町村への県の積極的な関与。建設人材確保の取組におけ

る成果と課題。県中部での建設人材の不足の原因。中学校での職業観を含めた指導。人

材育成に関する教育委員会と知事部局の連携について 

坂 野 経三郎 

（会派民主） 

保健衛生部の設置。信号機制御機の更新に係る現状と課題。更新期限を迎えたインフラ

設備のメンテナンス。人権課題に対する相談体制の集約と組織体制の在り方。公立学校

所管組織と私立学校所管組織との連携。シェルター整備に係る国への要望。横断歩道に

おける歩行者優先の周知について 

（３月１日） 

澤  紀 男 

（公明党） 

 

2030 年度温室効果ガス総排出量 60％減へ向けた現状と課題、県内の森林Ｊ－クレジット

の推進に対する現状の評価と今後の取組課題。森林環境譲与税の配分に係る今後の対

応、県産製材用原木の供給体制、流通や木材価格の現状。県内の乾燥材生産の現状と今

後の展望。乾燥材生産指導者育成研修と木材乾燥技術向上現場指診断についての評価と

今後期待する成果。天然乾燥・人工乾燥併用実験の現状と課題、ニーズに応じた含水率

の乾燥木材加工技術の確立。Ｇｕｔ Ｈｏｌｚの評価と今後の展望。ピヒル森林研究所

との連携・交流。県産材と鉄骨のハイブリッド構造への評価と県有施設での採用。林業

労働安全対策に関わる普及啓発。とっとり森林緊急通報カードの現状と課題、今後の取

組。高齢化、後継者不足に対する花壇苗供給体制の対策、米子高専デジタル教室への評

価、米子高専との包括連携協定への期待。とっとり花回廊での障がい者作業所とＡ型同

様の最低賃金契約とマルシェイベント出展参加の受け止め及び今後の期待。刑務所出所

者の就労支援について関係機関との協議で見えた課題と方向性。県立ハローワークでの

実効性のある出所者の就労支援に向けた取組。県立ハローワークとコレワークの連携、

中規模木造設計スクールの評価と今後の展開。建築物への木造建築需要拡大に向けた今

後の取組。にちなん中国山地林業アカデミーの評価、入学者数、卒業者の就職状況。日

本伐木チャンピオンシップｉｎ鳥取の開催による人材育成への影響と森林整備の社会的

認知度向上に係る効果。アカデミージュニアクラスの新設による林業の魅力発信、新規

参入者の確保への効果について 

銀 杏 泰 利 

（公明党） 

予防接種健康被害救済制度の審査状況、事前伐採の今後のスケジュール、補償を含めた

財源。県が実施している生活保護者への就労支援とその効果、手話普及コーディネータ

ーの採用と配置のスケジュール、人間ドックの検査メニューに認知症検査を入れること

の検討状況、小児医療費助成の今後のスケジュール及び国への要望。ワクチン接種後に

亡くなられた方へのお見舞いの意思表示。県道の整備と維持管理、公民館に災害時備品

を整備する意識の共有。災害時要注意箇所の把握、低年金者等高齢者への支援について 

市 谷 知 子 

（無所属） 

大軍拡・大増税の閣議決定の撤回。原子力政策の閣議決定の撤回。新型コロナ第八波へ

の評価。県内の消費税免税業者数と率。全国一律最低賃金 1,500 円の実現に向けた国へ

の要望。飼料代高騰対策の補助率。高校生のタブレット購入費補助。精神障害者の診断

書取得費の助成。知事出版本に係る住民監査請求。技術系職員が離職している旨の投

書。ＫＣ‐46Ａ等の配備計画。原発再稼働関係の了承とその撤回。病院や社会福祉施設

の無料ＰＣＲ検査の継続。発熱外来の診療報酬加算・病床確保料の継続。施設内感染者

の医療機関への入院勧奨、施設への適切な報酬。新型コロナ５類移行後の外来や治療薬

の自己負担額について 
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山 川 智 帆

（無所属） 

皆生海岸整備事業の経緯と評価。コロナで亡くなられた方の遺体搬送や葬儀に関する制

限緩和後のお見送り状況と関係者との協議状況。皆生海岸事業の総事業費の減額理由。

皆生海岸事業への事業費を含めた認識。サンドリサイクルの実績への認識。海岸侵食の

現状。海岸保全の方針。テトラポットを含めた従来工法との併用。新型コロナ陽性者に

係る看取り。皆生海岸浸食に係る検証、抜本的な解消について 

（３月２日） 

興 治 英 夫 

（会派民主） 

 

低所得世帯に対する物価高騰手当。資材価格の高騰に合わせた補助金額の見直し。未来

人材育成奨学金支援助成金の申請期限延長。結婚支援事業の分析。酪農家へのセーフテ

ィネット構築に係る国への要望。自給飼料生産を増やすための制度の創設。ＪＡ系スー

パーの事業継承に必要な経費に対する支援と早期の補正予算の計上。国際バカロレア教

育の開始に対する所見。国際バカロレア開校に当たっての教職員集団の構成。生活困窮

者光熱費支援に係る対象者の拡大。島根県の結婚支援事業を参考とする本県の取組強

化。自給飼料生産機械導入支援の要件緩和。荒廃農地の林地化へのモデル事業の検証及

び普及有効活用。親元就農支援の拡充。親元就農時の機械導入費用の補助。国際バカロ

レア教育の生徒募集、県外生等のための住居の確保について 

由 田  隆 

（無所属） 

鳥取県出身のハンセン病元患者の現状とこれまでの交流事業の成果と課題。鳥取県里帰

り事業とハンセン病ふるさと交流事業の成果。遺骨里帰り支援事業の終了理由。Ａコー

プせきがね店閉店に係る行政の役割。移住定住推進交付金制度の活用状況を含む移住定

住施策。鳥取県出身のハンセン病元患者に対する事業の今後の努力と取組。ハンセン病

元患者の名誉回復について 

山 口 雅 志 

（自由民主党） 

地域の観光資源の修復に係る県・市町村・地域が融合した一体的なプロジェクトと組織

と予算管理。文化振興に関する市町村との一体的な取組。地域づくりにおける県の人的

バックアップ。地域活動が持続するための県の下支え。地域シンボルを活かした県、市

町村、地域の一体的取組について 

中 島 規 夫 

（自由民主党） 

新型コロナウイルス感染症５類移行に伴う生活様式や感染対応に係る協議と周知方針、

国への要望内容。移住者と地元住民の良好な関係構築、自治会加入率、活動の低迷に関

する現状と課題、今後の方向性。雪害予防のための事前伐採に当たっての現状や課題、

今後の方針。高校３年生の自動車免許教習所への早期入校に係る現状。５類移行後の生

活変容に関するわかりやすい周知。地域住民や自治会との関係構築に向けた事前案内を

含む県の取組、雪害予防のための事前伐採、高校生の運転免許早期取得への県の決意に

ついて 

（３月６日） 

鹿 島  功 

（自由民主党） 

 

農業振興に関する当初予算編成の考え方。酪農業界への融資の返済猶予を含めた経営支

援。本県の農産物の輸出拡大に向けた取組。オリジナル品種の種苗保護。農業再興に向

けた若手リーダーの育成。今後の食のみやこ推進戦略。県、生産者、ＪＡなどが連携し

た六次産業化の取組について 

浜 田 一 哉 

（自由民主党） 

県内建築物の耐震化の進捗状況と促進策。米子－境港間の高規格道路実現に向けた取

組。関西圏の大学と連携したＩ・Ｊ・Ｕターン戦略の成果と課題、今後の取組み。ふる

さとキャリア教育の子供及び教職員への影響、成果と今後の課題。県、市町村所管施設

の耐震化促進、避難所の見直し。耐震化に関する各市町村長との意見交換の場作り。住

宅耐震化推進のための支援。米子－境港間の高規格道路の事業化までの流れについて 

浜 田 妙 子 

（会派民主） 

互いを尊重し合う共生社会について学ぶ契機。困難に直面する方の相談窓口の個室化。

互いに尊重する力をつけるための学校現場での取組事例。教育関係者の顔が見える学校

現場。困難事例に対応するためのスーパーバイザーの必要性。団体のつなぎ役となるコ

ーディネーターの養成について 

（３月７日） 

野 坂 道 明 

（自由民主党） 

 

行財政改革に向けた中核自治体との協議状況と展望。鳥取県型官民連携に向けた配慮方

針の見直し。コロナ禍での健康診断控え。５類移行後の対応医療機関に係る周知。本県

の水資源保護への認識。地方の公共交通存続。工業用水道事業の監査の在り方。鳥取空

港のコンセッション導入によるコスト削減効果、県有施設・資産有効活用戦略会議を経

ない手続き。鳥取空港のコンセッション導入に関する骨格予算計上の理由。観光文化施

設の改修に向けた検討。鳥取空港と観光文化施設のコンセッションの違い。文化観光施

設のコンセッションの進め方について 
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福 浜 隆 宏 

（無所属） 

テレワークを手段とした県庁の業務改革の可能性。県有施設のエネルギー転換の尺度。

危機管理という観点からの田んぼの維持。国主導での山陰線での貨物輸送復活。ねんり

んピックでの県民を挙げてのおもてなし。小規模企業インターンシップのプログラム化

支援と情報発信。役所機能の分散を含む行政におけるテレワークの可能性。中高年層の

コメ消費拡大施策。強力米の生産継続に向けた取組。普通列車への自転車の持込乗車。

専門高校の魅力を保護者へ共有できる機会作り。七夕ライトダウンについて 

浜 崎 晋 一 

（自由民主党） 

臨時財政対策債の縮減と地方交付税の確保。ポストコロナにおける地域コミュニティー

の再構築。鳥取県障がい者プランの達成状況への評価と新計画に向けての課題。少人数

学級の取組に対する認識。肉づけ予算に活用し得る財源の規模と考え方。大阪・関西万

博に向けた関係人口の創出の仕掛け。医療的ケア児を取り巻く環境整備とこれまでの取

組に対する評価、今後充実すべき点。工賃３倍計画の見直し検討。子どもたちの強い心

を育むこと、新たな門出に臨む鳥取県の子供たちへの激励について 

福 間 裕 隆 

（会派民主） 

戦争回避に対する知事の所感。鳥取県内公立学校における平和学習の取組。戦争の惨劇

を記録に残し語り継ぐことの重要性。修学旅行等を通じた平和教育の取組。憲法前文へ

の理解を深める学習の必要性。平和に関する県民への啓発について 

 

６月定例会・代表質問 

質問者 質  問  事  項 

（６月13日） 

斉 木 正 一 

（自由民主党） 

一 平井県政５期目の県政運営の基本姿

勢について 

二 人口減少時代における県政の諸課題

について 

１ 県財政の現状と課題                    

２ 新型コロナ対応の総括とポストコ

ロナに向けて 

３ 県民生活の安全・安心の確保に向

けて 

（１）持続可能な中山間地域の生活

機能維持 

（２）巧妙化する特殊詐欺から県民

を守る方策 

（３）犯罪被害者に寄り添い支え合

う取組 

（４）がん対策と人生100年時代の健

康増進策 

（５）災害対策と脱炭素社会に向け

たこれからの住宅政策 

４ 少子化対策と人財育成 

（１）子育て王国推進施策の更なる

充実・深化 

（２）若者世代を対象とした移住促進策

（３）子どもたちの学習意欲に応える授

  業づくり 

５ 県内産業の活力増進に向けて 

（１）農業生産１千億円達成目標と食料

安全保障の構造強化 

（２）産業振興と雇用機会確保・賃上げ

対応 

６ 地方創生の基盤となる社会資本の整

備促進・活用策 

（１）高速道路ネットワークの整備に係

る進捗状況 

（２）観光誘客再開と地域経済への寄与 

（３）自然災害に備えた地域の支え手の

確保 

三 県民が明るい未来を展望できる県政の

推進に向けて 

１ 県民の政治参加・行政参画意識の向

上策 

２ ５３万県民総活躍社会の構築 

  
 ［質問内容］平井県政５期目の県政運営の基本姿勢。財政誘導目標に対する認識と達成

見通し。６月補正予算に込めた思い。新型コロナ対応の総括と得た経験値の今後の生か

し方。買物環境危機における県・市町村の役割整理と県としての対応方針。中山間地域

の暮らしにくさ解消。特殊詐欺被害の未然防止。犯罪被害者支援体制の構築に向けた積

極的取組。全国と比較して死亡率の高い部位におけるがん対策。がん検診の受診を促す

広報啓発活動。住宅耐震化の促進取組。子育て王国とっとりの充実と深化に向けた今後

の展開。年間移住者数3,000人目標の達成見込み。子どもたちの学習意欲に応える授業づ

くり。農業生産1,000億円目標の達成見通しと食パラダイスに込めた知事の思い。鳥取県

産業振興未来ビジョンの進捗と今後の見通し。鳥取県産業未来共創条例に込めた知事の

思いと鳥取県産業振興未来ビジョンの目標達成に向けた戦略。米子－境港間の高規格道

路整備の見通しと進捗を図る取組。高速道路ネットワーク整備の進捗と今後の利活用。

観光誘客増大に合わせた受入れ環境整備と質向上の取組。災害発生時に地域を守る支え

手の確保・育成。制定から10年が経過した鳥取県民参画基本条例の振り返りと今後の取



- 53 - 

 

組。投票率向上に向けた県民意識の涵養。鳥取県が県民皆の活躍の場となる県政推進。

県庁内の人材育成、教育と自律的に機能する組織づくり。鳥取県感染症対策センターの

機能と感染症再拡大に備えた体制構築。県内の若者が闇バイトに巻き込まれないための

対策。犯罪被害者への経済的支援の充実化。犯罪被害者に寄り添った真の支援と取組へ

の県警察本部の協力。ねんりんピックの開催に向けた県内の機運醸成と大会成功に向け

た知事の意気込み。ＮＥ－ＳＴの認知度向上と普及促進に向けた取組。ＮＥ－ＳＴに関

する使いやすい補助制度。カップル年間500組達成に向けた作戦。ふるさとキャリア教育

への子供たちの反応と学校現場の教職員の手応え。畜産・酪農家の窮状に対する現状認

識。自給飼料生産に関する人的・物的課題の解決策。労働需給のミスマッチ解消や賃上

げ促進に向けた県の対策。米子鬼太郎空港を起点とする各地への定期便化の手応え。観

光誘客の地域経済活性化への結び付け。今回の選挙結果を踏まえた小・中・高校におけ

る主権者教育について 

   
 

６月定例会・一般質問 

質問者 質  問  事  項 

（６月15日） 

福 田 俊 史 

（自由民主党） 

 

中山間地域の再生・再興。一村一品運動のような平井版県民運動。県職員の地域流動的

な働き方の仕組み。地域医療確保に向けた強力なバックアップ。地域の農業施設の維持

管理に対する支援。共生の里の取組のさらなる展開。中山間地域社会を支える建設業界

の機能維持。寮整備に向けた調査研究費の活用方法と今後の展開。運動部活動の強化に

とどまらない地域振興。中山間地域における駐在所の現状認識と維持のための課題認

識。中山間地域の駐在所勤務を含めた警察行政の人材配置・育成方針。中山間地域に出

向く警察防犯活動について 

銀 杏 泰 利 

（公明党） 

物価高騰の動向と今後の対策。小児医療費完全無償化合意に至るまでの知事の思いと来

年度実施に向けたスケジュールと課題。山陰海岸ジオパークに係る運営組織の検討状況

と今後の見込み、兵庫県知事との話合い内容と県の関わり方。杉崎地区と津ノ井地区の

交通安全対策。県庁組織のコンプライアンス徹底や業務の見直しを含めた対処方針。小

児医療費助成の全国一律制度化に対する知事の考え。山陰海岸ジオパークに係る運営組

織の具体像と責任体制。公共事業の入札参加格付評価項目に関する事前説明。河川道等

の利用も含めた安全な通学路の確保について 

島 谷 龍 司 

（自由民主党） 

孤独・孤立対策、共生社会の推進、支え愛の社会づくり推進に関する予算に込めた知事

の思い。孤独・孤立対策課を創設した狙い。二巡目国民スポーツ大会の各競技会場地の

選定手続と今後の進め方。ジュニアアスリート事業の取組状況と成果及び 10 年後へ向け

た戦略。これまでの取組実績を踏まえた部活動地域移行の進め方。就労困難者の就労し

やすい環境整備。県営住宅入居者の孤独・孤立総合対策のビジョン。産後ケアに関する

県内状況と今後の充実化。スポーツ指導者の人材と質の確保。困窮家庭へのスポーツに

係る財政支援。文化部活動の地域移行について 

語 堂 正 範 

（自由民主党） 

食用米の高値取引に向けた政策。飼料用米等の需要の安定・拡大を考える体制構築。県

内酒の輸出促進戦略。米粉利用を推進するための支援。堆肥舎の活用方法。伸びのびト

ークの今後の取組。今後のコンテンツビジネスや産業ＤＸの活性化。酒米を安定供給で

きる体制整備。県内酒のＧＩ取得後における関係団体等の連携や機運醸成。米粉用米の

専用品種の開発。水稲種子の安定供給に向けた仕組みづくり。新規参入農業者の育成や

畜産団地等の農業インフラ整備。農業生産 1 千億円達成プランに向けた決意について 

（６月16日）  

鳥 羽 喜 一 

（自由民主党） 

ゼロ価格効果の発生抑止。私立高校への急激な生徒集中。小児医療費完全無償化に係る

医療体制の整備。定員割れが続く県内公立高校の現状認識と改善策。国際バカロレア卒

業生の海外大学進学を支援する奨学金の創設について 

安 田 由 毅 

（自由民主党） 

漁業者の操業における安全・安心の確保と危機情報の伝達。米子－境港間高規格道路整

備促進に向けた決意。弓浜半島における肋骨道路の整備。物価高騰による県民の不安解

消に向けた支援。肋骨道路の必要性に関する調査検討。内浜産業道路の点検と整備。県

税事務所が発する督促状の文面と県民に寄り添った対応について。 
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河 上 定 弘 

（自由民主党） 

流域治水の現状と今後の展開。米子駅南周辺道路の整備。医薬品供給不足に関する現状

認識と適切な医薬品供給への方策。田んぼダムによる水稲への影響と不安解消に向けた

取組。雨水貯留施設設置の普及促進。防災・減災、国土強靱化予算の更なる措置に向け

た国への働きかけと本県の継続的な対策。西福原１丁目交差点付近の慢性的な渋滞解消

に向けた新ルート。東福原樋口線の道路整備。医薬品供給不足の解消に向けた国への要

望と県民への情報提供について 

坂 野 経三郎 

（会派民主） 

自然共生サイトに係る今後の取組。婚活イベントの充実に向けた取組。燕趙園の入園料

無料化に向かう経緯と目的。燕趙園無料化後の入園者数増加に向けた更なる魅力化。燕

趙園の維持管理と補修における県の責任。えんトリーと民間の相談所との連携の可能

性。仲人技術の横展開と仲人の意見を政策に反映させる仕組みづくり。鳥取県の生物多

様性をブランドとして全国に売り出すことについて 

 

（６月20日） 

前 田 伸 一 

（公明党） 

 

児童生徒理解に基づいた不登校児童生徒への支援。学校現場における子どもたちの社会

的自立の育成。障害者権利条約に関する国連勧告への受け止め。防災対策にかける知事

の思い。教職員や保護者に不安障害への理解を促進する取組。教職員の働き方改革と教

職員・児童生徒間の信頼関係構築。全ての児童生徒にとって分かりやすいユニバーサル

デザインの授業づくりの意味と今後の展開。インクルーシブ教育の推進に向けた保護者

向けリーフレットの内容充実。鳥取版の流域治水。平成30年西日本豪雨時に崩落した急

傾斜地が再崩落した原因。周辺住民の安心につながる治山事業について 

内 田 隆 嗣 

（自由民主党） 

単県で計上した道路調査費３件の方針。鳥取県西部の道路網整備。農業振興地域の課題

と農業振興地域の種別判定。鳥取県情報センターの株主利益最大化。鳥取県情報センタ

ーの経営方針に株主として意見提示すること。鳥取県情報センターに係る保有株式を一

部売却した際の１株価格。市街化調整区域における農業振興地域の区画整備の在り方に

ついて 

市 谷 知 子 

（無所属） 

自衛隊美保基地の性格。鳥取県の最低賃金引上げ。インボイス制度の影響調査と導入中

止。産業未来共創基金を活用した小規模事業者への固定費支援。マイナ保険証の運用中

止と従来健康保険証の発行。学校給食費無償化。児童相談所措置児童の死亡事案の公

表。島根原発２号機再稼働同意の撤回と国の説明責任。同性パートナーシップ制度の創

設。国へ日米地位協定の見直しを求めること。重要土地等調査法に係る意見照会への回

答内容。国へ全国一律の最低賃金引上げを求めること。インボイス制度に係る国への意

見。産業未来共創会議への小規模事業者の参加と要望調査の実施。産業未来共創基金を

活用した小規模事業者の固定費支援。児童相談所死亡事案の速やかな報告と再検証。重

要土地利用規制法の区域指定に関する国の説明。米軍機低空飛行訓練に係る騒音測定器

の設置。産業振興機構のパワハラ問題に係る調査結果と県の指導。児童相談所死亡事案

に係る謝罪。学校給食費無償化に対する文部科学省の考え。低所得世帯を対象とした奨

学金返済免除制度の創設と延滞金制度廃止について 

東 田 義 博 

（自由民主党） 

過疎地域の現状認識と今後の方針。地元住民が主体的に取組む買物環境づくりへの支

援。危険木の事前伐採に係る役割分担・調査、実施のスケジュール。過疎対策のモデル

地域指定による官民一体の対策を講じる仕組み。過疎地域への財政・人的・技術的な伴

走支援。買物施設確保に向けた多様な方策。危険木伐採に当たっての森林保有者への補

償について 

 

（６月21日） 

入 江  誠 

（自由民主党） 

 

中部圏域における病児保育ニーズの実態と拡充が進まない原因。管理不全空き家に対す

る取組支援及び空き家利活用の推進。病児保育拡充実現に向けた県の後押し。市町村と

連携した病児保育の広域化。空き家利活用促進のための補助制度の見直し。ソフト面か

らの空き家対策について 

尾 崎  薫 

（会派民主） 

創設から 14 年が経過したハートフル駐車場制度の評価。鳥取県自転車活用推進アクショ

ンプログラムの評価。ハートフル駐車場の利用対象者拡大。母子手帳交付時のハートフ

ル駐車場制度の周知と利用証の取得。ハートフル駐車場の利用対象者に多胎児を追加す

ること。安心・安全な自転車道路の維持管理。鳥取うみなみロードの道路修繕及びコー 

ス変更。サイクリング道路の除草ボランティア活動。ボランティア活動成果の広報につ 

いて 
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山 川 智 帆 

（無所属） 

小児医療費無償化による医療機関の混雑回避。鳥取県の薬草栽培状況。米子城跡地の支

障木伐採に係る災害対策。英語を話すことができる教育の取組。国史跡米子城跡管理に

おける県の役割及び県が行う進達の意味。米子城跡地の支障木伐採における専門家指導

の実施確認。米子城跡地の支障木伐採に対し県が専門家に助言を求める必要性。大規模

樹木伐採に係る専門家指導の県の実施確認。整備計画策定における県の調整機能。レッ

ドデータブックに掲載されている絶滅危惧種の保全に係る県の役割。薬用植物の販路確

保と補助金支給後の後追い調査の必要性。薬用植物の販路開拓につながる実態調査の実

施について 

前 住 孝 行 

（無所属） 

市町村要望等の県民に分かりやすいホームページ公開。データに基づいた道路の維持管

理を進めるシステム開発と取得データの国や市町村及び民間との連携活用。凍結防止剤

散布におけるデータ蓄積と管理の最適化。道路脇の維持管理のＩｏＴ化について 

（６月23日）  

前 原  茂 

（公明党） 

県内の太陽光パネルの予想排出量と現在の廃棄処理の取扱い。大沢川暗渠管の区分地上

権未設定理由と鳥取県西部地震における 49 棟の家屋被害。県内の太陽光パネルのリユー

ス・リサイクルの状況と今後の可能性。本県の廃棄太陽光パネル回収のシステム化。Ｚ

ＥＨとＮＥ－ＳＴの違い。大沢川暗渠に係る基礎調査の内容と調査後の検討状況。大沢

川暗渠管の閉塞に向けた動向について 

興 治 英 夫 

（会派民主） 

市町村の策定する買物環境確保計画に対する県の支援内容。キャリア側の通話可能エリ

ア設定基準への受け止めと携帯電話不感地域解消に向けた県の取組。中山間地域におけ

る診療所確保への県の支援。保育料無償化など子育て世代の負担軽減施策で全国を先導

するための取組。本県の奨学金制度の改善。これらからの本県におけるＰＦＩ手法の在

り方と市町村へのアドバイス。灘手地区における買物環境確保に対する支援。目標達成

優先の不感地区解消を避ける県の役割。フェムトセル設置に係る費用の補助。保育士配

置基準見直しの実施時期と本県の先行実施。県庁の土木技師不足解消に向けた取組につ

いて 

平 井 伸 治 

（無所属） 

鳥取県地域生活定着支援センターの拠点拡充。県営住宅運営における福祉対応の現状と

今後の方針。高齢者や障がい者以外の出所者への社会的孤立を防ぐ支援対応。第２期鳥

取県再犯防止推進計画への鳥取県警察の対応。地域生活定着支援センターの中部への拡

充。鳥取県孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり推進条例と鳥取県再犯防止

推進計画の連携について 

村 上 泰二朗

（会派民主） 

多くの県職員を部下に抱える知事が思い描く上司像。こども未来戦略方針の評価とシン

・子育て王国とっとりのロードマップ。高速道路料金に係る国動向の受け止め。地域間

で異なる高速道路料金の現状認識。ＣｈａｔＧＰＴの活用とデジタル社会を見据えた県

庁づくり。本県で整備が進んでいる無料道路のメリット発信。県庁の土木技師の待遇改

善について 

（６月26日） 

鹿 島  功 

（自由民主党） 

 

これまで実施してきた子育て王国としての取組の課題や改善点。子育ての日常的な困り

事に対する相談対応など関係機関と連携した対応状況と今後の在り方。婚活支援におけ

る高齢者の活躍促進。生活困りごと相談窓口の現状と今後の課題。全世代による子育て

社会を目指す取組。子育てしやすい地域づくりと地域の意識醸成に係る実践例の広報。

えんトリー登録会員数増加を目指した担当職員の増員。鳥取県の強みを生かした婚活支

援の取組について 

福 浜 隆 宏 

（無所属） 

産業未来共創条例の「共創」に込めた知事の思い。ブルーカーボンのクレジット化への

取組。「工福連携」の取組。中山間地域における小規模バイオマス。ファウンドリー型ビ

ジネスと鳥取県との関係性。食品産業における食品加工技術の研究開発。企業版ふるさ

と納税に係る取組改善について 

中 島 規 夫 

（自由民主党） 

県東部における防災・減災対策の進捗状況と今後の展望。生活福祉資金やゼロゼロ融資

支援策の現状と課題。生活環境確保に係る現状と課題。防災・減災の対策予算確保に係

る国への要望。ゼロゼロ融資の焦げつき懸念。地域の交通情報のわかりやすい周知活動

について 

浜 田 妙 子 

（会派民主） 

風力発電所計画の地域住民への説明責任。歯科医師による子供の歯の管理。フッ化物洗

口の推進に係る歯科医師の活用。セルフケアとプロケアを掛け合わせた虫歯予防モデル

について 
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９月定例会・代表質問 

質問者 質  問  事  項 

（９月21日） 

広 谷 直 樹 

（自由民主党） 

一 全国知事会長の大役を終えて 

二 激甚化・頻発化する気象災害への対応 

三 人口減少社会における輝く鳥取の創造

に向けて 

 １ 買物環境の確保について 

 ２ 持続可能な医療提供体制の構築 

 ３ 外国人労働者の人材確保と受入環境

整備 

 ４ 戦略的な観光誘客の推進 

 （１）米子ソウル便定期就航と受入体制 

 （２）山陰海岸ジオパークの再認定審査 

 ５ 宇宙ビジネスの創出と県内産業界へ

の波及効果 

 ６ 地方財政の充実強化 

四 地域産業施策の諸課題 

 １ 持続可能な農業経営に向けた農地管

理の促進策 

 

 ２ 農業生産1000億円達成に向けた畜産

業振興策 

 （１）酪農業の存続に向けた対応 

 （２）和牛農家の存続とゲノム検査の成

  果 

 ３ 水産資源の安定調達について 

 （１）水産資源の管理 

 （２）陸上養殖の将来性 

五 支え愛社会づくりについて 

 １ 障がい者の情報アクセシビリティ向

上策 

 ２ ひきこもりの実態把握と支援策 

 ３ 犯罪抑止対策 

六 教育行政の諸課題 

 １ 県立高校の魅力化と小規模校の存続 

 ２ ＩＣＴ教育における学習指導水準の

確保 

 ３ 誰一人取り残さない不登校対策  

 

 ［質問内容］全国知事会長を務めた２年間の総括。激甚化・頻発化する気象災害への既

存施設の改良復旧を含めた対応。買物環境の維持確保に向けた今後の取組。ポストコロ

ナ時代における自治体病院の役割。次期鳥取県保健医療計画の策定方針。外 

国人労働者の受入姿勢、受入体制の現状と今後の見通し。米子ソウル便定期就航再開に

向けた受入環境の整備取組。山陰海岸ジオパークの完全再認定取得へ向けた対応。県内

における宇宙ビジネスの展開。偏在性の小さい地方税体系の構築と必要財源の確保に関

する国への提言。土木技術職員の育成と人員確保。危険木の事前伐採の実施スケジュー

ルと現在の進捗状況。持続可能な地域医療提供体制の確保に向けた県立病院の経営強化

策。ソウル便に続く国際線定期便運航再開の見通し。江原道との今後の交流展開。山陰

海岸ジオパークの持続可能な取組みに向けたエリア全体の団結。県が代行実施する岩美

町道陸上中央線道路整備事業の進捗。農地管理による持続可能な農業と農家所得の向上

の実現。急場をしのぐ酪農業への経営支援。ゲノム育種価検査機器の導入による競り価

格への効果。和牛改良へのゲノム活用効果。フロンティア漁業整備事業の効果、成果へ

の所見。今後の松葉ガニの資源量。県栽培漁業協会の種苗の生産能力と地下海水を使用

した陸上養殖の将来性。手話施策推進計画の達成状況の評価と今後の展開。孤独・孤立

にかかる実態調査と活用方法。増加傾向にある犯罪への効果的な対策。県立高校の魅力

化と小規模校の存続。ＩＣＴ教育における指導水準の確保。コロナ禍生活による子供た

ちの心の成長への影響。ＩＣＴを活用した不登校児童生徒への対応状況と課題。農地所

有者が負担する地元負担金の支払い方法。県産牛乳の海外輸出支援。島根県との共同整

備を含めた今後の食肉処理施設のあり方。ＴＡＣ対象魚種の追加による本県漁業への影

響。視覚障がい者の情報アクセシビリティの向上と高度化ＰＩＣＳ（歩行者支援装置）

の展望。地域連携の深化による高校魅力化。県内学校現場における生成ＡＩの利用方法

や利用状況。学校現場での著作権教育や情報精査能力の育成。教育の機会から誰一人取

り残さない体制づくり。今期４年間で輝く鳥取に思い描く姿について 
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（９月25日） 

伊 藤  保 

（会派民主） 

１ 県政の課題について 

（１）基本的取組姿勢について 

（２）地方分権改革の推進について 

２ 財政問題について 

３ 異常気象について 

（１）地球環境問題について 

（２）災害復旧への対応について 

（３）ため池監視システムの導入につい

て 

４ 農業問題について 

（１）中山間地域対策について 

（２）農業生産1000億円達成プランと共

同選果について 

（３）農作業中の事故防止対策について 

５ 共生社会の実現に向けて 

（１）障がい者雇用について 

（２）強度行動障がいについて 

（３）フレイル予防について 

６ スポーツ振興について 

（１）国民スポーツ大会等の開催について 

（２）公立中学校における部活動の地域移

行について 

７ 高校改革について 

８ 警察犬の充実について 

 ［質問内容] ５期目に向けた思い。知事会長として地方分権改革推進の旗振りをしてき

た思い。国と地方の協議の場に係る制度整備。コロナ関連予算の縮小方針を掲げた骨太

方針に対する所見。台風第７号の特徴と人的被害を免れることができた要因。地球温暖

化の防止に関する知事の認識と本県の取組評価、今後の展望。土木技師の災害対応業

務。災害復旧に向けた民間コンサル等の活用。ため池監視システムの今後の設置計画。

ため池改修に係る標準装備。中山間地域対策に関する知事の所見と今後の取組理念。効

率的な選果に向けた選果場の統廃合問題に対する知事の所見。農作業中の事故に係る現

状認識と今後の対応。障害者法定雇用率の達成に向けた県の取組と意気込み。強度行動

障害支援者の育成状況と国施策を踏まえた今後の支援策。フレイル予防に係る認識と取

組状況。２巡目国民スポーツ大会の開催見通しと大会目標。部活動の地域連携及び地域

移行の進捗状況と課題、各市町村の取組状況。県内各高校の募集定員の設定方法。募集

定員を大きく下回っている原因分析。高校魅力化に関する教育委員会の認識と取組状

況。定員割れの責任。直轄警察犬の出動体制の整備。知事の掲げる公約のうち来年度に

重点的に取り組む内容。将来のパンデミックに備えた新型コロナ感染症の総括と記録整

理。地方財政の見通しと一般財源総額確保に向けた取組。県民の命と生活を守るための

財政調整型基金の取り崩し。温暖化に対応した農作物の改良、施設整備に関する認識及

び今後の取組。海水面上昇に伴う災害防止対応。海水温の変化に対応する沿岸漁業のあ

り方と新たな取組。集落内の基幹用排水路の改修。鳥取県気候非常事態宣言の理解と啓

発。優先順位をつけた災害復旧工事発注と事業繰越対応。水田活用の水張り問題に対す

る見解と県としての対策。広域的な選果における地域ブランドの統合。農作業中の熱中

症予防に係る啓発活動。フレイル予防への認識と東郷湖羽合臨海公園内の高価な運動器

具の使用禁止理由。インクルーシブな公園や体力づくりできる環境整備。国民スポーツ

大会開催に向けた市町村及び競技団体との連携、今後のスケジュール。少年選手の強化

に関する取組。県外からの社会人スポーツ選手の受入支援。部活動の地域移行・地域連

携における指導者確保。国民スポーツ大会に向けた少年の部の選手の養成・強化に係る

基金造成。部活動の地域移行・地域連携に係る受益者負担の軽減。高校の魅力化、施設

整備を含めた高校のあり方の検討。教育の魅力化に向けた県教育委員会と市町村との連

携。生徒の将来に視点を置いた学級定数の検討。知事自身の働き方改革について 

９月定例会・一般質問 

質問者 質  問  事  項 

（９月27日） 

福 田 俊 史 

（自由民主党） 

 

台風第７号の気象上の性格と災害特徴。台風第７号から得られた教訓。台風災害からの

復旧・復興における国の支援や地元負担の軽減に係る見通し。日本サウナ学会総会 2023

での鳥取県の魅力発信。サウナフェスにおける鳥取県のワーケーション環境の情報及び

魅力発信。被災箇所の改良復旧を含めた計画的な県土増強。日本サウナ学会総会を活か

したフィンランドとの交流。フィンランド流の家庭教育。ヘルシンキ中央図書館と県立

図書館との交流。世界に誇れる鳥取県立図書館。鳥取県のサウナワーケーション体制や

環境に対するＪＡＰＡＮ ＳＡＵＮＡ－ＢＵ ＡＬＬＩＡＮＣＥからの評価と助言。コ

クヨ×鳥取県ワーケーションセンターの整備について 
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前 田 伸 一 

（公明党） 

台風災害からの復旧・復興の進め方。塩見川河川整備の現状と今後の見通し。河川改修

事業全体プランで狙う効果と大井手川河川改修の進め方。鳥取砂丘グランドデザイン見

直しに係る知事の見解。中山間地域における訪問介護ニーズへの対応。被災箇所の改良

復旧導入に向けた考え方と国との協議状況。地元梨園への災害復旧支援に対する知事の

所見。集落管理の水道施設への助成制度の創設。塩見川の河口しゅんせつ時期が遅延し

た理由と今後の工期。大井手川放水路の必要性。地域住民に配慮した大井手川放水路の

環境整備。鳥取砂丘に即した松林整備計画の策定について 

島 谷 龍 司 

（自由民主党） 

第２期総合戦略の達成状況と評価。第２期総合戦略の改定作業の進捗状況。少子化対策

で成果を上げる自治体と国全体で少子化が進む現状に対する知事の認識。さらなる子育

て世帯への経済的負担の軽減など子育て施策の次なる一手。総合戦略改定におけるデジ

タル技術の活用の盛り込み。総合戦略改定における地域全体の課題を見据えた総合的か

つ戦略的な取組。男性の育児休業取得応援事業の実効性確保。結婚支援施策の更なる取

組。授業料負担の地域間格差をなくすための国による支援について 

（９月28日） 

東 田 義 博 

（自由民主党） 

 

台風第７号災害からの復旧・復興への決意。洪水調整機能のあるダムにおける事前放流

・緊急放流の基準の周知、避難訓練の実施状況と今後の対応。佐治川ダムのしゅんせつ

工事の進捗と堆積土砂の現状。災害による孤立地域の早期解消に向けた隣接知事との合

意形成。災害に強く生態系に優しい復旧工事の検討と実施。電柱の陸地側整備を含めた

リスクが少なく災害に強いインフラ工事。市町と連携した農地・農業施設災害の早期復

旧支援。被災した農機具の購入支援について 

前 住 孝 行 

（無所属） 

防犯カメラの設置推進。中長期的な登山道周辺整備計画の作成。登山届提出の意義と重

要性。登山届未提出への今後の対応。部活動地域移行に係る推進計画案の市町の反応。

氷ノ山仙谷コース及び那岐山トイレの復旧計画と通行止め解除のめど。登山マップの情

報更新。位置情報データを活用した遭難対策。雪山での電波の届かない場所における遭

難事故対策。中山間地における拠点校型の部活動地域連携・地域移行の導入に係る県の

役割。教育的意義や目的を保つための地域クラブ要件の監視機関。文化部活動の地域移

行の現状と今後の対応方針について 

河 上 定 弘 

（自由民主党） 

江府町火災を受けて財政支援に至った経緯。住宅密集地火災の防ぎ方。被災家屋除去後

の固定資産税増高支援。県管理以外のダムにおける事前放流の強化及び治水取組に関す

る所見。冷房設備がない避難施設での対応状況。指定避難所となっている学校の体育館

への空調設備の導入。中山間地域を支える医療人材確保に向けた研究会立ち上げの経緯

及び問題意識。総合診療医の果たす役割。空き家対策のための固定資産税減免に対する

支援。江府町火災からの復興支援。鳥取市大路川流域の先行モデルの県内展開と流域治

水プロジェクト 2.0 の策定。総合診療医の役割や重要性の広報活動。県立中央病院総合

内科の体制充実。総合診療医の育成へ向けた全県的な組織づくり。全国に先駆けた総合

診療医育成のモデル地区となる取組について 

坂 野 経三郎 

（会派民主） 

アディクション・フォーラムの成果に対する評価。鳥取県の最低賃金 900 円への評価。

子供たちのスポーツにかける思いに対する知事の所見。早期発見、早期治療を促す依存

症対策。児童手当の支給制度にある課題。最低賃金のさらなる上昇を図る必要性。中小

企業・小規模事業者の賃金引上げを後押しする環境整備。老若男女問、スポーツ・文化

問わず可能性を花開かせる鳥取県について 

（10月２日） 

前 原  茂 

（公明党） 

 

農業ＤＸの推進。県産材を活用したバイオマス発電の実績と今後の計画。使用後の焼却

灰の処理状況と今後の検討状況。農業教育プログラムによる若手農業者のスキルアッ

プ。新規就農者を農業デジタル人材として育成・活用すること。米子バイオマス発電所

への現地調査の内容と事業者への思い。バイオマス発電で燃料として使われる木質ペレ

ットの取扱い。バイオマス発電所の設置距離規制と燃料の県産材活用について   
山 川 智 帆 

（無所属） 

鳥取県の有機農業の現状。県内の一般家庭における雨水タンクの実施状況と助成状況。

県内の自転車通学を行っている生徒数と全体に占める割合。生徒への交通ルール指導状

況。通学路に対する要望の実態把握。９月議会開会中の島根原発に係る県議会の意見集

約。島根原発に関する鳥取県の回答案作成スケジュール。島根原発に関する鳥取県の意

見集約過程。再処理工場建設の遅延に伴い廃止措置計画に変更が生じた場合の県の対

応。放射能レベルに応じた適切な管理方法などに関する中国電力への意見提示。薬用植
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物の栽培と販路確立。一般家庭への雨水タンク設置助成の検討。通学路における危険箇

所の実態把握。通学路に係る教育委員会と県警察の協議結果を踏まえた県の対応につい

て   
市 谷 知 子 

（無所属） 

台風第７号被害時の知事の所在。災害復旧事業に係る県上乗せ支援及び設計委託費支

援。個人情報保護委員会によるデジタル庁への行政指導に対する知事の所見。マイナン

バー保険証の誤登録件数。マイナンバー保険証登録全データの確認完了スケジュール。

新型コロナ治療薬の自費負担分発生による受診控えなどの影響。10 月以降の病床確保料

の県独自支援。病院、福祉施設、生活困窮者への支援継続。県奨学金返済免除制度の創

設。島根原発に関する議員全員協議会開催と議員総意の集約。災害復旧の設計委託費支

援。災害復旧事業に係る農家負担の軽減。農作物被害に対する減収補塡や共済加入費支

援と水田活用交付金の利用周知。７月豪雨と台風第７号による床上浸水被害件数。県被

災者住宅再建支援制度が適用にならなかった理由。避難所のテレビ設置支援。紙の健康

保険証廃止の見直しに係る国要望。９月１日に実施された安全対策協議会に知事がオン

ライン参加だった理由。島根原発に関する議員全員協議会の開催。島根原発１号機の廃

止措置計画と２号機の再稼働。放射能を含む固体廃棄物の管理。県育英奨学金の返済免

除制度の創設。高校部活動に係る移動費助成の拡充。島根原発に係る鳥取県議会の総意

反映。島根原発２号機の再稼働中止について 

（10月３日） 

尾 崎  薫 

（会派民主） 

 

幼少期からの芸術体験。産後ケアの情報提供。雨の日でも遊べる屋内での子どもの遊び

場。保育所の広域入所に関する県の支援。男性に関する性暴力対策と保護者の意識の変

化。男子生徒への性暴力の実態と対策。特別支援学級への支援員の増配。児童施設での

死亡事案に対する社会福祉審議会の提案に対する対応。学校現場における性暴力に関す

る学びの機会づくり。学校現場が実感できる特別支援学級への支援拡充。鳥取県社会福

祉審議会の部会における公平中立な人選について 

村 上 泰二朗 

（会派民主） 

孤立集落に対応できる防災ヘリのランデブーポイント増設。中国地方整備局の増員を国

へ求めること。いじめ重大事案の再発防止に向けた教育長の気概。複数校を総括する養

護教諭の配置による子供の命を守る学校体制の強化。スクールカウンセラーの増員によ

る子供たちの命と未来を守る体制確保。部活動の地域移行に向けた費用軽減支援。新規

採用職員の育成に関する教育長の所見について 

中 島 規 夫 

（自由民主党） 

限られた期間での災害復旧・復興工事の完了見込み。入札の不落札対策と土木資材不足

への対策。下請契約の適正化。佐治川ダムのハード対策。ゼロゼロ融資の鳥取県の現状

と今後。下請契約の適正化に向けた県の取組。専門家を交えた佐治川ダム本体の改修検

討。鳥取県におけるゼロゼロ融資返済について 

（10月５日） 

内 田 隆 嗣 

（自由民主党） 

 

自治会活動の課題と解決に向けた取組。米子市の地域活動取組の全県展開。子ども会に

対する評価と支援。地域活性化におけるコミュニティ・スクールが果たす役割。コミュ

ニティ・スクールについての教員の理解。通学路の安全点検と地域コミュニティの負担

軽減。集落支援員による自治会機能強化の周知・推進。地域人材の育成支援。教育委員

会による交通安全点検の周知。教育委員会による交通安全点検の実施に係る見直し。子

ども会の知事表彰。高校におけるコミュニティ・スクールの重要性と制度創設。若年世

代を地域人材へ誘導する取組について 

鳥 羽 喜 一 

（自由民主党） 

県主導による基礎自治体の連携・広域化。県立美術館開館に向けた知事部局との連携。

鳥取県における私立高校への補助の考え方。オーダーメードな戦略的企業誘致。県立美

術館を支える県庁の組織体制づくり。県立学校の定員割れに関する受け止め。県内高校

が目指すべき方向性について 

西 村 弥 子 

（会派民主） 

利用しやすい更年期不調における休暇制度と波及促進。鳥取県教育委員会で発生した給

与誤支給件数と原因対策。県立高校における運動部強化指定校の意義。部活動の廃部と

学校のあるべき対応。２巡目国民スポーツ大会を見据えたジュニアアスリートの養成と

ジュニアアスリート事業の対象拡大。２巡目国民スポーツ大会に向けた指導者養成への

支援。倉吉東高校の一部部活動廃部の再検討と生徒の活動機会確保。合同クラブも含め

た今後の部活動のあり方。名称変更を含めた生理休暇制度の発展について 
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（10月６日） 

語 堂 正 範 

（自由民主党） 

 

プレコンセプションケアに係る助産師会の活動への所感と学校における継続的な取組。

産後ケア施設に係る地域間格差への現状認識と対応方針。鳥取県立厚生病院を軸にした

県中部の子供を産み育てやすい環境の整備。農村ＲＭＯの推進。物価高騰を踏まえたが

んばる農家プラン事業の制度見直し。地域に必要とされる高校。妊娠中や産後の体調や

育児に関するＬＩＮＥ相談窓口。多面的機能支払交付金の事務負担軽減に係る国要望。

市町村や私立高校と協力した県外生受入れの寮の整備。地域文化、芸術、スポーツの中

核となる私立高校の魅力化。シン・子育て王国とっとり運動推進に向けた意気込みにつ

いて 

福 浜 隆 宏 

（無所属） 

夏の公共土木工事の夜間切替え。長野県式地域課題解決の導入。芸術分野において才能

を伸ばす環境づくり。高校入試における合理的配慮の実例。子供の健康ファーストなス

ポーツ大会の運営。スポーツの２シーズン制。ジュニアスポーツにおけるスポーツ施設

の冷房使用料減免。他県の成功事例と県内市町村のマッチングによる地域課題解決型の

企業誘致。芸術家と子供たちとの出会いの場。高校入試から始める自動音声読み上げソ

フト導入検討について 

入 江  誠 

（自由民主党） 

地域貢献活動休暇を推進する条例改正込めた知事の思い。消防団の現状と存続のための

方策。自主防災組織の拡充に向けた取組と実態乖離による質的課題に対する認識。県職

員の地域貢献活動への参加促進。消防団の充足率向上に向けた取組と市町村による定数

改正の後押し。女性消防団員の確保。将来の消防団員を育成する活動。防災士の確保と

スキルアップ機会の確保・継続的なリーダーの育成。市町村と連携した自主防災組織の

充実強化や地域防災力の向上について 

浜 田 一 哉 

（自由民主党） 

教職員の職場環境の抜本的改善。教職員のメンタルケア。鳥取大学教育学部の復活また

は鳥取環境大学教育学部の創設。国による教職員の長時間労働是正施策への評価と継続

的な予算措置の見通し。県内における学習指導員の確保見通しと学校現場の教職員数の

あるべき姿。ＩＣＴ教育の現状評価と児童生徒の反応。小中学校教諭の残業時間削減を

狙う国施策の実効性評価。教職員の勤務実態把握の必要性。教職員のリフレッシュ休暇

制度。必要な教育予算の確保に向けた国への働きかけについて 

 

11月定例会・代表質問 

質問者 質  問  事  項 

（12月１日） 

浜 田 一 哉 

（自由民主党） 

一 複雑化する社会情勢の中での県政運

営について 

二 将来を見据えた人づくりについて 

 １ 物流の2024年問題への対応策 

 ２ 医療人材の確保 

 ３ 保育人材の確保 

 ４ 教育人材の確保 

 ５ 子どもたちの文化芸術活動の促進 

 ６ 美術館の活用 

 ７ いじめ・不登校対策の強化 

三 人づくりを支えるための基盤づくり

について 

 １ 来年度予算編成に向けた財政課題 

 ２ 持続可能な農林水産業 

 ３ 観光誘客の促進 

 （１）富裕層をターゲットとした誘客 

 （２）海外誘客の推進について 

 （３）ねんりんピックの更なる盛り上げ 

 ４ 高規格道路整備の促進 

四 安心、安全な社会づくりについて 

 １ 特殊詐欺被害抑止の強化 

 ２ 認知症の予防と対策 

 ３ 重度障がい者への支援 

 ４ バイオマス発電の問題 

五 活気あふれる県民主役の「鳥取共創」

に向けて 

［質問内容］複雑化する社会情勢の認識と未来を支える人材育成に対する基本姿勢。物

流2024年問題に対する本県の課題と対応。不足する医師と看護師の確保。保育人材を確

保する取組強化。教員人材確保に向けた働き方改革の断行。子ども達のための文化芸術

振興策と多様な学校教育活動。県民に開かれた県立美術館の利活用。美術教育の場とし

ての県立美術館の利活用。誰一人取り残されない学びの保障に向けた取組強化。国の経

済対策への評価と補正予算に込めた思い。地方財政の確保に係る国要望の手応えと見通

し。令和６年度当初予算における本県の財政課題と予算編成方針。新しい水産資源管理

の推進。モデル観光地推進に向けた観光庁との協議内容と具体的な誘客戦略。ベトナム

との観光誘客。ねんりんピック成功に向けた意気込み。県西部の高規格道路整備に向け

た地元熱意と知事の所感。特殊詐欺被害抑止の重点的対策。鳥取県高齢者の元気と福祉 
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 のプラン第８期における取組状況と認知症施策を含めた今後の方針。重度障害者の地域

生活支援体制の整備方針。米子バイオマス発電所事故に係る国・事業者との協議状況と

今後の対応見通し。県民が共創する社会の実現に向けた今後の展開。韓国江原道との交

流展開。年度途中の待機児童ゼロに向けた取組強化。本県に合った教員の働き方改革の

取組模索。教育現場の対応困難事案に関する教育委員会の第三者的関与。高校生バンド

等の発表の場の提供。県立美術館での模写実施。いじめ・不登校対策に関する課題検証

と取組強化。認知症予防策としてｅスポーツの普及支援。認知症の方の見守り対策の研

究。バイオマス発電所へ地元住民が意見を言える仕組みの検討について 

11月定例会・一般質問 

質問者 質  問  事  項 

（12月５日） 

福 田 俊 史 

（自由民主党） 

 

本県で開催した日本サウナ学会総会 2023 の感想と今後の展開。鳥取砂丘西側エリアに

マリオット・インターナショナルが進出した経緯、今後の期待と覚悟。地域社会からア

プローチする高校魅力化の必要性。サウナを起点にしたフィンランドとの相互交流。観

光地という観点からの景観、町並み、観光施設の改修。市長村と連携した更なる観光振

興。地元地域と連携して取り組む中山間地域の高校魅力化。中山間地域の振興に向けた

所感について 

前 原  茂 

（公明党） 

本県の認知症基本法への対応状況。若年性認知症行方不明者事案の問題点と対応ガイド

ラインの変更点。米子市で発生した若年性認知症による行方不明事案に対する警察犬出

動を含めた県警察の対応と今後の捜索。不妊治療の保険適用拡大に関する諸課題への所

感。新しい視点を加えた認知症サポーター養成講座の見直し。県内の若年性認知症患者

数。職場や就労支援を含めた若年性認知症への生活支援。デジタル技術を活用した認知

症行方不明者対策。不妊治療に係る保険適用拡大後の県内医療機関の受診状況への影

響。不妊治療と仕事の両立が可能となる職場環境づくりの推進。不妊治療助成の拡充に

ついて 

島 谷 龍 司 

（自由民主党） 

賛否両論ある関西万博開催に対する認識と万博への期待。県内の子ども第三の居場所の

評価と今後の取組。関西万博に向けた県民の機運醸成と関西本部の機能強化。関西パビ

リオン「鳥取県ブース」の準備状況と手応え。関西万博を契機とした県内誘客。ＪＲ西

日本へのスーパーはくと増便と一部大阪発着への変更要請の手応えと見通し。誘客に向

けた県内観光コンテンツの磨き上げと交通手段の確保。不登校の子どもが安心できる居

場所づくりへの認識。自治体と民間企業が連携した新しい第三の居場所への現状認識。

関係機関相互の第三の居場所に関する情報共有の必要性について 

東 田 義 博 

（自由民主党） 

青谷かじみち史跡公園の開園に向けた準備状況と見どころ。弥生人の脳の展示と紹介。

文化財保護部局の知事部局への移管による成果とメリット。学校教育における文化財の

活用方針と授業実施。文化財保護部局による学校教育のサポート方法。むきばんだ史跡

公園に指定管理者制度を導入した意図と成果。史跡公園の指定管理者制度を拡大する目

的と業務内容の変化。指定管理者制度と調査・研究機能とのバランス。とっとり弥生の

王国の今後の展開について 

（12月６日） 

銀 杏 泰 利 

（公明党） 

 

デフリンピックに対する思いと手話言語の法律制定への意気込み。本県における民泊の

現状分析と推進。激甚化する自然災害を想定した対策の必要性。県内に所在するダムの

点検整備。一級河川流域内の河川やダムに係る情報を一元的管理。鳥取砂丘コナン空港

第２期コンセッションの優先交渉権者の審査委員、項目。次期鳥取砂丘コナン空港の運

営に係る雇用維持と地元企業の参画。鳥取砂丘コナン空港の第２期コンセッションにお

ける契約内容。デフリンピックを通じた聴覚障害と手話への認知と理解。国道 482 号の

迂回路として機能する市道津無線と県道小河内加茂線の強化整備、加瀬木から上流に向

けた迂回路設置の検討。遊水地の設置拡大。スナバ国民の優待を武器としたスナバ国の

繁栄について 

前 住 孝 行 

（無所属） 

保育士配置基準見直しに係る国要望とその後の動向。デジタル人材の広域的かつ組織的

配置によるデジタルＤＸ推進。専門高校における年齢構成を考えた教員採用。睡眠の正

しい理解と生活習慣の改善の啓発。人材不足解消、生産性向上に関する事業の進捗状況

と今後の展開。デジタル。人材育成プログラムの応募状況と今後の見通し。先進的技術

を持つ教員を通じた学校、地域の魅力化。睡眠の質向上に向けた本県独自の取組展開。
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睡眠休養の重要性に関する民間企業への働きかけ。成人と保護者に向けた睡眠休養の重

要性の啓発について 

河 上 定 弘 

（自由民主党） 

県内産業界が専門高校に求める人材。県内産業界への人材供給における専門高校の成

果。県内小中学校における栄養教諭の配置状況と充足状況。ｅスポーツの可能性。学校

教育におけるｅスポーツの活用可能性と今後の期待。中学生と保護者に専門高校を知っ

てもらう取組。学校栄養職員から栄養教諭への定数振り替えるによる栄養教諭の増配。

栄養教諭の増員の必要性。高齢者が集う施設でのｅスポーツの環境整備。医学的効果を

示しながらの高齢者ｅスポーツの取組。ｅスポーツを活用した不登校生徒の学校復帰や

進学への取組。高校生主体のｅスポーツ交流大会への教育委員会の関わり方について 

前 田 伸 一 

（公明党） 

ハンセン病療養所県民交流事業の更なる推進。令和６年度の孤独・孤立対策事業の展

開。災害ケースマネジメントの取組状況。中山間地域の訪問介護事業の実態把握と検

討。伐採した竹の活用。鳥取砂丘保全に寄与するサンドリサイクルの現状と効果。令和

５年度の孤独・孤立対策官民連携プラットフォームの活動内容と今後の展開。市町村へ

の災害ケースマネジメントの更なる周知。訪問介護と通所介護の複合型サービスの活

用。竹材の有機農業への活用。竹パウダーの効果に係る調査研究。鳥取砂丘海水浴場の

再開と養浜の必要性。サンドリサイクルの調査研究について 

（12月８日） 

山 川 智 帆 

（無所属） 

 

半導体関連企業の誘致に係る県内企業とのマッチング状況。本県の半導体に関わる人材

育成方針。県内高校生の理系教育の底上げ。公共施設の多機能化。県立施設における自

習・グループ学習スペースの確保に向けた調査と進捗状況。円安による本県のビジネス

と観光への影響と輸出時の販路拡大支援策と費用対効果。公共施設の整備に係る割賦金

利と物価上昇のリスク分担。鳥取県立美術館と西部総合事務所新棟に係る金利水準の違

いと金融機関との交渉。契約における金利や物価などの不確定要素に係るリスク分担の

考え方。公共施設における学習スペースの提供。西部総合事務所における行政機能の統

合によるメリットへの認識と県全域への展開について 

浜 田 妙 子 

（会派民主） 

奥大山自然塾、加納美術館、和傘伝承館の子ども達への贈物としての価値と活用。風力

発電所計画の建設予定地域への説明。重症心身障害者のグループホーム利用者の声を反

映した施設運営。フッ化物洗口推進のための教育現場の多忙感解消。加納美術館の平和

教育への活用。教育現場に寄り添う多忙感解消について 

市 谷 知 子 

（無所属） 

男女の賃金格差改善と県独自の賃上げ支援。インボイス制度の中止と実態調査。ゼロゼ

ロ融資返済による倒産を防止する対策。国民健康保険料の上昇統一を市町村へ押し付け

ないこと及び上昇した国民健康保険料の激変緩和終了に伴う財政安定化基金による対

応。県独自の奨学金返済免除制度の創設。学校給食費の無償化。本県の食料自給率上昇

に向けた生産支援策の強化。米の高温障害に対する減収補填。ＣＯ２削減目標達成に向

けたロードマップ作成。オスプレイの超低空飛行訓練の中止。改正女性活躍推進法で任

意公表となった企業の男女賃金格差の公表。県による保育士処遇改善の上乗せ支援と

４、５歳児の保育士配置基準の改善。ゼロゼロ融資の返済免除制度。中小企業・小規模

企業振興条例の制定。加齢性難聴への補聴器購入費助成。特別支援学校の給食費無償

化。本県の食料自給率向上に向けた取組。農業の収入保険加入費支援。有機農作物の学

校給食導入に係る費用補助と推進。島根原子力発電所２号機再稼働に関する鳥取県議会

からの意見内容。美保基地の米軍利用とＣ－２輸送機の配備中止について 

興 治 英 夫 

（会派民主） 

県立美術館の所管整理。県立美術館開館に向けた美術品取得基金への繰入れ再開。起立

性調節障害及びその疑いのある不登校児童生徒の実態調査。医療関係者と連携した起立

性調節障害に係る対応ガイドラインの作成と情報提供。校内サポート教室の拡充と適応

支援員の増員。高校魅力化に向けたコンソーシアムづくりと魅力化コーディネーターの

配置。マスコミを通じた美術品取得前の県民への説明。校内サポート教室と学校生活適

応支援員の必要十分な配置。市町村教育支援センターの運営に対する県の財政支援。学

びの多様化学校の設置検討状況。高校魅力化を推進するための統括コーディネーターの

配置。統括コーディネーターの配置。学校間連携による教育活動の充実化について 

（12月11日） 

鹿 島   功 

（自由民主党） 

 

農業担い手の高齢化を含めた県内農業の現状と将来見通し。持続可能な農業に向けて打

つべき対策。今後の農業生産維持と拡大に係る本県の方向性。食料安全保障に関する取

組と農地維持のため振興策。農業法人などの経営体に対する農業生産技術の継承を含め

た支援の在り方。データに基づいた本県独自の農業政策の展開について 



- 63 - 

 

入 江  誠 

（自由民主党） 

ＵＤタクシーの維持、継続に向けた県の認識と今後の在り方。ＵＤタクシーの車両購入

補助とドライバー確保支援の充実。鳥取型ライド・シェアの仕組みづくりの構築。ＵＤ

タクシー車両購入上乗せ助成の検討観光客へのおもてなしとしての鳥取型ライド・シェ

アの確立と全県展開。交通手段確保、観光促進という観点でのタクシー事業者への支

援。観光客へのおもてなしとしての鳥取型ライド・シェアの確立と全県展開。鳥取型ラ

イド・シェアを踏まえたライド・シェア推進への対応について 

鳥 羽 喜 一 

（自由民主党） 

旧国鉄倉吉線廃線跡の観光地整備と県有地の譲渡協議。宇宙産業創出に向けた県による

寄附講座の提供。地域単位での部活動に配慮した学校体制構築。宇宙港の整備。部活動

による高校魅力化と特色入試。県立高校の定数削減猶予に関する検討について 

坂 野 経三郎 

（会派民主） 

カメムシ被害による収入減少への対策。ドクターヘリ導入による効果。カメムシ被害に

係る国要望。星空舞の作付面積拡大。ドクターヘリ要請に係るキーワード方式の検証。

県立中央病院でのヘリコプター給油設備の整備。東部圏域へのドクターカー導入による

救急医療体制整備について 

（12月13日） 

安 田 由 毅 

（自由民主党） 

 

年収の壁突破策の意義づけと展開。願いに寄り添う妊娠・出産応援ネットワーク会議で

の議論内容と今後の方向性。小児慢性特定疾病に係る医療費以外の支援。専門家と連携

した年収の壁突破に係る事業者勉強会の開催。不妊治療に抱く高額医療費のイメージを

払拭する努力。不妊治療の保険適用拡大で生まれた財源による先進医療以外への助成。

小児慢性特定疾病と闘う家族に寄り添った施策について 

中 島 規 夫 

（自由民主党） 

県東部の道路交通ネットワークの現状、整備進捗と今後の見通し。鳥取型ライド・シェ

アにおけるタクシー事業者の協力と共助運送とタクシー営業のすみ分け。志戸坂峠道路

整備の進捗状況。鳥取型ライド・シェア事業予算の積算と詳細。中山間地の交通体系等

の維持について 

川 部  洋 

（会派民主） 

地方制度調査会における国の指示権拡充に係る検討内容と全国知事会としての要望活

動。地方自治法改正による非平時の仕組みの必要性に関する議論状況。県庁業務の在り

方と行財政改革の推進。ＰＰＰ、ＰＦＩ手法の進化、多様化に関する調査研究。本県の

地域プラットフォームの活用状況。指定管理者制度の課題。本県におけるＰａｒｋ－Ｐ

ＦＩ導入状況と今後の導入予定。包括施設管理業務委託の導入。業務委託先との個人情

報取扱規定とＬＩＮＥ以外の国産情報提供ツールの検討について 

内 田 隆 嗣 

（自由民主党） 

合同通学路点検の未実施地区がある理由と点検実施の仕組み。高校の再編における普通

科・総合学科と専門学科の比率。県全域での県外生の受入れ。35 人クラス導入に係る追

加費用。県外生の受入れと少人数学級による高校再編の最適解。米子大山線のバイパス

整備状況。自社施工制度の意義。道路占用施設の許可基準。ＰＦＩ事業における県内発

注。県外生を受け入れるための寮整備。生徒数減少を見据えた基本方針の検討について 

（12月14日） 

語 堂 正 範 

（自由民主党） 

 

療育施設と人材をマッチングする仕組みづくり。地域計画策定に係る県のサポート実績

と県内市町村の策定状況。鳥取県スーパーグローバルハイスクール事業に代わる新しい

事業設置。グローバル化に対応できる人材育成の展開。県内経済の立ち直しにつながる

台湾チャーター便の定期便化。経済団体や民間企業と連携したサウナ振興。フィンラン

ドとの国際交流。地元就職を後押しする地元企業と生徒のマッチング。地域に必要とさ

れる中山間地域の学校の在り方について 

福 浜 隆 宏 

（無所属） 

本県の観光振興において県民に求められる意識と行動。砂丘らっきょうの生産現場を絡

めたツアー造成。横断歩道での事故ゼロに向けた取組強化。不登校に関する文部科学省

通知の趣旨。学校から不登校の児童生徒の保護者への適切な情報提供。不登校生徒の進

路相談に係る誤解。高校卒業後の青少年への行政支援。横断歩道一時停止率向上に向け

た取組。観光施設における指定管理者制度の在り方。官民連携による共創社会の在り方

について 

西 村 弥 子 

（会派民主） 

ＡＹＡ世代の乳がん予防と啓発。ＨＰＶワクチンのキャッチアップ接種へのサポート。

県民によるがん対策促進事業補助金の拡充。分かりやすい米子空港駐車場への案内表

示。周遊旅行の誘客促進と隣県との連携強化。県内施設のインバウンド対応。食パラダ

イス鳥取県おもてなし大使の意義と多様な人材登用。教育施設周辺を含めた道路横断バ

リアフリー化の実態。皆が安心して渡れる横断歩道への対応と交通安全教育。若者向け

の体と健康に係る情報発信と相談窓口。環境省の先端モデル事業への県の関わり方。海

外富裕層旅行者への対応人材の確保と付加価値の高い旅の提供について 
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伊 藤   保 

（会派民主） 

指定管理者制度への所感と今後に向けての思い。鳥取県債権回収計画等に関する条例制

定による変化。県立高校のトイレ洋式化。不採算指定管理施設と物価高騰への対応。指

定管理施設における修繕指針と保守点検業務の水準。指定管理事業者の従業員に係る処

遇改善と実態把握。更新される指定管理料への処遇改善費の見込み。指定管理事業者の

減少傾向への所見と産業振興条例の趣旨。未収債権の回収に向けた今後の取組。トイレ

洋式化の前倒し整備の必要性について 

 

２．質 疑 

２月定例会 

質問者 質  問  事  項 

（２月22日） 

市 谷 知 子 

（無所属） 

〔議案に対する質疑〕 

議案第22号 令和４年度鳥取県一般会計補正予算（第８号）【歳入】地方消費税清算

金、減債基金繰入金【歳出】職員人件費、生活困窮者緊急支援事業、持続可能な地域医

療提供体制構築推進事業、新規就農者総合支援事業、新型コロナ安心対策認証店特別応

援事業（第３弾）、新たな水田農業の収益性向上対策支援事業、雪害園芸施設等復旧対

策事業、肥料価格高騰緊急対策事業、鳥取県新型コロナウイルス感染症対応企業支援基

金事業、企業自立サポート事業に係る損失補償、ロシアビジネス拠点化構築事業、環日

本海航路促進対策事業、蟹取県ウェルカニキャンペーン事業、鳥取港コンテナ取扱可能

性調査事業、議案第26号 令和４年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計補正予算

（第２号）国民健康保険財政安定化基金運営事業、議案第25号 令和４年度鳥取県給与

集中管理特別会計補正予算（第２号）給与費について 

 

（３月７日） 

市 谷 知 子 

（無所属） 

〔議案に対する質疑〕 

議案第80号 鳥取県税条例の一部を改正する条例について 

 

  ６月定例会 

質問者 質  問  事  項 

（６月14日） 

市 谷 知 子 

（無所属） 

〔議案に対する質疑〕 

議案第１号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第１号）【歳入】電力・ガス・食料

品等価格高騰重点支援地方交付金【歳出】クリーニング業燃料費高騰対策事業、ＬＰガ

ス料金高騰対策支援事業、医療・社会福祉施設・保育施設等物価高騰対策支援事業、物

価高騰を乗り越える事業者支援事業、特別高圧電力料金高騰対策支援事業、学校給食費

等負担軽減事業、議案第24号 職員の特殊勤務手当に関する条例及び警察職員の特殊勤

務手当に関する条例の一部を改正する条例について 

 

８月臨時会 

質問者 質  問  事  項 

（８月30日） 

前 田 伸 一 

（公明党） 

〔議案に対する質疑〕 

議案第１号 専決処分の承認について 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第３号）単

県斜面崩壊復旧事業、単県小規模急傾斜地崩壊対策事業、耕地災害復旧事業、建設災害

復旧費について 

市 谷 知 子 

（無所属） 

 

〔議案に対する質疑〕 

議案第１号 専決処分の承認について 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第３号）被

災者生活応急応援事業、令和５年台風第７号被害農業施設復旧支援事業、令和５年台風

第７号農作物風評被害対策事業、しっかり守る農林基盤交付金、森林作業路網災害復旧

対策事業、治山維持修繕費、単県斜面崩壊復旧事業、令和５年台風第７号災害企業復興

補助金、樹木伐採・河道掘削等緊急対策事業、佐治川ダム体積土砂緊急撤去事業、砂防

維持修繕費、単県小規模急傾斜地崩壊対策事業、災害関連農村生活環境施設復旧事業、

耕地災害復旧事業、林道施設災害復旧事業、建設災害復旧費について 
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９月定例会 

質問者 質  問  事  項 

（10月13日） 

山 川 智 帆 

（無所属） 

〔委員長報告に対する質疑〕 

地域県土警察常任委員会の調査活動報告について 

市 谷 知 子 

（無所属） 

〔委員長報告に対する質疑〕 

地域県土警察常任委員会の調査活動報告について 

 

11月定例会 

質問者 質  問  事  項 

（12月４日） 〔議案に対する質疑〕 

市 谷 知 子 

（ 無 所 属 ） 

議案第１号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第５号）【歳入】物価高騰対応重点

支援地方創生臨時交付金【歳出】指定管理施設光熱費高騰対策事業、生活困窮者灯油等

光熱費支援事業、医療・社会福祉・保育施設等物価高騰対策支援事業、ＬＰガス料金高

騰対策支援事業、みんなでやらいや農業支援事業、物価高騰に立ち向かう経営力向上・

賃上げ事業者支援事業、特別高圧電力料金高騰対策支援事業、学校給食費等負担軽減事

業について 

 

３．討 論 

２月定例会 

発言者 発  言  項  目 

（２月24日） 

市 谷 知 子 

（無所属） 

 

議案第22号 令和４年度鳥取県一般会計補正予算（第８号）に反対 

（３月13日）  

市 谷 知 子 

（無所属） 

議案第１号 令和５年度鳥取県一般会計予算、議案第５号 令和５年度鳥取県国民健康

保険運営事業特別会計予算、議案第39号 特定地域等の権限を促進するための県税の課

税の特例に関する条例の一部を改正する条例、議案第41号 鳥取県職員定数条例の一部

を改正する条例、議案第42号 鳥取県立むきばんだ史跡公園の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例に反対 

議案第43号 鳥取県児童福祉施設に関する条例等の一部を改正する条例、議案第44号  

鳥取県営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に賛成 

議案第79号 鳥取県新型コロナウイルス感染拡大防止のためのクラスター対策等に関す

る条例の一部を改正する条例、議案第80号 鳥取県税条例の一部を改正する条例に反対 

請願・陳情に対する意見 

山 川 智 帆 

（無所属） 

議案第１号 令和５年度鳥取県一般会計予算に反対 

尾 崎  薫 

（会派民主） 
議員提出議案第１号 緊急事態に関する国会審議を求める意見書に反対 

野 坂 道 明 

（自由民主党） 
議員提出議案第１号 緊急事態に関する国会審議を求める意見書に賛成 

市 谷 知 子 

（無所属） 
議員提出議案第１号 緊急事態に関する国会審議を求める意見書に反対 

 

６月定例会 

発言者 発  言  項  目 

（６月14日） 

市 谷 知 子 

（無所属） 

 

議案第１号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第１号）に賛成 
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（６月30日）

市 谷 知 子 

（無所属） 

 

議案第２号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第２号）、議案第３号 令和５年度

鳥取県天神川流域下水道事業会計補正予算（第１号）、議案第６号 特定地域等の振興

を促進するための県税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例、議案第７号 

鳥取県営社会体育施設の設置及び管理に関する条例及び鳥取県立産業体育館の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例、議案第８号 鳥取県都市公園条例の一部を改

正する条例に反対 

議案第９号 鳥取県盛土等に係る斜面の安全確保に関する条例の一部を改正する条例に

賛成 

議案第15号 工事請負契約（国道１８１号（江府道路）トンネル工事（久連トンネル）

（補助改良））の締結についての議決の一部変更について、議案第16号 財産を無償で

貸し付けること（鳥取県西部総合事務所新棟・米子市役所糀町庁舎用地）について、議

案第19号 財産を無償で貸し付けること（鳥取砂丘こどもの国キャンプ場用地及び施

設）についての議決の一部変更について、議案第21号 公の施設の指定管理者の指定

（鳥取県立青谷かみじち史跡公園）について、議案第22号 鳥取県と米子市が共同で整

備する体育館に係る事務の委託に関する規約を定める協議について、議案第23号 鳥取

県産業未来共創条例、議案第25号 鳥取県行政組織条例の一部を改正する条例に反対 

議案第26号  鳥取県特別医療費助成条例の一部を改正する条例に賛成 

請願・陳情に対する意見 

村 上 泰二朗 

（会派民主） 

議案第２号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第２号）に賛成 

請願・陳情に対する意見 

尾 崎  薫 

（会派民主） 

請願・陳情に対する意見 

西 村 弥 子 

（会派民主） 

請願・陳情に対する意見 

市 谷 知 子 

（無所属） 

議員提出議案第１号 鳥取県議会委員会条例の一部を改正する条例に反対 

 

８月臨時会 

発言者 発  言  項  目 

（８月30日） 

市 谷 知 子 

（無所属） 

 

議案第１号 専決処分の承認について 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第３号）

に賛成 

市 谷 知 子 

（無所属） 

議員提出議案第１号 鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例 

の一部を改正する条例、議員提出議案第２号鳥取県政務活動費交付条例の一部を改正す

る条例に賛成 

 

 

９月定例会 

発言者 発  言  項  目 

（10月13日） 

市 谷 知 子 

（無所属） 

 

議案第１号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第４号）に賛成 

議案第４号 鳥取県特定個人情報の利用及び提供に関する条例の一部を改正する条例に

反対 

議案第８号 鳥取県被災者住宅再建等支援条例の一部を改正する条例に賛成 

議案第17号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立武道館）について、議案第19号 

公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立倉吉体育文化会館）について、議案第21号 公

の施設の指定管理者の指定（鳥取県立鳥取産業体育館及び鳥取県営鳥取屋内プール）に

ついて、議案第27号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立布勢総合運動公園（ヤ 

マタスポーツパーク））について、議案第11号から第30号に対する附帯意見に反対 

請願・陳情に対する意見 

福 浜 隆 宏 議員提出議案第７号 藤縄喜和議員に対する辞職勧告決議に反対 
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（無所属）  

市 谷 知 子 

（無所属） 

議員提出議案第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書に反対 

議員提出議案第７号 藤縄喜和議員に対する辞職勧告決議に賛成 

 

11月定例会 

発言者 発  言  項  目 

（12月４日） 

市 谷 知 子 

（無所属） 

 

議案第１号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第５号）に賛成 

（12月20日） 

市 谷 知 子 

（無所属） 

 

議案第 30003 号 令和４年度決算の認定について、９月定例会から継続審査中の議案第

33 号 令和４年度鳥取県営企業決算の認定について・議案第 34 号 令和４年度鳥取県

営病院事業決算の認定について、今後速やかに検討又は改善すべき事項（指摘事項）に

係る委員長報告に反対 

市 谷 知 子 

（無所属） 

議案第２号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第６号）に反対 

議案第４号 令和５年度鳥取県給与集中管理特別会計補正予算（第１号）に賛成 

議案第 10 号 鳥取県情報公開条例及び鳥取県個人情報保護条例の一部を改正する条

例、議案第 13 号 鳥取県立産業人材育成センター条例及び鳥取県個人情報保条例の一

部を改正する条例、議案第 18 号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立米子産業体

育館）について、議案第 19 号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立東郷湖羽合臨

海公園（藤津地区、浅津地区及び南谷地区））について、議案第 20 号 公の施設の指

定管理者の指定（鳥取県立東郷湖羽合臨海公園（引地地区及び長和田地区））につい

て、議案第 21 号 公の施設の指定管理者の指定（とっとりバイオフロンティア）につ

いて、議案第 23 号 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立とっとり花回廊）につい

て、議案第 30 号 関西広域連合規約の変更に関する協議について、議案第 31 号 公立

大学法人公立鳥取環境大学定款等の一部変更についてに反対 

議案第 35 号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例に賛成 

請願・陳情に対する意見 

村 上 泰二朗 

（会派民主） 

議案第２号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第６号）に賛成 

請願・陳情に対する意見 

山 川 智 帆 

（無所属） 

議案第２号 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第６号）に反対 

山 川 智 帆 

（無所属） 

議員提出議案第１号 鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例に反対 

市 谷 知 子 

（無所属） 

議員提出議案第１号 鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例に反対 

議員提出議案第３号 投票率低下を踏まえた政治参加を促す選挙制度改革と参議院選挙 

おける合区の解消を求める意見書に反対 

議員提出議案第５号 地方分権の推進を基調とした国と地方の関係構築を求める意見書

に反対 
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第３章 委員会活動 
 

第１節 常任委員会 

 

１ 総務教育常任委員会 

開催月日 主  要  議  題 

 

１月20日 

 

 

１ 報告事項 

（１）鳥取県立夜間中学の校名決定等について 

（２）鳥取県特別支援教育推進計画（仮称）の策定に係るパブリックコメントの実施結果に

ついて 

（３）「鳥取県人権教育基本方針」第３次改訂（案）に係るパブリックコメントの実施結果

について 

（４）県立美術館事業に係るふるさと納税の新設について 

（５）鳥取県立博物館 開館 50 周年記念企画展 「安岡信義 1888-1933 ―近代洋画の黎明期

を生きた画家」の開催について 

（６）令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査及び鳥取県体力・運動能力調査の結

果について 

（７）お得に楽しく！みんなでＳＤＧｓマイナピョイン兎について 

（８）全国知事会等の活動状況について 

（９）国の施策等に関する提案・要望にかかる国予算等への反映状況について 

（10）男性職員の育児休業取得率について（令和３年度） 

 

２月14日 

 ～15日 

１ 付議案の予備調査 

２ 請願・陳情の予備調査 

３ 報告事項 

（１）県立鳥取少年自然の家跡地整備及び市道美術館通りの取扱いに関する覚書の締結につ

いて 

（２）令和４年度第３回県有施設・資産有効活用戦略会議の開催結果について 

（３）全国知事会等の活動状況について 

（４）原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付金に係る地域振興計画策定に向けた

市提案の概要について 

（５）鳥取県公共事業評価委員会の答申について 

（６）令和５年度県職員及び警察官採用試験の実施計画等について 

（７）令和４年度第３回鳥取県総合教育会議の開催結果について 

（８）令和４年度第２回鳥取県いじめ・不登校対策連絡協議会の概要について 

 

２月22日 １ 付託議案の審査 

２ 報告事項 

（１）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

２月27日 １ 付議案の予備調査 

 

３月９日 １ 付託議案の審査 

２ 請願・陳情の審査 

３ 報告事項 

（１）鳥取県自治体マイナポイント事業（みんなでＳＤＧｓマイナピョイン兎）に係るポイ

ント（ＫＤＤＩ ａｕ ＰＡＹ ポイント）誤付与について 

（２）令和２年度鳥取県県民経済計算の推計結果について 

（３）鳥取県における行財政改革の取組と成果について 

（４）公文書館企画展「沖兄弟の写真展―記録と芸術のあゆみ―」の開催について 

（５）鳥取県立図書館の目指す図書館像の改訂（案）に係るパブリックコメントの実施結果

について 
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５月10日 １ 正副委員長の互選 

２ 付託議案の予備調査（報告事項のみ） 

 

５月19日 １ 報告事項 

（１）令和５年度危機突破・活力再生プロジェクトチームの発足について 

（２）令和５年度第１回県・市町村行政懇談会の開催結果について 

（３）全国知事会等の活動状況について 

（４）県公式ＬＩＮＥアカウントの開設及び県公式サイト「とりネット」の改修について 

（５）鳥取県人口移動調査結果（令和５年４月１日現在）の概要について 

（６）令和５年職種別民間給与実態調査の実施について 

（７）令和４年度ふるさと納税の実績について 

（８）令和４年度時間外勤務実績及び今後の取組について 

（９）令和４年度公用車事故の発生状況及び今後の事故防止の取組について 

（10）令和４年度民間提案事業サポートデスクの実施状況について 

（11）鳥取県立人権ひろば 21 の指定管理者審査要項の概要について 

（12）令和５年度第１回鳥取県人権尊重の社会づくり協議会の開催結果について 

（13）令和６年度鳥取県立まなびの森学園（夜間中学）入学者募集案内等について 

（14）令和６年度県立高等学校の学科名の変更について 

（15）鳥取県立美術館の館長予定者について 

（16）鳥取県立美術館の施設整備の進捗及びロゴ・シンボルマークの決定等について 

（17）令和４年度学校給食における県内産食材の使用状況及び取組について 

（18）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

６月12日 １ 付議案の予備調査 

２ 請願・陳情の予備調査 

３ 報告事項 

（１）中央熱源機器改修工事における機器選定基準の制定について 

（２）人権尊重の社会づくり相談ネットワークの運用状況について 

（３）全国知事会等の活動状況について 

（４）鳥取県立生涯学習センター、鳥取県立船上山少年自然の家及び鳥取県立大山青年の家

の指定管理者募集要項（案）の概要について 

（５）企画展「ノーベル賞受賞100年記念 アインシュタイン展」の開催について 

 

６月14日 １ 付託議案の審査 

 

６月28日 １ 付託議案の審査 

２ 請願・陳情の審査 

３ 報告事項 

（１）全国知事会等の活動状況について 

（２）県公式ＬＩＮＥプレゼント発送事務における個人情報の漏えいについて 

（３）「第２次鳥取県女性活躍推進計画の改訂案」について 

（４）令和新時代の県立高等学校教育の在り方に関する基本方針（令和８年度～令和17年

度）案（概要）及び令和７年度までの現基本方針に基づく改革案について 

（５）鳥取県立美術館の関連グッズ・カフェ事業方針説明会等について 

 

７月21日 １ 報告事項 

（１）とっとり若者活躍局のメンバー募集について 

（２）全国知事会等の活動状況について 

（３）全米知事会議への参加結果について  

（４）原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付金に係る地域振興計画（案）の概要

について 

（５）うさぎダンスプロジェクトの実施について 

（６）「第２次鳥取県女性活躍推進計画の改訂案」に係るパブリックコメントの実施結果に
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ついて  

（７）令和４年度職員の給与の男女の差異の情報公表について 

（８）第１回多様な性を認め合う社会づくり研究会の開催結果について 

（９）いじめ重大事態を受けた鳥取県いじめ問題調査委員会（令和３年９月～令和５年３

月）による調査報告書について 

（10）令和５年度第１回鳥取県総合教育会議の開催結果について 

（11）鳥取県立まなびの森学園校章等について 

（12）令和７年度までの現基本方針に基づく県立高等学校の在り方について 

（13）県立美術館の開館に向けた美術作品の購入候補等について 

 

８月８日 

 ～10日 

所管事項に係る県外調査（大阪府、奈良県、和歌山県） 

○鳥取県関西本部 

 ・広報戦略について 

〇大阪中之島美術館 

・大阪中之島美術館の運営について 

○奈良県教育委員会 

 ・不登校支援について 

 ・学校の働き方改革について 

〇総務省統計局統計データ利活用センター及び和歌山県データ利活用推進センター 

 ・政府関係機関の地方移転の効果について 

 ・データ活用の推進について 

 

８月21日 １ 報告事項 

（１）鳥取県令和５年台風第７号災害復旧・復興本部の設置について 

（２）谷公一内閣府特命担当大臣（防災）の被災地視察及び意見交換（緊急要望）の実施に

ついて 

（３）全国知事会等の活動状況について 

（４）第14回中海会議の開催結果について 

（５）鳥取県令和５年台風第７号災害復旧・復興本部の設置について 

（６）首都圏アンテナショップの運営事業者について 

（７）令和５年度普通交付税（県分）の交付額の決定について 

（８）令和４年度一般会計決算について  

（９）財政健全化法に関する「健全化判断比率」等の算定状況について 

（10）マイナンバー情報総点検に係る本県の対応について 

（11）国家公務員の給与等に関する人事院勧告等の概要について 

（12）令和４年度教育行政の点検及び評価について 

（13）令和５年度全国学力・学習状況調査 鳥取県の結果について 

（14）鳥取県立生涯学習センター、鳥取県立船上山少年自然の家及び鳥取県立大山青年の家

に係る鳥取県教育委員会指定管理候補者審査・指定管理施設運営評価委員会の審査結果

について  

（15）モンゴル中央県設立100 周年記念事業参加及び友好交流25周年記念事業の実施につい

て  

（16）県立美術館の開館に向けた美術作品の購入候補等について（美術資料収集評価委員会

の結果等） 

（17）「鳥取県立美術館の来館利用についての公開対話会」について 

（18）令和５年度第１回鳥取県立博物館協議会の開催結果について 

 

８月24日 

 

所管事項に係る出前県議会（倉吉市） 

〇鳥取県立美術館建設地 

 ・鳥取県立美術館における地域と連携した「県民立」の美術館づくりについて 

 

所管事項に係る県内調査（鳥取市、岩美町） 

〇鳥取県立博物館 

 ・収蔵品の収納・管理状況及び今後の博物館の在り方について 
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〇鳥取県立岩美高等学校 

 ・地域特性を生かした県立高校の魅力化について 

 

８月30日 １ 付議案の予備調査 

２ 付託議案の審査 

 

９月20日 １ 付議案の予備調査 

２ 請願・陳情の予備調査 

３ 報告事項 

（１）全国知事会等の活動状況について 

（２）令和５年台風第７号災害に係る関係大臣等への緊急要望について 

（３）首都圏における情報発信等について 

（４）関西圏における情報発信等について 

（５）中京圏における情報発信等について 

（６）「先端技術と民主主義のあり方を考える研究会」の立ち上げについて 

（７）「住民基本台帳ネットワークに関する事務の特定個人情報保護評価書」の再評価に係

るパブリックコメントの実施について 

（８）令和５年度鳥取県庁における障がい者雇用率（速報値）について 

（９）更年期特有の不調を抱えて働く県職員に対する支援について 

（10）令和５年度鳥取県庁における障がい者雇用率（速報値）について 

（11）令和７年度県立高等学校の学科再編について 

（12）「中山間地域高校魅力化フォーラムｉｎ鳥取」及び「専門高校魅力発信フェア」の開

催概要について 

（13）企画展「勾玉の世界」の開催について 

（14）令和５年度全国高等学校総合体育大会の結果について 

（15）令和５年度全国中学校体育大会の結果について  

（16）鳥取県公立中学校等における部活動の地域連携・地域移行に向けた推進計画の策定に

ついて 

（17）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

10月11日 １ 付託議案の審査 

２ 請願・陳情の審査 

３ 報告事項 

（１）全国知事会等の活動状況について 

（２）倉吉未来中心及び鳥取二十世紀梨記念館のネーミングライツパートナー募集について 

（３）令和５年職員の給与等に関する報告・勧告の概要について 

（４）鳥取県立まなびの森学園設置式等について 

（５）令和４年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果につ

いて 

（６）鳥取県立美術館の開館時間や利用料金等の検討状況について 

 

11月30日 １ 付議案の予備調査 

２ 請願・陳情の予備調査 

３ 報告事項 

（１）とっとりの若者による政策提案会について 

（２）令和５年度山陰両県若手職員交流・連携プロジェクトについて 

（３）全国知事会等の活動状況について 

（４）鳥取県ブランド保護・向上のための取組について 

（５）個人情報を記載した書類の誤送付について 

（６）「住民基本台帳ネットワークに関する事務の特定個人情報保護評価書」の再評価に係

るパブリックコメント等の実施結果について 

（７）鳥取県ブランド保護・向上のための取組について 

（８）活き活き人財育成塾の開講について 

（９）令和４年度の業務適正化（内部統制）の評価結果について 
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（10）倉吉未来中心及び鳥取二十世紀梨記念館のネーミングライツパートナー募集結果並び

に鳥取砂丘こどもの国のネーミングライツパートナー募集について 

（11）令和５年度第１回県有施設・資産有効活用戦略会議の開催結果について 

（12）令和４年度業務適正化評価報告書審査意見書について 

（13）鳥取県教育振興基本計画の改定に係るパブリックコメントの実施について 

（14）鳥取県学校教育ＤＸ推進計画の策定に係るパブリックコメントの実施について 

（15）令和５年度英語力向上事業（４技能型英検ＩＢＡ）の結果について 

（16）令和新時代の県立高等学校教育の在り方に係る基本方針（令和８年度～令和17年度）

案（概要）に対するパブリックコメントの実施結果について 

（17）令和５年度鳥取県スーパー工業士認定証授与式の開催結果について 

（18）鳥取県立図書館電子書籍サービスの開始について 

（19）企画展「ミュージアムとの創造的対話04」の開催について 

 

12月４日 １ 付託議案の審査 

 

12月18日 １ 付託議案の審査 

２ 請願・陳情の審査 

３ 報告事項 

（１）首都圏における情報発信等について 

（２）関西圏における情報発信等について 

（３）中京圏における情報発信等について 

（４）「マイナンバー情報総点検」に係る本県の点検結果について 

（５）令和新時代の県立高等学校教育の在り方に係る基本方針（令和８年度～令和17年

度）案（概要）に対するパブリックコメントの実施結果について 

（６）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

 

２ 福祉生活病院常任委員会 

開催月日 主  要  議  題 

 

１月20日 

 

 

１ 報告事項 

（１）新型コロナウイルス感染症への対応について  

（２）新型コロナウイルスワクチン接種に向けた取組状況について 

（３）「鳥取県孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり推進条例」の推進に係る市

町村との意見交換の結果概要について  

（４）特別養護老人ホームの入所申込者の状況について 

（５）令和５年度国民健康保険事業費納付金等の算定について  

（６）新型コロナウイルス感染症陽性者に係る個人情報漏えいについて  

（７）新型コロナウイルス感染症の行政検査に係る個人情報漏えいについて 

（８）とっとり若者自立応援プラン改訂（案）に係るパブリックコメントの実施結果につい

て  

（９）児童死亡事案に対する児童相談所及び児童養護施設の体制強化について  

（10）認可保育施設における不適切行為に係る改善報告について  

（11）届出保育施設における不適切行為に係る改善報告について 

 

２月14日 

 ～15日 

１ 付議案の予備調査 

２ 請願・陳情の予備調査 

３ 報告事項 

（１）新型コロナウイルス感染症への対応について  

（２）新型コロナウイルスワクチン接種に向けた取組状況について 

（３）鳥取砂丘フィールドハウス開館について 

（４）令和５年度鳥取県食品衛生監視指導計画（案）に係るパブリックコメントの実施につ

いて   

（５）第４期湖山池水質管理計画の策定に係るパブリックコメントの実施結果について  
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（６）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

（７）とっとり自然保育認証制度による園の認証について  

（８）令和４年度第２回新生公立鳥取環境大学運営協議会の開催結果について  

（９）令和４年度第３回鳥取県総合教育会議の開催結果について 

（10）新型コロナウイルス感染症陰性者のコロナ専用病棟への誤入院について 

（11）鳥取県手話言語条例制定 10 周年記念 第 10 回全国高校生手話パフォー マンス甲子

園の開催日の決定について   

（12）令和３年度就労系障害福祉サービス事業所（Ｂ型）の工賃実績について 

（13）地域登録の開始による電話リレーサービスの無料化について  

（14）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

２月22日 １ 付託議案の審査 

２ 報告事項 

（１）小倉將信こども政策担当大臣の鳥取県視察について 

 

３月９日 １ 付託議案の審査 

２ 請願・陳情の審査 

３ 報告事項 

（１）新型コロナウイルス感染症への対応について  

（２）新型コロナウイルスワクチン接種に向けた取組状況について 

（３）「第２期鳥取県再犯防止推進計画（案）」に係る鳥取県再犯防止推進 会議の検討結果

及びパブリックコメントの実施について 

（４）鳥取県立バリアフリー美術館のグランドオープンについて  

（５）新型コロナウイルス感染症陽性者に係る個人情報漏えいについて  

（６）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

（７）「子育て王国アプリ」及びとっとりこども専用サイト「キッズポートットリ」の運用

開始について 

（８）県有施設への太陽光発電導入事業の完成について 

（９）令和５年度鳥取県食品衛生監視指導計画（案）に係るパブリックコメントの実施結果

について 

（10）犬猫譲渡促進マッチングサイト「鳥取わんにゃん家族」の運用開始について 

（11）「とっとりＵＤマップ」の運用開始について  

（12）上・下水道広域化・共同化計画の策定に係るパブリックコメントの実施結果について 

（13）第４期湖山池水質管理計画の策定について 

 

５月10日 １ 正副委員長の互選 

２ 付託議案の予備調査（報告事項のみ） 

 

５月19日 １ 報告事項 

（１）鳥取県立福祉人材研修センターの指定管理者審査要項（案）の概要について 

（２）令和５年度第１回孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり審議会の開催結果

について  

（３）第２期鳥取県再犯防止推進計画（案）に係るパブリックコメントの実施結果及び第２

期鳥取県再犯防止推進計画の策定について  

（４）熱中症への対応について  

（５）「あるくと健康！うごくと元気！キャンペーン ～とっとり健康ポイント事業～」の実

施について 

（６）令和５年度の新型コロナワクチン接種について  

（７）新型コロナウイルス感染症への対応について  

（８）鳥取県感染症対策センター（県版ＣＤＣ）の設置について 

（９）(仮称)新北条砂丘風力発電事業に係る鳥取県環境影響評価審査会の開催結果について 

（10）鳥取環境イニシアティブ県民会議の開催について  

（11）Ｇ７広島サミット国際メディアセンター（ＩＭＣ）におけるサステナブルファッショ

ンの広報展示について 
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（12）東郷湖羽合臨海公園パークビジョン(案)について  

（13）ユネスコ世界ジオパーク・カウンシルに係る審査結果について  

（14）西部犬猫センターの整備運営業務に係る基本協定締結等について  

（15）鳥取県盛土等に係る斜面の安全確保に関する条例の改正に係るパブリックコメントの

実施結果について   

（16）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

（17）鳥取砂丘こどもの国開園 50 周年記念式典等の開催結果について  

（18）鳥取県立鳥取砂丘こどもの国の指定管理者募集要項（案）の概要について  

（19）鳥取砂丘キャンプ場（仮称）運営事業に係る優先交渉権者の決定について  

（20）保育所等の職員数、配置基準弾力化の実施状況及び子育て支援員の配置状況について 

（21）埼玉県の保育施設での事故を受けた県内保育施設の遊具の状況について  

（22）保育所等での虐待・不適切な保育に関する全国調査結果の公表について 

（23）令和５年度第１回県・市町村行政懇談会の結果について（「シン・子育て王国とっと

り」宣言関係）  

（24）とっとり若者自立応援プランの改訂について  

（25）児童相談所一時保護所の第３者評価の結果について  

（26）米子児童相談所管内で発生した母親逮捕事案に関する検証結果について  

（27）社会的養護を必要とする子どもの自死予防の取組について  

（28）公立鳥取環境大学の令和５年度入試実施状況と令和４年度就職活動状況について 

 

６月12日 １ 付議案の予備調査 

２ 請願・陳情の予備調査 

３ 報告事項 

（１）第９期鳥取県介護保険事業支援計画・老人福祉計画策定・推進委員会の設置について 

（２）新型コロナウイルス感染症への対応について  

（３）障害福祉サービス事業者の指定取消処分について 

（４）氷ノ山自然ふれあい館、布勢総合運動公園（ヤマタスポーツパーク）の指定管理者募

集要項（案）の概要について  

（５）東郷湖羽合臨海公園パークビジョン（案）について 

（６）天神川流域下水道の指定管理者審査要項（案）の概要について  

（７）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

（８）令和５年度第１回子育て王国とっとり会議の開催結果について  

（９）県立喜多原学園給食調理における異物混入について  

（10）公立大学法人公立鳥取環境大学第３期中期目標について 

 

６月14日 １ 付託議案の審査 

 

６月28日 １ 付託議案の審査 

２ 請願・陳情の審査 

３ 報告事項 

（１）令和５年度手話パフォーマンス甲子園実行委員会総会の開催結果の報告について 

（２）令和４年度県営病院事業の経営状況について 

（３）自立援助ホームの利用者に対する職員からの心理的虐待事案の発生について 

（４）鳥取県環境影響評価審査会の開催状況について   

（５）七夕の全庁一斉ライトダウン及び関連イベントの実施について  

（６）令和５年度鳥取砂丘ボランティア除草について 

 

７月21日 １ 報告事項 

（１）「シン・子育て王国とっとり運動」推進会議の開催結果について  

（２）ヤマタ鳥取砂丘ステイション運営事業（鳥取砂丘西側エリア滞在型観光施設運営事

業）基本協定の締結について   

（３）公立大学法人公立鳥取環境大学第３期中期目標（素案）に係るパブリックコメントの

実施結果について   

（４）令和５年度第１回鳥取県総合教育会議の開催結果について 
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（５）県営住宅関係書類の誤送付について 

（６）令和４年度福祉に関するアンケート調査（障害福祉サービスニーズ等調査）の実施結

果について  

（７）平原綾香氏のあいサポート大使就任について  

（８）熱中症予防対策について  

（９）鳥取方式フレイル予防対策検討会の開催概要について  

（10）令和５年度第１回鳥取県国民健康保険運営協議会の結果について  

（11）共和薬品工業（株）鳥取工場の行政処分に係る改善状況について  

（12）本県の新型コロナウイルス感染症の発生状況について 

 

８月２日 

 ～４日 

所管事項に係る県外調査（長野県、富山県） 

○長野県庁 

・「健康⻑寿」世界⼀を目指した取組について 

・オール⻑野で取り組む⽣活困窮者⽀援について 

・信州の屋根ソーラー普及事業に関する取組について 

〇長野県社会福祉協議会 

・児童養護施設との連携強化に関する取組について 

・親の⽀援がない若者が頼れる相談場所「どこでも実家宣言」に関する取組について 

○黒部市下水道バイオマスエネルギー利活用施設 

・汚泥やコーヒー粕、⽣ごみ等とメタンガスを利活用する施設 

〇一般社団法人SMARTふくしラボ 

・クロスモビリティプロジェクトの取組 

（介護現場における送迎業務デジタル化実証実験） 

〇富山県庁 

・富山型デイサービスの推進・普及について 

・ｅスポーツ介護予防促進事業について 

 

８月21日 １ 報告事項 

（１）岸田文雄内閣総理大臣及び小倉將信こども政策担当大臣の鳥取県視察について  

（２）「これからのパパママ講座」の開催について   

（３）令和５年度第１回新生公立鳥取環境大学運営協議会の開催結果について 

（４）孤独・孤立に関する県内アンケート調査の実施結果について  

（５）「鳥取県手話言語条例制定 10 周年記念 第 10 回全国高校生手話パフォーマンス甲 

子園」予選審査会の結果について   

（６）あるくと健康！うごくと元気！キャンペーン（第２弾）の実施について   

（７）更年期障がい医療拠点病院について   

（８）第１回「中山間地域を支える医療人材確保に向けた研究会」の開催結果について  

（９）新型コロナウイルス感染症への対応について   

（10）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

（11）「(仮称）新北条砂丘風力発電事業方法書」に係る鳥取県環境影響評価審査会の開催 

状況について   

（12）星取県フォーラム 2023「輝けふるさと、人も、星も」の開催について  

（13）台風第７号による上下水道施設の被災及び復旧状況について  

（14）令和４年度鳥取県天神川流域下水道事業の経営状況について  

（15）第 14 回中海会議の開催結果について 

（16）鳥取県犯罪被害者に寄り添う支援のあり方検討会（第１回）の開催結果について  

（17）東郷湖羽合臨海公園の指定管理者募集要項（案）の概要について 

 

８月30日 １ 付議案の予備調査 

２ 付託議案の審査 

 

９月13日 所管事項に係る出前県議会（鳥取市） 

〇とりぎん文化会館 第４会議室 
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 ・孤独・孤立対策について 

 

所管事項に係る県内調査（鳥取市） 

○鳥取県東部広域行政管理組合 可燃物処理施設リンピアいなば 

・可燃ごみ処理施設の役割や処理の流れについて 

○因幡環境整備株式会社 いなばエコ・リサイクルセンター 

・プラスチックごみのリサイクルについて 

 

９月20日 １ 付議案の予備調査 

２ 請願・陳情の予備調査 

３ 報告事項 

（１）新型コロナウイルス感染症への対応について 

（２）令和５年度鳥取県庁における障がい者雇用率（速報値）について 

（３）中部総合事務所県民福祉局における個人情報の漏えいについて  

（４）米子市内の保育園におけるハラスメントへの対応について 

（５）（仮称）新北条砂丘風力発電事業の環境影響調査方法書に対する知事意見の提出につ

いて  

（６）鳥取県犯罪被害者に寄り添う支援のあり方検討会（第２回）の概要について  

（７）ＳＮＳを活用した消費者トラブル防止動画コンテストの開催について  

（８）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

10月11日 １ 付託議案の審査 

２ 請願・陳情の審査 

３ 報告事項 

（１）令和５年度保育人材確保・定着に関する実態調査の調査結果について 

（２）「とっとり手話フェス」の開催結果について   

（３）「令和５年度あいサポートとっとり祭（まつり）」の開催について  

（４）訪問介護事業安定確保検討会の開催結果について   

（５）ハンセン病療養所県民交流事業の実施について   

（６）新型コロナウイルス感染症への対応について 

（７）令和５年度版鳥取県環境白書の公表について   

（８）日本ジオパーク委員会によるユネスコ世界ジオパーク再認定審査の事前確認の実施等

について  

（９）令和５年鳥取県地価調査の結果及び地価動向について  

（10）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

11月30日 １ 付議案の予備調査 

２ 請願・陳情の予備調査 

３ 報告事項 

（１）県内の認知症の人の行方不明者事例及び「認知症高齢者等行方不明者に係るガイドラ

イン」の改正について   

（２）第２回「中山間地域を支える医療人材確保に向けた研究会」の開催結果について  

（３）鳥取県と鳥取県災害リハビリテーション支援協会（鳥取 JRAT）との協定締結につい

て  

（４）令和５年度第２回鳥取県国民健康保険運営協議会の結果について  

（５）「大麻グミ」に対する本県の対応について  

（６）新型インフルエンザ等対策訓練の実施等について 

（７）令和５年度第３回子育て王国とっとり会議の開催結果について  

（８）平成 30 年 12 月に発生した皆成学園入所児童の死亡事案について  

（９）公立大学法人公立鳥取環境大学 次期理事長（学長）の任命について  

（10）各種学校（勝田ヶ丘志学館）設置の認可について 

（11）日本ジオパーク委員会によるユネスコ世界ジオパーク再認定審査の事前確認結果につ

いて   

（12）鳥取県環境管理事業センターへの補助金支出に係る住民訴訟の判決について  
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（13）鳥取県犯罪被害者に寄り添う支援のあり方検討会（第３回）の概要について  

（14）盛土規制法に基づく規制区域の指定について  

（15）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

12月４日 １ 付託議案の審査 

 

12月18日 １ 付託議案の審査 

２ 請願・陳情の審査 

３ 報告事項 

（１）保育人材養成、確保及び定着と保育・幼児教育の質の向上に関する学校法人藤田学院

との協定締結について  

（２）民間マッチングアプリ会社と連携した恋活・婚活応援セミナーの開催結果について  

（３）シン・子育て王国とっとり計画骨子（案）に係るパブリックコメントの実施について 

（４）シン・子育て王国とっとりフェスの開催結果について 

（５）平成 30 年 12 月に発生した皆成学園入所児童の死亡事案に係る対応状況について 

（６）ＣＯＰ28 への県内学生の派遣について  

（７）「消費生活に関する県民意識調査」及び「消費者教育に関する教育機関への実態調

査」の実施結果  

（８）県営住宅入居申込者の個人情報流出の恐れのある事案について  

（９）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

（10）鳥取県障がい者プランの改定について  

（11）鳥取県手話言語施策推進計画の改定について  

（12）鳥取県アルコール健康障害・依存症対策推進計画の改定について  

（13）障害者手帳等のマイナンバー紐づけ誤りの点検結果について  

（14）鳥取県高齢者の元気福祉プラン(令和６～８年度)の策定について  

（15）鳥取県自死対策計画及び鳥取県食育推進計画の改定について  

（16）第８次鳥取県保健医療計画の策定状況について  

（17）鳥取県薬物濫用対策推進計画（第３期）の策定について 

 

 

３ 農林水産商工常任委員会 

開催月日 主  要  議  題 

 

１月20日 

 

 

１ 報告事項 

（１）事業承継支援に関する連携協定の締結について  

（２）「とっとり企業紹介フェア」の開催結果について  

（３）「DX 時代の人材投資『リスキリング』はじめの一歩セミナー」の開催結果について  

（４）県内で発生した高病原性鳥インフルエンザの防疫対応の状況について 

（５）公益財団法人鳥取県造林公社経営改革プランの改定（案）について 

（６）漁業権の切替えに係る漁場計画（素案）について  

（７）首都圏アンテナショップ継続にかかる検討状況について 

（８）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

２月14日 

 ～15日 

１ 付議案の予備調査 

２ 報告事項 

（１）令和５年１月 24 日からの大雪に係る農林水産関係被害について  

（２）田んぼダムモデルほ場における実証研修の実施概要及び田んぼダムの推進状況につい

て  

（３）令和４年度日本型直接支払の取組状況について 

（４）鳥取県内での野生いのししにおける豚熱の初確認について  

（５）鳥取県産品の海外での情報発信と輸出支援に係る取組について  

（６）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  

（７）令和４年度第３・四半期各事業実績について 

（８）企業ＢＣＰサイト「トリＢ」（トリビー）の機能拡充について  
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（９）菊田印刷株式会社の鳥取市進出に係る協定書調印式の実施について 

 

２月22日 １ 付託議案の審査 

２ 報告事項 

（１）とっとりうの花ウニまつり～ウニを食べて海を守ろう～の開催について 

（２）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

３月９日 １ 付託議案の審査 

２ 報告事項 

（１）ホワイト物流推進運動に関する県内の取組について  

（２）障がいの有無に関わらず「ともに働く職場づくり」の推進について 

（３）鳥取短期大学での観光人材育成に係る寄付講座の取組状況について 

（４）令和５年緑の募金について  

（５）令和４年における水産物の水揚状況等について  

（６）「四季の県魚」のＳＮＳ大喜利企画の実施状況について 

（７）鳥取海区漁場計画（素案）及び鳥取県内水面漁場計画（素案）に係るパブリックコメ

ントの結果について  

（８）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

５月10日 

 

１ 正副委員長の互選 

２ 付託議案の予備調査（報告事項のみ） 
 

５月19日 １ 報告事項 

（１）食パラダイス・農業生産１千億円推進会議（第１回）の 開催結果について  

（２）令和４年度「鳥取県農業改良普及所外部評価検討会」の開催結果について  

（３）中海干拓県有農地の売渡・貸付の公募について  

（４）農業大学校の学生及び研修生の動向  

（５）とっとり花回廊、鳥取二十世紀梨記念館の指定管理者募集要項（案）の概要について 

（６）園芸試験場河原試験地の研究機能移転について  

（７）高病原性鳥インフルエンザに係る庁内連絡会議の結果及び県内での豚熱発生状況 

（８）鳥取県立二十一世紀の森の指定管理者募集要項（案）の概要について  

（９）松くい虫防除に係る空中散布について 

（10）第６７回鳥取県植樹祭の開催結果について  

（11）令和５年春のアユの遡上状況について 

（12）鳥取県立とっとり賀露かにっこ館の指定管理者募集要項（案）の概要について  

（13）松葉がにの令和４年漁期の水揚状況等について  

（14）鳥取県営境港水産物地方卸売市場及び境漁港の指定管理者審査要項（案）の概要につ

いて  

（15）高度衛生管理型市場 かにかご上屋の完成について 

（16）首都圏アンテナショップ「とっとり・おかやま新橋館」の運営状況(令和４年度実績

等)について  

（17）首都圏アンテナショップ「とっとり・おかやま新橋館」の運営事業者の公募について 

（18）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

（19）物価高騰対策に係る経済関係団体等との情報連絡会議の開催結果について  

（20）円滑な価格適正化の実現に向けた共同宣言について 

（21）産業活力の強化に向けた官民連携会議の開催について  

～ はばたく！鳥取産業未来共創会議 ～  

（22）令和４年度の企業立地等実績について  

（23）県立産業人材育成センターにおける職業訓練の実施状況等について 

（24）「とっとりリモートワーカー育成・活用コンソーシアム」の設立について 

（25）県立ハローワークにおける利用実績状況等について 

 

６月12日 １ 付議案の予備調査 

２ 請願・陳情の予備調査 

３ 報告事項 
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（１）令和４年度取扱事件等の概要について  

（２）「人材確保強化戦略会議」の開催結果について  

（３）令和４年度鳥取県中小企業労働相談所（みなくる）の業務実績について  

（４）鳥取県立農村総合研修所の指定管理者審査要項（案）の概要について  

（５）鳥取県ため池監視システムの運用開始について  

（６）「とっとり共生の里」の活動協定調印式について 

（７）境漁港クロマグロ初水揚げについて  

（８）食パラダイス鳥取県アンバサダー募集開始について 

（９）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

６月14日 １ 付託議案の審査 

 

６月28日 １ 付託議案の審査 

２ 請願・陳情の審査 

３ 報告事項 

（１）令和４年度企業局の経営状況について 

（２）旗ヶ崎工業団地の土地売買契約について  

（３）鳥取県農作業死亡事故警報の発令と緊急啓発活動の実施について 

（４）第５６回全農乾椎茸品評会の結果について 

（５）鳥取県産品の情報発信に係る取組について 

（６）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

７月21日 １ 報告事項 

（１）令和５年７月１３日の大雨に係る農林水産業被害について 

（２）トスク店舗承継に係る状況等について  

（３）主要農産物の生産販売状況について  

（４）令和５年度第１回鳥取県みどりの食料システム戦略会議開催結果について 

（５）鳥獣被害対策の取組状況等について 

（６）種雄牛「智頭白鵬（ちづはくほう）」号が県内過去最高成績で現場後代検定試験を

終了  

（７）とっとり出合いの森の指定管理者募集要項（案）の概要について 

（８）Tottori Forestry Innovation + 提案採択事業者への表彰について 

（９）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  

（10）とっとりＳＤＧｓ企業認証制度の第２回認証結果について 

（11）鳥取砂丘月面実証フィールドのオープンについて  

（12）とっとりバイオフロンティアの指定管理者審査要項（案）の概要について 

（13）物流の 2024 年問題解決に向けた官民連携緊急会議の開催結果について 

（14）最近の境港利用促進に向けた取組について 

（15）新たな海外市場へのビジネス展開支援の取組について  

（16）キャリアデザインＬａｂ(ラボ)の開設について 

 

８月８日 

 ～10日 

所管事項に係る県外調査（長野県） 

○長野県庁 

 ・信州ＩＴバレー構想 

○シソーラス株式会社 

 ・ＩＴ産業の集積、ＩＴ人材の確保・育成の実態について 

○ＪＡ佐久浅間望月土づくりセンター 

 ・ペレット堆肥について 

○有限会社トップリバー 

 ・大規模農業経営、女性社長、経営研修 

 

８月21日 １ 報告事項 

（１）株式会社ジャパンディスプレイ鳥取工場の動向と対応状況等について  

（２）県内技術・素材を実装したＥＶの実験走行開始について 
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（３）委託先事業者による個人情報の漏洩について  

（４）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

（５）令和５年度第１・四半期各事業実績について  

（６）台風第７号による佐治発電所内への浸水について 

（７）令和５年台風第７号に係る農林水産業被害について 

（８）鳥取県農作業死亡事故警報の発令と緊急啓発活動の実施について 

（９）第１４回中海会議の開催結果について 

（10）とっとり出合いの森新エリア（旧鳥取少年自然の家跡地）の整備状況と愛称の決定に

ついて  

（11）首都圏アンテナショップの運営事業者について 

（12）とっとりスイーツフェスタの開催について 

（13）もっと地産地消月間の開始について  

（14）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

８月30日 １ 付議案の予備調査 

２ 付託議案の審査 

 

９月４日 

  

所管事項に係る出前県議会（鳥取市） 

○鳥取県農業試験場大会議室 

 ・有機農業、特別栽培等の現状と課題、今後の発展について 

 

所管事項に係る県内調査（鳥取市） 

○鳥取県農業試験場会議室・試験圃場 

・農業関係の試験研究について 

・田んぼダムモデル実証について 

〇鳥取市河原町中井被災ほ場 

 ・台風第７号の農業被災状況について 

 

９月20日 １ 付議案の予備調査 

２ 報告事項 

（１）鳥取県東部における県外企業（サテライト拠点）の立地決定について  

（２）鳥取県中小企業団体中央会と鳥取県による新会館整備及び県内中小企業支援に係る連

携協定の締結について  

（３）令和５年度鳥取県多文化共生支援ネットワーク会議の開催結果について 

（４）令和５年度鳥取県障がい者雇用推進会議の開催結果について 

（５）経済団体への障がい者雇用推進の要請について 

（６）「持続発展的なリモートワーカー育成等に関する協定」の締結について  

（７）小鹿第二発電所の再整備工事完了に伴う運営開始について 

（８）令和５年台風第７号に係る農林水産関係被害について 

（９）漁業権の免許について  

（10）（有）北陽水産のかにかご漁船の衝突事故について 

（11）ベニズワイガニ漁の解禁について  

（12）「食パラダイス鳥取県カーニバル」首都圏メディア発表会について 

（13）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

 

10月11日 １ 付託議案の審査 

２ 報告事項 

（１）農林水産部試験研究課題に係る令和５年度外部評価の結果について  

（２）主要農産物の生産販売状況について 

（３）鳥取県立とっとり花回廊に係る指定管理候補者審査会の結果について  

（４）鳥取県立鳥取二十世紀梨記念館に係る指定管理候補者審査会の結果について  

（５）鳥取県立二十一世紀の森に係る指定管理候補者審査会の結果について  

（６）第３回日本伐木チャンピオンシップ in 鳥取の開催について 
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（７）台湾台中市での鳥取県産木材製品のショールーム開設について 

（８）鳥取県立とっとり賀露かにっこ館に係る指定管理候補者審査会の結果について 

（９）鳥取県産品の情報発信に係る取組について 

 

11月30日 １ 付議案の予備調査 

２ 報告事項 

（１）令和５年度第２・四半期各事業実績について  

（２）令和５年度上半期の経営状況及び決算見込みについて 

（３）小鹿第一発電所（鳥取県営水力発電所再整備・運営等事業）の公共施設等運営権設定

時期の延期について  

（４）日野川工業用水道におけるＰＣ管外面目視調査の結果について 

（５）袋川発電所及び新幡郷発電所の故障について  

（６）令和５年度上半期取扱事件等の概要について  

（７）株式会社グッドスマイルカンパニーの倉吉市内への第二工場新設に係る協定書調印式

の実施について  

（８）株式会社源吉兆庵の県内三拠点目となる新工場建設に係る協定書調印式の実施につい

て  

（９）第12回北東アジア産業技術フォーラムの開催結果について 

（10）経済対策等に係る商工団体・金融機関等との情報連絡会議の開催結果について  

（11）「鳥取県雇用人材局メールサービス」からの個人情報の流出について  

（12）第43回全国障害者技能競技大会（アビリンピック）での受賞について  

（13）技能関係表彰及び鳥取県技能祭の開催について  

（14）令和５年度鳥取県スーパー工業士認定証授与式の開催結果について  

（15）「とっとり農業人フェア」の開催について  

（16）「2023 ため池フォーラム in とっとり」の開催結果について 

（17）「第３回日本伐木チャンピオンシップ in 鳥取」の開催結果について 

（18）米国バーモント州との姉妹提携５周年記念行事及び「食パラダイス鳥取県 in NY」の

開催等について 

（19）鳥取県ブランド保護・向上のための取組について 

（20）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

12月４日 １ 付託議案の審査 

 

12月18日 １ 付託議案の審査 

２ 報告事項 

（１）令和６年産米の生産数量目標について  

（２）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

 

４ 地域県土警察常任委員会    ※令和５年７月28日付で地域づくり県土警察常任委員会から改称 

開催月日 主  要  議  題 

 

１月20日 

 

 

１ 報告事項 

（１）令和４年中の交通事故発生状況について  

（２）令和新時代とっとり元気フェス・とっとり研志塾フォーラムの開催結果について  

（３）青谷かみじち史跡公園の指定管理者募集要項の概要について  

（４）島根原子力発電所の安全対策等の状況について（第 10 報）  

（５）原子力防災支援基地の運用開始について  

（６）令和４年鳥取県消防防災航空隊の活動状況について  

（７）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  

（８）「第 22 回住みよい県土づくり表彰式」について   

（９）一般国道 178 号「岩美道路」の全線開通について  

（10）鳥取砂丘コナン空港の今期コンセッション変更実施契約に向けた対応状況について  

（11）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  
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（12）うさぎ年戦略会議「白うさぎ年！ウサミットｉｎとっとり」の開催 結果について  

（13）全日本空輸（株）東京便の夏ダイヤについて   

（14）第 11 回国際マンガコンテスト実施結果及び表彰式の開催について  

（15）首都圏アンテナショップ継続にかかる検討状況について 

 

２月14日 

 ～15日 

１ 付議案の予備調査 

２ 請願・陳情の予備調査 

３ 報告事項 

（１）令和４年における犯罪抑止総合対策の推進状況について  

（２）１月 24 日からの大雪による被害状況等について 

（３）島根原子力発電所の安全対策等の状況について（第 11 報）  

（４）消防団の魅力発信動画の公開について  

（５）令和４年中の火災発生状況及び救急救助活動状況について  

（６）「鳥取港脱炭素化推進協議会」の開催について  

（７）枠予算（単県公共事業）の執行状況について 

（８）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  

（９）第４回鳥取県サイクルツーリズム推進・連携会議の開催結果について  

（10）インバウンド再開後の国際チャーター便就航について  

（11）旅券の電子申請及び旅券手数料電子納付の開始について  

（12）水木しげる記念館・青山剛昌ふるさと館の再整備の現状について  

（13）まんが王国とっとりの取組について  

（14）首都圏における情報発信等について  

（15）関西圏における情報発信等について  

（16）関西圏の大学と連携したＵターン就職支援事業等の実施状況について  

（17）米子新体育館整備事業に係る実施方針及び要求水準書（案）の公表について 

（18）特別国民体育大会冬季大会における鳥取県選手団のスケート競技結果 及びスキー競

技出場者について  

（19）空き家利活用コンテスト 2022 の結果について   

（20）鳥取県東部地域交通まちづくり活性化会議の開催について  

（21）文化財の県指定等について 

（22）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

２月22日 １ 付託議案の審査 

２ 報告事項 

（１） 警察庁主催「令和４年度サイバーコンテスト（サイバー捜査部門）」 決勝の出場結 

果について 

 

３月９日 １ 付託議案の審査 

２ 請願・陳情の審査 

３ 報告事項 

（１）「令和４年政策評価報告書」及び「令和５年推進・評価計画書」の策定について  

（２）浜坂先端技術実証フィールドにおける技術講習会の実施について  

（３）樋門操作の省力化推進について 

（４）鳥取砂丘コナン空港と周辺観光地等を結ぶ二次交通改善活動プラットフォーム（第３

回会議）の開催結果について 

（５）国際クルーズ客船の寄港について 

（６）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  

（７）島根原子力発電所１号機廃止措置の実施状況等について（第９報）  

（８）島根原子力発電所の安全対策等の状況について（第 12 報）  

（９）鳥取県版避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）の完成について  

（10）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について   

（11）インバウンドの最近の主な動きについて  

（12）「赤坂サウナ祭り」への鳥取県ブース出展について  

（13）特別国民体育大会冬季大会における鳥取県選手団のスキー競技結果について 
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（14）スポーツ戦略会議の開催結果について 

（15）米子駅周辺地域を中心としたまちの賑わいづくりに関する協定締結について  

（16）ＪＡ生活店舗廃止方針に対する県の対応状況について  

（17）みんなで地方創生事業の執行状況について 

 

５月10日 

 

１ 正副委員長の互選 

２ 付託議案の予備調査（報告事項のみ） 

 

５月19日 １ 報告事項 

（１）自転車乗車中の交通事故発生状況について  

（２）一般国道 313 号車両衝突事故損害賠償請求訴訟（令和４年（ワ）第 21 号）に係る

判決について  

（３）令和５年ＧＷ期間中における鳥取砂丘周辺道路の渋滞状況について  

（４）令和５年度鳥取県水防訓練の実施について   

（５）鳥取県営境港水産物地方卸売市場及び境漁港の指定管理者審査要項 （案）の概要に

ついて  

（６）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  

（７）鳥取県地域防災計画（原子力災害対策編を除く）の修正に係るパブリックコメントの

実施について   

（８）倒木被害防災・減災対策連絡会の設立について   

（９）島根原子力発電所の安全対策等の状況について（第 13 報）  

（10）鳥取県地域防災計画（原子力災害対策編）及び鳥取県広域住民避難計画（島根原子力

発電所事故対応）の修正に係るパブリックコメントの実施について  

（11）鳥取県原子力安全顧問の自己申告について 

（12）羽田発着枠政策コンテストの中間評価結果について   

（13）鳥取県立夢みなとタワーの指定管理者募集要項（案）の概要について  

（14）韓国、台湾チャーター便就航結果について  

（15）観光庁「地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり」のモデル観光地認定

について  

（16）2025 大阪・関西万博に係る鳥取県ゾーン展示基本計画案について  

（17）対面による国際交流の再開等について  

（18）「まんが王国とっとり 2.0」の起動について  

（19）第 52 回日本漫画家協会賞「まんが王国とっとり賞」受賞作品決定に ついて  

（20）首都圏アンテナショップ「とっとり・おかやま新橋館」の運営状況（令和４年度実績

等）について  

（21）首都圏アンテナショップ「とっとり・おかやま新橋館」の運営事業者の公募について 

（22）令和４年度各種広聴事業の実施状況について   

（23）文化政策課所管文化施設の指定管理者の審査要項（案）の概要について 

（24）第２回市町・ＪＡ・県による買物環境確保に係る対策協議会の開催結果について  

（25）鳥取ジュニアアスリートの発掘・育成状況について  

（26）スポーツ課所管社会体育施設の指定管理者募集要項（案）の概要について  

（27）第 36 回全国健康福祉祭とっとり大会（ねんりんピックはばたけ鳥取2024）に向けた

取組状況について  

（28）中山間地域における生活サービス等の持続性確保に係る検討会議の開催結果について

（29）むきばんだ史跡公園の指定管理者募集要項（案）の概要について 

 

６月12日 １ 付議案の予備調査 

２ 請願・陳情の予備調査 

３ 報告事項 

（１）直轄警察犬の運用状況等について 

（２）三井住友海上火災保険株式会社との損害調査結果の提供及び利用に関する協定締結に

ついて 

（３）北朝鮮による「衛星」と称する弾道ミサイル発射に対する県の対応について 

（４）島根原子力発電所の安全対策等の状況について（第１４報）  
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（５）最近の主なインバウンドプロモーションについて 

（６）首都圏における情報発信等について 

（７）関西圏における情報発信等について 

（８）中京圏における情報発信等について 

（９）皆生・大山 SEA TO SUMMIT、大山夏山開き祭について 

（10）一般国道 313 号車両衝突事故損害賠償請求訴訟事件の控訴について 

（11）鳥取砂丘コナン空港第２期コンセッション総合的アドバイザリー業務の契約締結につ

いて 

（12）鳥取県立みなとさかい交流館の指定管理者審査要項（案）の概要について  

（13）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  

（14）重要土地等調査法による区域指定候補地の意見聴取について  

（15）鳥取県スポーツ顕彰の授与について 

（16）令和 15 年国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会準備委員会の設立及びパリオ

リ・パラ、ねんりんピック、国スポ・全スポ応援イベントについて 

（17）第 36 回全国健康福祉祭とっとり大会（ねんりんピックはばたけ鳥取2024）に向けた

取組状況について  

（18）鳥取県とＪＲ西日本山陰支社との連携会議の開催について 

 

６月14日 １ 付託議案の審査 

 

６月28日 １ 付託議案の審査 

２ 請願・陳情の審査 

３ 報告事項 

（１）山岳遭難防止対策の推進について 

（２）鳥取県地域防災計画(原子力災害対策編を除く)の修正案に係る意見募集結果について 

（３）鳥取県地域防災計画（原子力災害対策編）及び鳥取県広域住民避難計画（島根原子力

発電所事故対応）の修正案に係る意見募集結果について 

（４）島根原子力発電所の安全対策等の状況について（第 15 報） 

（５）道路維持工事に係る損害賠償請求について  

（６）米子駅南北自由通路の開通並びに米子駅新駅舎の開業について  

（７）布勢スプリントへのジャマイカ選手出場等について   

（８）2023 アジア・ウオーキング・フェスタｉｎ鳥取の開催結果について  

（９）「ウェルカニとっとり得々割」の事業期間延長について  

（10）2025 大阪・関西万博に係る鳥取県ゾーン等展示基本計画の策定について  

（11）「観光再始動事業（観光庁）」の採択について  

（12）「鬼太郎＆悪魔くんフェス 夏」の開催について  

（13）海外でのまんが王国とっとりの発信について 

 

７月21日 １ 報告事項 

（１）令和５年上半期における特殊詐欺の現状及び対策について  

（２）令和４年度鳥取県への移住者数について 

（３）「日本サウナ学会総会 2023」の鳥取県開催決定について  

（４）米子香港連続国際チャーター便の就航について 

（５）米子ソウル国際定期便の運航再開及び江原特別自治道との新たな協定締結について  

（６）水木しげるロード関係の事業展開について 

（７）７月 13 日の大雨に係る被害状況等について 

（８）島根原子力発電所の安全対策等の状況について（第 16 報）  

（９）原子力災害時に備えた避難先及び避難経路確認訓練（米子市）の実施結果について  

（10）令和５年度第１回鳥取県原子力安全顧問会議の開催結果について  

（11）第 69 回鳥取県消防ポンプ操法大会の開催結果について  

（12）トスク店舗承継に係る状況等について  

（13）米子新体育館（米子アリーナ）整備に係る募集要項等の公表について  

（14）鳥取県立米子産業体育館の指定管理者募集要項（案）の概要について  

（15）鳥取県民スポーツ・レクリエーション祭に係る個人情報の流出について  
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（16）第４回米子駅周辺活性化連携会議の開催について  

（17）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

（18）建設技術実証フィールドのオープンについて  

（19）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

 

８月８日 

 ～10日 

所管事項に係る県外調査（富山県、長野県） 

○富山県警 

 ・山岳遭難事故防止に向けた取組 

○海の駅 蜃気楼 

 ・サイクルツーリズムの推進による観光地域づくりの取組 

（ナショナルサイクルルートの視察） 

○朝日町役場 

 ・マイカーを活用した共助型公共交通の取組 

○長野県庁 

 ・消防団員確保に向けた取組 

○一般社団法人長野県観光機構 

 ・アドベンチャーツーリズムの推進に向けた取組 

 

８月21日 １ 報告事項 

（１）令和５年上半期の交通事故発生状況について  

（２）江府町江尾での火災に係る焼損建物の撤去等支援について  

（３）とっとり共創型交通プロジェクトの事業採択について  

（４）鳥取県西部地域公共交通計画の策定に向けたパブリックコメントについて  

（５）ＡＮＡ「旅ＣＵＢＥ」（経路検索＆旅行プランニングの新サービス）の開始について  

（６）空港型地方創生のトップランナー（（株）南紀白浜エアポート）から学ぶ会の開催に

ついて 

（７）令和４年観光客入込動態調査結果について   

（８）映画「ＳＡＮＤ ＬＡＮＤ」応援企画について  

（９）最近の主なインバウンドプロモーションについて  

（10）モンゴル中央県設立 100 周年記念事業参加及び友好交流 25 周年記念事業の実施に

ついて  

（11）「まんが甲子園」で米子高等学校が最優秀賞を受賞  

（12）令和５年台風第７号に係る災害の状況について 

（13）島根原子力発電所の安全対策等の状況について（第 17 報）  

（14）島根原子力発電所１号機の廃止措置計画に係る事前報告について  

（15）島根原子力発電所１号機第５回定期事業者検査の実施に係る申し入れについて  

（16）令和５年度第２回原子力安全顧問会議の開催結果について  

（17）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  

（18）令和５年台風第７号による被害状況について（県土整備部関連） 

（19）県道樗谿公園線の倒木事故をうけての緊急点検について  

（20）高速道路のミッシングリンクを解消し日本の再生を実現する 10 県知事会議の要望に

ついて  

（21）北条湯原道路（倉吉西ＩＣ～（仮称）福山ＩＣ間）の開通見通しについて 

（22）第 14 回中海会議の開催結果について  

（23）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

（24）令和５年度普通交付税（市町村分）の交付額について  

（25）「伸びのびトークｉｎ日野町」の開催結果について  

（26）「未来構想キャンプ 2023ｉｎ鳥取（日南町）」の開催結果について  

（27）「ソーシャルイノベーション合宿」の開催結果について  

（28）「とっとり若者活躍局」の発足について  

（29）「第２回多様な性を認め合う社会づくり研究会」の開催結果について  

（30）三上紗也可選手（水泳・飛込）のパリ五輪出場内定について  

（31）ねんりんピックはばたけ鳥取 2024 公式 YouTube チャンネルの開設について 

（32）鳥取県西部総合事務所３号館・米子市役所糀町庁舎の竣工について 
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８月22日 所管事項に係る県内調査（境港市） 

〇境港公共マリーナ 

〇昭和南 国際コンテナターミナル 

 

８月30日 １ 付議案の予備調査 

２ 付託議案の審査 

３ その他の議題 

島根原子力発電所１号機の廃止措置計画に係る参考人招致について 

 

９月19日 １ 所管事項に係る参考人からの意見聴取 

 

９月20日 １ 付議案の予備調査 

２ 請願・陳情の予備調査 

３ 報告事項 

（１）「鳥取県地域安全フォーラム 2023」の開催について 

（２）秋の全国交通安全運動の実施について 

（３）県道樗谿公園線における倒木事故を受けた道路植栽（高木）の調査結果について 

（４）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  

（５）「とっとり防災フェスタ 2023」の開催について  

（６）島根原子力発電所の安全対策等の状況について（第 18 報）  

（７）令和５年度第３回鳥取県原子力安全顧問会議の開催結果について  

（８）令和５年度第１回鳥取県原子力安全対策合同会議の開催結果について  

（９）令和５年度鳥取県原子力防災訓練(人形峠環境技術センター対応)の実施結果について 

（10）令和５年度全国少年消防クラブ交流大会の開催結果について  

（11）市町・ＪＡ・県によるトスク関連情報連絡会議の開催結果について  

（12）令和５年度「蟹取県ウェルカニキャンペーン」について 

（13）「日本サウナ学会総会 2023・ととのうとっとりサウナフェス」の開催について 

（14）台湾トップセールス及びタイガーエア台湾との覚書締結  

（15）最近の主なインバウンドプロモーション等について  

（16）台中市と鳥取県による友好交流協定締結５周年記念式典への出席について 

（17）まんが王国とっとり作品展の開催について  

（18）投票率低下防止等に向けた政治参画のあり方研究会（第１回）の開催結果について 

（19）とっとり県民の日（９月 12 日）にかかる各種取組の実施について  

（20）とっとりＳＤＧｓネットワーク会議の開催結果及び「とっとりＳＤＧｓシーズン 

  2023」の実施について 

（21）第 67 回鳥取県美術展覧会（県展）の開催について 

（22）とっとり安心ファミリーシップ制度の導入について  

（23）競技力向上対策本部会議の開催結果について  

（24）特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」、特別全国障害者スポーツ大会「燃ゆ

る感動かごしま大会」の概要について 

（25）文化財の県指定等について 

（26）青谷かみじち史跡公園の整備状況について 

 

10月10日 所管事項に係る県内調査（鳥取市、八頭町） 

〇佐治川・佐治川ダム・北谷川砂防堰堤・県道麻生国府線 

・令和５年台風第７号に係る被災地の視察 

 

10月11日 １ 付託議案の審査 

２ 請願・陳情の審査 

３ 報告事項 

（１）第 31 回暴力追放鳥取県民大会の開催について 

（２）島根原子力発電所の安全対策等の状況について（第 19 報）  

（３）島根原子力発電所１号機の廃止措置計画変更に係る事前報告に対する回答（案）につ
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いて  

（４）高圧ガス許認可手数料の誤徴収について 

（５）投票率低下防止等に向けた政治参画のあり方研究会（第２回）の開催結果について  

（６）鳥取県の政策に関する県民意識調査の結果について 

（７）第 19 回アジア競技大会における鳥取県関係日本代表選手の結果について 

（８）測量等業務に係る県土整備部優良業務表彰等について  

（９）道の駅「三朝・楽市楽座」の物販施設の一時休止について  

（10）中海・宍道湖・大山圏域活性化シンポジウムの開催結果について  

（11）鳥取県立みなとさかい交流館に係る指定管理候補者審査会の結果について 

（12）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  

（13）鳥取砂丘コナン空港第２期コンセッションの実施に向けた進捗状況について 

 

11月22日 所管事項に係る出前県議会（鳥取市） 

○県民ふれあい会館 

 ・「投票率向上を目指して」 

 

11月30日 １ 付議案の予備調査 

２ 報告事項 

（１）年末及び年始における特別警戒取締りの実施について 

（２）島根原子力発電所の安全対策等の状況について（第 20 報）  

（３）島根原子力発電所１号機の廃止措置計画変更に係る中国電力への回答等について 

（４）令和５年度鳥取県原子力防災訓練の実施結果について  

（５）原子力防災支援基地（江府町）運用開始について 

（６）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  

（７）投票率低下防止等に向けた政治参画のあり方研究会（第３回）の開催結果について  

（８）令和４年度決算(市町村分)に係る健全化判断比率・資金不足比率(確定値)について  

（９）「伸びのびトークｉｎ三朝町」の開催結果について 

（10）令和５年度鳥取県パートナー県政推進会議の開催結果について  

（11）令和５年県政モニタリング事業の実施結果について 

（12）とっとりの若者による政策提案会について 

（13）令和５年度鳥取県文化功労賞・鳥取県文化奨励賞受賞者の決定について 

（14）（公財）鳥取県文化振興財団の基本財産の取扱いについて  

（15）第５回万葉の郷とっとりけん全国高校生短歌大会の開催結果について  

（16）第21回鳥取県ジュニア美術展覧会の審査結果通知における個人情報の漏えいについて 

（17）ジャマイカ選手団のキャンプ実施に係る覚書締結及び同国との交流協議について  

（18）特別国民体育大会・特別全国障害者スポーツ大会における鳥取県選手団の結果につい

  て 

（19）第２回競技力向上対策本部会議の開催結果について 

（20）鳥取県スポーツ顕彰の授与式及び激励会について 

（21）杭州 2022 アジアパラ競技大会における本県関係選手の結果について  

（22）ねんりんピックはばたけ鳥取 2024 に向けた準備状況について  

（23）県内文化財の新規国登録について  

（24）県内文化財の国史跡指定について 

（25）とっとり弥生の王国フェスタ（むきばんだフェスタ・青谷かみじちフェスタ）の開催

について 

（26）鳥取市佐治町における台風７号災害からの復興への取組について  

（27）韓国江原特別自治道「第 29 回原州国際ツーデーウォーク」への参加について 

（28）鳥取県日野郡連携会議の開催結果について 

（29）「第 23 回住みよい県土づくり表彰式」について 

（30）一般国道 313 号車両衝突事故損害賠償請求控訴事件（令和５年（ネ）第 13 号）に

係る判決について  

（31）冬期道路交通確保対策会議の開催について 

（32）国道 29 号津ノ井バイパス整備にかかる国要望について 

（33）中国横断自動車道岡山米子線(蒜山ＩＣ～境港間)整備促進総決起大会の開催について 
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（34）高速道路のミッシングリンクを解消し日本の再生を実現する 10 県知事会議の要望に

ついて 

（35）中海・宍道湖８の字ルート整備推進にかかる国要望について 

（36）西日本砕石有限会社に対する債権について  

（37）鳥取県土砂災害警戒情報検討委員会の開催結果について 

（38）境港における災害時海上輸送応援等に関する協定の締結について  

（39）鳥取港港湾区域内の放置艇９隻に対する行政代執行の着手について 

（40）鳥取県地方港湾審議会の開催結果について  

（41）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  

（42）「鳥取県中山間地域振興行動指針」の改訂について  

（43）令和５年度上半期の鳥取県への移住者数について  

（44）令和４年度末本県出身大学生等の県内就職状況等について  

（45）とっとりまるごと移住カーニバル！2023 の開催結果について  

（46）トスク・Ａコープ閉店等に伴う買物環境確保対策の状況等について  

（47）公共交通のドライバー確保に向けた取組について 

（48）日本サウナ学会総会 2023・「ととのうとっとり」サウナフェス開催結果 

（49）国際航空路線の最近の動きについて 

（50）韓国江原特別自治道との交流状況について 

（51）米国バーモント州との姉妹提携５周年記念行事及び「食パラダイス鳥取県ｉｎ  

ＮＹ」の開催等  

（52）イスラエルから避難された御家族の状況等について 

（53）ジャマイカ選手団のキャンプ実施に係る覚書締結及び同国との交流協議について  

（54）「スーパーはくと名探偵コナン号」の運行開始について  

（55）調布市「ゲゲゲ忌」における情報発信について 

 

12月４日 １ 付託議案の審査 

 

12月18日 １ 付託議案の審査 

２ 報告事項 

（１）令和６年鳥取県警察運営指針及び重点目標について  

（２）一定の病気等に係る運転者対策の推進状況について  

（３）島根原子力発電所の安全対策等の状況について（第 21 報）  

（４）令和６年消防出初式について 

（５）令和５年度の災害査定状況について（県土整備部関連） 

（６）国道 183 号鍵掛峠道路の事業再評価について  

（７）一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について  

（８）コミュニティ・ドライブ・シェア（鳥取型ライド・シェア）の推進に関する国への要

望について 

（９）ＪＲ西日本令和６年春ダイヤ改正等の動き  

（10）投票率低下防止等に向けた政治参画のあり方研究会（第４回）の開催結果について  

（11）北朝鮮人権侵害問題啓発週間の取組について  

（12）ねんりんピックはばたけ鳥取 2024 に向けた準備状況について  

（13）西部総合事務所３号館・米子市役所糀町庁舎内でのデジタルカメラの紛失について 
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第２節 議会運営委員会 

 

開催月日 主  要  議  題   

 

２月６日 

 

１ ２月定例会について 

２ 仮議長選任の議長委任について 

３ 議員全員協議会の開催について 

４ 県政に対する代表質問について 

５ 発言通告書の提出期限について 

６ 議員提出議案の提出期限について 

７ 特別委員会の廃止について 

８ 請願・陳情の提出期限及び受理期限について 

９ その他 

 

２月27日 １ 追加議案について（日程追加） 

 

３月10日 １ 議員提出議案について 

２ 陳情の取下げの承認について 

 

３月13日 １ 議員提出議案について（日程追加） 

２ その他 

 

５月10日 １ 委員長の互選について 

２ 副委員長の互選について 

３ 常任委員の選任について 

４ 議案第１号「鳥取県監査委員の選任について」について 

５ 関西広域連合議会議員及び境港管理組合議会議員の選挙について 

６ 閉会中の継続調査について 

７ その他 

 

６月２日 １ ６月定例会について 

２ 議席の一部変更等について 

３ 議員全員協議会の開催について 

４ 県政に対する代表質問について 

５ 代表質問、一般質問及び質疑に対する委任答弁者について 

６ 発言通告書の提出期限について 

７ 議員提出議案の提出期限について 

８ 請願・陳情の受け付け期限について 

 

６月14日 １ 請願・陳情の予備調査 

２ その他 

 

６月20日 １ 追加議案（人事案件）について（日程追加） 

２ 鳥取県議会委員会条例の一部改正について 

３ 特別委員会の設置について（日程追加） 

 

６月23日 １ 特別委員会の設置について 

 

６月26日 １ 特別委員会の設置について 

２ 関西広域連合議会議員の選挙について 

３ 議事日程の変更について 

 

６月29日 １ 議員提出議案について 

２ 特別委員会の設置について（日程追加） 
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３ 請願・陳情の審査について 

４ その他 

 

６月30日 １ 議員提出議案 について（日程追加） 

２ ９月定例会の議事日程案について 

３ その他 

 

８月21日 １ 臨時会の招集請求について 

２ 会期及び日程について 

３ 発言通告書の提出期限について 

４ 質疑の人数について 

 

８月30日 １ 議員提出議案について 

２ 代表質問、一般質問及び質疑に対する委任答弁者について 

３ その他 

 

９月12日 １ 常任委員の所属変更について 

２ ９月定例会について 

３ 県政に対する代表質問について 

４ 発言通告書の提出期限について 

５ 議員提出議案の提出期限について 

６ 請願・陳情の提出期限及び受理期限について 

７ 請願・陳情の採決方法について 

８ その他 

 

10月２日 １ 追加議案（人事案件）について（日程追加） 

２ 境港管理組合議会議員の選挙について（日程追加） 

３ 請願・陳情の採決方法について 

 

10月12日 １ 議員提出議案について 

２ 議席の一部変更について（日程追加） 

３ 地域県土警察常任委員長の調査活動報告について  

 

10月13日 １ 議員提出議案について（日程追加） 

２ 議員派遣の件について（日程追加） 

３ 11月定例会の議事日程案について 

 

11月22日 １ 11月定例会について 

２ 県政に対する代表質問について 

３ 発言通告書の提出期限について 

４ 選挙管理委員及び補充員の選挙について 

５ 議員提出議案の提出期限について 

６ 請願・陳情の提出期限及び受理期限について 

 

12月８日 １ 追加議案（人事案件）について（日程追加） 

２ その他 

 

12月19日 １ 議員提出議案について 

 

12月20日 １ 選挙管理委員及び補充員の選挙について 

２ 議員提出議案について（日程追加） 

３ ２月定例会の議事日程案について 
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第３節 特別委員会 

 

１ 決算審査特別委員会（令和４年度） 

開催月日 主  要  議  題   

 

３月10日 

 

１ 執行部の概要説明 指摘事項に対する対応状況について 

２ 決算審査資料の見直しについて 

３ 調査活動報告について 

４ 決算審査特別委員会の廃止について 

５ その他 

 

 

２ 決算審査特別委員会（令和５年度） 

開催月日 主  要  議  題   

 

６月29日 

 

１ 正副委員長の互選 

２ 審査及び調査の方法 

３ 令和４年度決算に係る決算審査特別委員会審査日程 

４ 閉会中の継続調査について 

 

９月19日 １ 主査の人選について 

２ その他 

 

10月12日 １ 執行部及び監査委員の決算状況等に関する概要説明 

ア 令和４年度の財政概要について 

 イ 令和４年度の一般会計、特別会計(天神川流域下水道事業会計、企業会計、 病院事業

会計を除く)の決算概要について  

 ウ 令和４年度の天神川流域下水道事業会計決算概要について 

 エ 令和４年度の県営企業会計決算概要について 

 オ 令和４年度の病院事業会計決算概要について 

 カ 令和４年度決算審査意見の概要について  

 キ 鳥取県債権回収計画等に関する条例に基づく議会への報告の概要について 

２ 前年度の指摘事項に対する対応状況について 

３ 継続審査について 

４ 分科会の審査についての要望について 

５ その他 

 

12月19日 １ 令和４年度決算議案の認否について 

２ 決算審査特別委員会委員長報告及び口頭指摘事項について 

３ 指摘の方法について 

４ その他 

 

 

３ 議員定数等調査検討特別委員会 

開催月日 主  要  議  題 

 
６月29日 

 
１ 正副委員長の互選 

２ 鳥取県議会議員定数等調査検討委員会からの申送り事項について 

３ 鳥取県議会議員の定数等調査検討スケジュール（想定案） 

４ 閉会中の継続調査について 

 

10月11日 １ 定数の見直しの要否について 

２ 選挙区の見直しの要否について 
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12月18日 １ 今後の調査検討の進め方について 

２ その他について 

 

 

４ 人口減少社会問題調査特別委員会 

開催月日 主  要  議  題 

 
６月29日 

 
１ 正副委員長の互選 

２ 重点調査事項について 

３ 閉会中の継続調査について 

 

10月12日 １ 委員会の運営について 

２ 本県の将来人口推計 

３ 個別課題に係る現状と県の取組状況 

４ 協議事項 

５ 閉会中の継続調査について 

 

12月19日 １ 個別課題に係る現状と県の取組状況 

２ 協議事項 

３ 閉会中の継続調査について 
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第４節 協議等の場 

 

１ 代表者会議 

開催月日 主  要  議  題 

 

４月17日 

 

１ 今後のスケジュール（案）について 

２ 議員全員協議会の開催及び座長について 

３ 世話人会について 

４ 会派届について 

 

５月19日 １ 議会改革推進会議の委員について 

２ 広報委員会の委員について 

３ 令和５年度高校生議会の担当議員について 

４ 令和５年度の県外調査及び議員海外派遣等について 

５ 議場等改修に係る令和５年度議会事務局６月補正予算要求について 

 

６月９日 １ 令和５年度議員海外派遣・国際交流事業について 

２ 議会改革推進会議委員について 

３ 広報委員会委員について 

 

６月28日 １ 令和５年度議員海外派遣について 

７月７日 １ 韓国江原道議会との交流について 

２ 現職議員の逮捕等について 

 

７月21日 １ 韓国江原特別自治道議会との交流について 

２ 政治倫理審査会の委員等について  

３ 議員報酬等の支給制限について 

 

８月18日 １ 台風第７号に係る災害の状況及び対策予算について 

２ 政府への緊急要望について 

３ 逮捕、勾留等における議員報酬等の支給制限について 

４ 逮捕、勾留等における政務活動費の取扱いについて 

 

９月19日 １ 県議会における綱紀粛正について 

 

10月３日 １ 政治倫理審査会の設置について 

 

11月22日 １ 議場等における今後の感染防止対策について 

２ 議場等改修に係る令和５年度11月補正予算要求について 

 

11月29日 １ 鳥取県議会議員の議員報酬及び期末手当の取扱いについて  

２ 令和６年度議会事務局当初予算要求について 

 

12月８日 １ 鳥取県議会議員の議員報酬及び期末手当の取扱いについて 

２ 令和６年度議会事務局当初予算要求について 

３ 江原特別自治道議会との交流事業について 

 

 

２ 鳥取県議会新型コロナウイルス感染症対策代表者会議 

開催月日 主  要  議  題 

 

２月６日 

 

１ 本会議場傍聴席の制限緩和について 
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５月19日 １ 新型コロナウイルス感染症の５類移行後の対応について 

 

 

３ 議員全員協議会 

開催月日 主  要  議  題 

 

２月13日 

 

１ 令和５年度当初予算案 

２ 令和５年度組織・定数改正案 

 

５月１日 １ ５月臨時会について 

２ 世話人会について 

 

６月９日 １ 令和５年度６月補正予算の概要 

２ 令和５年７月組織改正について 

３ 令和６年度国の施策等に関する提案・要望の概要 

 

 

４ 議会改革推進会議 

開催月日 主  要  議  題 

 

２月24日 

 

１ 次期県議会へ申し送る検討事項（案）について 

２ 議長選挙の所信表明における推薦人要件の廃止について 

３ 高校生議会の実施結果等について 

 

６月26日 １ 今後の調査検討課題について 

７月21日 １ 今後の調査検討課題について 

９月27日 １ 議会改革推進会議の調査検討課題と検討スケジュール（案）について 

２ 若手議員による調査・検討組織の新設について 

３ 「政務活動費の使途及び支出手続きに関する指針」の見直しについて 

 

10月６日 １ 若手議員による調査・検討組織の新設について 

２ 「政務活動費の使途及び支出手続きに関する指針」の見直しについて 

３ 新たな特別委員会の設置について 

４ 災害対応マニュアル等の見直しについて  

５ 議会関係資料のペーパーレス化について 

 

12月６日 １ 災害対応マニュアル等の見直しについて  

２ 議会関係資料のペーパーレス化について 

３ 若手議員による調査・検討組織の新設について【報告】 

 

12月14日 １ 災害対応マニュアル等の見直しについて 

 

 

５ 広報委員会 

開催月日 主  要  議  題 

 

１月５日 

 

１ 初校の内容確認について 

２ 令和５年２月定例会号に係る報告について 

３ 令和４年12月16日開催の議会改革推進会議からの申し送り事項について 

６月９日 １ 委員長の互選について 

２ 議会だよりの令和５年度の予定について 
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３ ６月定例会号の紙面の企画・レイアウトについて 

４ ６月定例会号の編集スケジュールについて 

 

７月12日 １ 議員から提出された原稿の内容確認について 

２ ９月定例会号以降の表紙について 

 

７月21日 １ 初校の内容確認について 

 

９月21日 １ ９月定例会号の編集スケジュールについて 

２ ９月定例会号の紙面の企画・レイアウトについて 

３ ９月定例会号の表紙について 

 

10月20日 １ 議員から提出された原稿の内容確認について 

２ 11月定例会号以降の表紙について 

 

10月31日 １ 初校の内容確認について 

 

12月１日 １ 11月定例会号の編集スケジュールについて 

２ 11月定例会号の紙面の企画・レイアウトについて 

３ 11月定例会号の表紙について   

 

12月22日 １ 議員から提出された原稿の内容確認について 

２ ２月定例会号以降の表紙について 

 

12月28日 １ 初校の内容確認について 

 

 

６ 政策調整会議 

開催月日 主  要  議  題 

 

３月１日 

 

１ 緊急事態に関する国会審議を求める意見書 

 

３月６日 １ 緊急事態に関する国会審議を求める意見書 

２ 畜産・酪農家に対する経営安定対策を求める意見書 

 

10月２日 １ 鳥取県議会の綱紀粛正に関する決議 

２ 国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催に向けた気運醸成に係る決議 

３ 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書 

４ 地方財政の充実・強化を求める意見書 

５ ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評価等を求める

意見書 

 

10月５日 １ 鳥取県議会の綱紀粛正に関する決議 

２ 国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催に向けた気運醸成に係る決議 

３ 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書 

４ 地方財政の充実・強化を求める意見書 

５ ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評価等を求める

意見書 

 

12月８日 １ 投票率低下を踏まえた政治参加を促す選挙制度改革と参議院選挙における合区の解消を

求める意見書 

２ 人口減少社会における食料・農業・農村基本法の改正を踏まえた国産農畜水産物の安定

生産と食料安全保障の強化を求める意見書 
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３ パレスチナ情勢に関する意見書 

 

12月13日 １ 投票率低下を踏まえた政治参加を促す選挙制度改革と参議院選挙における合区の解消を

求める意見書 

２ 人口減少社会における食料・農業・農村基本法の改正を踏まえた国産農畜水産物の安定

生産と食料安全保障の強化を求める意見書 

３ パレスチナ情勢に関する意見書 

 

12月14日 １ 投票率低下を踏まえた政治参加を促す選挙制度改革と参議院選挙における合区の解消を

求める意見書 

２ イスラエル・パレスチナ情勢における早期の平和的解決を望む決議 

 

 

７ 世話人会 

開催月日 主  要  議  題 

 

５月１日 

 

１ 臨時会招集請求について 

  (１) 議員請求事件 

  (２)  知事提出議案  

２ 令和５年５月臨時会議事日程について 

３ 本会議場議席について 

４ 臨時議長となるべき年長議員について 

５ 会議録署名議員の指名順序について 

６ 議長選挙に当たっての所信表明聴取に関する取り扱いについて 

７ 正副議長の選挙方法等について〔 

  （１）選挙方法 

  （２）立会人 

  （３）議員代表祝辞 

８ 関西広域連合議会議員及び境港管理組合議会議員の選挙方法等について 

９ 議会運営委員の会派別の割り当てについて 

10 各常任委員会の委員構成について 

11 特別委員会の設置について 

12 議員控室の配分について 

13 県議会議員中より選任又は委嘱する各種委員会、審議会等について 

 

５月10日 １ 議長選挙に当たって所信表明を行う者について 

２ 議席について 

３ 正副議長選挙の立会人について 

４ 議会運営委員について 

５ その他 

（１）各常任委員会の委員構成について 

（２）監査委員の推薦について 
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第５節 鳥取県議会政治倫理審査会 

 

開催月日 主  要  議  題 

 
７月27日 

 
１ 正副委員長の互選について 

２ 鳥取県議会政治倫理審査会の運営について 

３ 今後の審査の進め方について 

 

９月12日 １ 口頭による弁明の機会の付与 

２ 質疑、意見聴取 

３ 審査意見について（協議） 

 

10月２日 １ 審査意見について（協議） 

 

10月３日 １ 審査結果報告書等について（協議） 

２ 正副委員長の互選について 

３ 今後の審査の進め方について 

 

11月30日 １ 口頭による弁明の機会の付与 

２ 質疑、意見聴取 

３ 審査意見について（協議） 

 

12月４日 

 

１ 審査結果報告書等について（協議） 

 

 



第４章  そ の 他 
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第４章 そ の 他 
 

第１節 議長会議 
 

１．全国都道府県議会議長会議 

開 催 月 日 

（開催地） 
主  要  議  題 

７月 18 日 

（東京都） 

決 議 

・少子化対策の抜本的強化に関する決議 

・地域経済の持続的な成長の実現に関する決議 

・デジタル化と地方創生の推進に関する決議 

・地方税財源の充実確保に関する決議 

・地方議会に関する地方自治法改正を踏まえた多様な人材が参画するための環境整備

に関する決議 

・東京電力福島第一原子力発電所事故対策に関する決議 

 

令和６年度政府予算編成及び施策に関する提言 

地方自治委員会関係 

１ 地方創生の推進について 

２ 地方税財源の充実強化について 

３ 多様な人材が議会に参画するための環境整備等について 

４ 地方分権改革の推進について 

５ デジタル社会の実現に向けた取組の推進について 

６ 災害対策の充実強化について 

７ ロシアのウクライナ侵略への対応及びウクライナ避難民への支援について 

８ 外国人材の活躍の推進及び受入れ体制の強化について 

９ 基地対策等について 

10 北朝鮮によるミサイル問題及び日本人拉致問題の早期解決について 

11 北方領土の早期返還について 

12 竹島の領土権の確立について 

13 尖閣諸島問題等について 

14 参議院議員選挙における合区の早期解消について 

15 ひき逃げ事件等の交通事故に関する取組の推進について 

16 犯罪被害者等支援の抜本的強化について 

社会文教委員会 

１ 少子化対策・子育て支援の抜本的強化について 

２ 地域医療提供体制の強化について 

３ 介護職員の確保について 

４ 障害者施策の推進について 

５ 包摂社会の実現に向けた取組について 

６ 教育の機会均等と水準の維持向上に向けた取組について 

７ 国際リニアコライダーの実現について 

８ 世界遺産の登録に向けた取組の推進について 

経済産業環境委員会 

１ 地域経済の持続的な成長の実現について 

２ エネルギーの安定供給確保及び脱炭素社会の実現について 

３ 企業の地方移転と雇用創出の推進について 

４ 中小企業・小規模事業者支援の充実強化等について 

５ 生活環境保全対策の推進について 

国土交通委員会 

１ 観光の更なる活性化の推進について 

２ 防災・減災対策、国土強靱化の充実強化について 

３ 道路の整備促進について 
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４ 鉄道の整備促進及び地域鉄道の確保・維持等について 

５ 空港、港湾の整備促進について 

６ 物流業及び建設業の人材確保等について 

７ 特定地域振興対策等の推進について 

農林水産委員会関係 

 １ 食料安全保障の強化について 

２ 農業の持続可能な成長を実現するための取組の推進について 

３ 食の安全・安心を確保する制度の拡充強化について 

４ 森林吸収源対策及び林業・木材産業の成長発展について 

５ 水産資源の安定的な確保及び漁業経営の強化について 

10 月 26 日 

（香川県） 

決 議 

・地域経済の持続的な成長の実現に関する決議 

・少子化対策の抜本的強化に関する決議 

・地方税財源の充実確保に関する決議 

・デジタル化と地方創生の推進に関する決議 

・防災・減災対策、国土強靭化の充実強化に関する決議 

・地方議会に関する地方自治法改正を踏まえた多様な人材が参画するための環境整備

等に関する決議 

・東京電力福島第一原子力発電所事故対策に関する決議 

 

令和６年度政府予算編成に関する提言 

地方自治委員会関係 

１ 地方創生の推進について 

２ 地方税財源の充実強化について 

３ 多様な人材が議会に参画するための環境整備等について 

４ 地方分権改革の推進について 

５ デジタル社会の実現に向けた取組の推進について 

６ 災害対策の充実強化について 

７ ロシアのウクライナ侵略への対応及びウクライナ避難民への支援について 

８ 外国人材の活躍の推進及び受入れ体制の強化について 

９ 基地対策等について 

10 北朝鮮によるミサイル問題及び日本人拉致問題の早期解決について 

11 北方領土の早期返還について 

12 竹島の領土権の確立について 

13 尖閣諸島問題等について 

14 参議院議員選挙における合区の早期解消について 

15 ひき逃げ事件等の交通事故に関する取組の推進について 

16 犯罪被害者等支援の抜本的強化について 

社会文教委員会関係 

１ 少子化対策・子育て支援の抜本的強化について 

２ 地域医療提供体制の強化について 

３ 介護職員の確保について 

４ 障害者施策の推進について 

５ 包摂社会の実現に向けた取組について 

６ 教育の機会均等と水準の維持向上に向けた取組について 

７ 国際リニアコライダーの実現について 

８ 世界遺産の登録に向けた取組の推進について 

経済産業環境委員会関係 

１ 地域経済の持続的な成長の実現について 

２ エネルギーの安定供給確保及び脱炭素社会の実現について 

３ 企業の地方移転と雇用創出の推進について 

４ 中小企業・小規模事業者支援の充実強化等について 

５ 生活環境保全対策の推進について 

国土交通委員会関係 
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１ 防災・減災対策、国土強靱化の充実強化について 

２ 観光の更なる活性化の推進について 

３ 道路の整備促進について 

４ 鉄道の整備促進及び地域鉄道の確保・維持等について 

５ 空港、港湾の整備促進について 

６ 物流業及び建設業の人材確保等について 

７ 特定地域振興対策等の推進について 

農林水産委員会関係 

１ 食料安全保障の強化について 

２ 農業の持続可能な成長を実現するための取組の推進について 

３ 食の安全・安心を確保する制度の拡充強化について 

４ 森林吸収源対策及び林業・木材産業の成長発展について 

５ 水産資源の安定的な確保及び漁業経営の強化について 

 

 

２．中国四国９県議会正副議長会議 

開 催 月 日 

（開催地） 
主  要  議  題 

８月 22 日 

（鳥取県） 

要望事項 

１ 地方鉄道の維持・確保について 

２ 畜産業における飼料価格高騰対策について 

 

 

３．中国５県議会正副議長会議 

開 催 月 日 

（開催地） 
主  要  議  題 

５月 31 日 

（広島県） 

要望事項 

１ 大規模災害に強いインフラの整備について 
２ 高規格道路ネットワークの早期整備等について 
３ 参議院議員選挙における合区の速やかな解消について 
４ 地域の実情に応じた地域公共交通の維持・確保について 
５ 家畜伝染病防疫体制の充実・強化について 
６ 地方税財政の充実・強化について 
７ 原子力発電所の安全対策の強化等について 
８ 竹島の領土権の早期確立と日本海における漁業秩序の確立等について 
９ 少子化対策の推進について 
10 障害児入所施設の機能強化について 

11 脱炭素社会における産業振興支援について 

12 高病原性鳥インフルエンザ対策について 
８月４日 

（岡山県） 

要望事項 

１ 物価高騰対策の実施について 

 

 

４．近畿２府８県議会議長会議 

開 催 月 日 

（開催地） 
主  要  議  題 

８月７日 

（京都府） 

要望事項 

１ オンライン本会議の本格実現について 

２ 新型コロナウイルス感染症の支援の継続について 

３ 不登校児童生徒に対して多様な学習機会を確保するための経済的支援制度の確立に

ついて 

４ 森林環境譲与税の譲与基準の見直しについて 

５ 地方における鉄道ネットワークの維持について 

６ 琵琶湖の保全および再生の推進について 
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７ 生涯を通じた国民皆歯科健診の実現を求めることについて  

８ 北陸新幹線の整備促進について 

９ 高規格道路の整備促進について 

10 「政府関係機関の地方移転」の実現について 

11 高規格道路ネットワークのミッシングリンク解消について 

12 国土強靭化の実現に向けた高速鉄道網の整備について 

13 地方創生の実現と国土強靱化に資する高速交通網の整備促進について 

14 山陰海岸ジオパーク活動の取組への支援について 

15 建設アスベスト被害者の救済とアスベスト対策の拡充について 
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第２節 議員選出の審議会委員等一覧 

（令和５年12月31日現在） 

１． 議会で選挙・互選するもの 

名     称 
人 員 

(任期) 
氏     名 根 拠 法 令 

境港管理組合議会議員 
４ 

（２年） 

斉 木 正 一 

浜 田 妙 子 

浜 田 一 哉 

安 田 由 毅 
境港管理組合規約 

関西広域連合議会議員 
２ 

(在任中) 
内 田 博 長 坂 野 経三郎 関西広域連合規約 

 

２． 議会の同意を得るもの 

名     称 
人 員 

(任期) 
氏     名 根 拠 法 令 

監 査 委 員 
１ 

(在任中) 
川 部   洋 

地方自治法 

（196 条) 

 

 

３．法令により県議会議員中より選任するもの 

名     称 
人 員 

(任期) 
氏     名 根 拠 法 令 

鳥取県都市計画審議会

委員 

１ 

(在任中) 
島 谷 龍 司 鳥取県都市計画審議会条例 

 

 

第３節 議会の同意・選挙を要する特別職一覧 
（令和５年12月31日現在） 

１．議会の同意を得て知事が選任するもの 

副  知  事（任期４年） 

            亀 井 一 賀  就任  令和 3. 7.11  
 

監 査 委 員（任期 識見…４年  議員…議員の任期） 

  代表監査委員    桐 林 正 彦  就任  令和 2. 4. 1 

  監 査 委 員          牧 田 宗 大  就任  令和 5. 6.30 

    〃       奈良井   恵  就任  令和 2. 4. 1 

〃       川 部   洋  就任  令和 5. 5. 10 

 

人事委員会委員（任期４年） 

  委 員 長     小 松 哲 也  就任  令和 5.11. 9  〔委員就任令和3.10.21〕 

委   員     中 本 久美子  就任  令和 4. 7.19 

〃       細 田 耕 治  就任  令和 5. 7. 23 
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２．議会の同意を得て知事が任命するもの 

公安委員会委員（任期３年） 

  委 員 長     衣 笠 優 子  就任  令和 5. 7.22  〔委員就任令和 3. 7.23〕 

委   員     勝 部 芳 子  就任  令和 4. 7.22 

        〃       久 本 雅 義  就任  令和 5.10.15  
 

収用委員会委員（任期３年） 

  会   長     淺 井 浩 二  就任  令和 3. 7.14 〔委員就任平成24. 7.14〕 

  会 長 代 理     栗 岡 義 則  就任  令和 3. 7.14   

委   員     坪 倉 すみこ  就任  令和 4.12.28 

    〃       伊 藤 早 苗  就任  令和 3. 8. 7 

 〃       小 林 智 子  就任  令和 4. 7.22 

 〃       木 村   潤  就任    令和 4. 4. 1 

 〃        入 澤 穂津美  就任  令和 4. 4. 1 

予 備 委 員     佐々木 登美雄  就任  令和 3. 8. 7 

      〃       橋 本   修  就任  令和 4. 7.22 

   

土地利用審査会委員（任期３年） 

  委   員     濵 田 卓 志  就任  令和 4.10.16 

    〃       村 上 保 雄  就任     〃 

    〃       竹 本 祐 子  就任     〃 

    〃       山 下 愛 子  就任     〃 

    〃       山 本 暁 子  就任     〃 

    〃       大 江 國 夫  就任     〃 

    〃       伊 坂 和花菜  就任     〃 

 

教育委員会教育長（任期３年） 

  教 育 長     足 羽 英 樹  就任  令和 3. 4. 1 

 

教育委員会委員（任期４年） 

委   員     中 島 諒 人  就任  令和 2.10.26 

（教育長職務代行者） 
 

  委   員     佐 伯 啓 子  就任  令和 3.12.21 

〃       鱸   俊 朗  就任  令和 2.12.27 

    〃       森   由美子  就任  令和 4.12.23 

    〃       松 本 典 子  就任  令和 5.12.27 
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男女共同参画推進員（任期２年） 

  男女共同参画推進員 北 野 彬 子  就任  令和 4. 4. 1 

〃     江 原   剛  就任  令和 3. 4. 1 

〃     中 尾 和 則  就任     〃 

〃         谷 本 恵 美  就任       〃 

           

鳥取県廃棄物審議会委員（任期２年） 

  委   員     川 本 克 也  就任  令和 4. 4. 1 

    〃       後 藤 知 伸  就任     〃 

    〃       武 田 育 郎  就任     〃 

        〃       谷 口 麻有子  就任     〃 

    〃       花 嶋 温 子  就任     〃 

    〃       浜 田 あけみ  就任     〃 

    〃       湯 口 夏 史  就任     〃 

 

３．議会で選挙するもの 

選挙管理委員会委員（任期４年） 

委   員     藤 村 実千子  就任  令和 5.12.26 

    〃       金 田 和 寿  就任     〃 

    〃       林   耕 嗣  就任     〃 

〃       中 井 太一郎  就任     〃 

 

選挙管理委員会補充員（任期４年） 

  補 充 員     伊 藤 芳 子      令和 5.12.26 

    〃       福 嶋 登美子         〃 

    〃       横 山 ひとみ         〃 

    〃       前 田 宣 子         〃 
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４．議会で互選するもの 

境港管理組合議会議員（任期２年） 

  議   長     浜 田 一 哉  就任  令和 5. 5.10 

  副 議 長     田 中 明 美  就任  令和 5. 5.17 

  議   員     斉 木 正 一  就任  令和 5.10. 3 

〃       浜 田 妙 子  就任  令和 5 .5.10 

    〃       安 田 由 毅  就任     〃 

〃         吉 田 雅 紀  就任  令和 5. 5.17 

〃       中 村  絢   就任     〃 

 

関西広域連合議会議員（任期中） 

  議   長     井 出 益 弘  就任  令和 3. 6 

  副 議 長     岡 本 富 治  就任  令和 4. 3 

  議   員     塚 本 茂 樹  就任  令和 4. 4  

〃       周 防 清 二  就任  令和 3. 4 

    〃       江 畑 弥八郎  就任  令和 3. 4 

〃         奥 村 芳 正  就任  令和 4. 4 

〃       北 川 剛 司  就任  令和 4. 5 

〃       中 島 武 文  就任     〃 

〃       成 宮 真理子  就任  令和 2. 5 

    〃       諸 岡 美 津  就任  令和 4. 5 

〃         塩 川 憲 史  就任     〃 

〃       松 浪 ケンタ  就任  令和元. 5 

〃       八重樫 善 幸  就任  令和 2. 5 

〃         三 田 勝 久  就任  令和 2. 8 

〃       大 橋 一 功  就任  令和元. 5 

〃       北 浜 みどり  就任  令和 4. 6 

〃       岸 本 かずなお 就任  令和 3. 6 

〃       原   テツアキ 就任  令和 4. 6 

    〃       石 井 健一郎  就任  令和 3. 6 

〃         北 川 泰 寿  就任     〃 

〃       小 林   誠  就任     〃 

〃       尾 﨑 充 典  就任  令和 2. 9 

    〃       阪 口   保  就任  平成27.12 
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議   員     林   隆 一  就任  令和 4. 6 

  〃       堀   龍 雄  就任     〃 

  〃       奥 村 規 子  就任     〃 

〃         島 谷 龍 司  就任  令和 3. 6 

〃       坂 野 経三郎  就任     〃 

〃       浪 越 憲 一  就任  令和 3. 3 

    〃       山 西 国 朗  就任     〃 

〃       くらた 共 子  就任  令和元. 5 

〃       中 村 三之助  就任  平成29. 5 

    〃       山 本 智 子  就任  令和 4. 5 

〃         北 野 妙 子  就任     〃 

〃       田 辺 信 広  就任     〃 

〃       三 宅 達 也  就任     〃 

    〃       吉 川 敏 文  就任  平成25. 8 

〃         大 澤 和 士  就任  令和 3. 6 

〃       守 屋 隆 司  就任  令和 2. 6 
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第４節 歴代正副議長等一覧 
 

１．歴代正副議長 

 

代 
議       長 

代 
副   議   長 

氏   名 就任年月日 氏   名 就任年月日 

１ 

 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

 

15 

 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

 

岡 崎 平 内 

 

岡 崎 平 内 

木 下 荘 平 

木 下 荘 平 

中 井 静 雄 

田 中 政 春 

木 下 荘 平 

 

田 中 政 春 

門 脇 重 雄 

田 中 政 春 

石 谷 董九郎 

山 瀬 幸 人 

山 瀬 幸 人 

山 瀬 幸 人 

 

稲 賀 竜 二 

 

田 中 政 春 

田 中 政 春 

石 谷 源 蔵 

田 中 政 春 

木 村 安 蔵 

岩 崎 吉太郎 

渡 辺 駛 水 

渡 辺 駛 水 

田 中 永 治 

井 上   皎 

 

明治 15. 1.27 

 

明治 16. 6.25 

明治 17. 3.21 

明治 18. 6.22 

明治 18.12.16 

明治 20. 3.14 

明治 21.11.24 

 

明治 22. 3.21 

明治 24. 3. 9 

明治 24.11. 2 

明治 26. 3.23 

明治 27. 9.22 

明治 28. 3.23 

明治 28. 6.28 

 

明治 30. 5.17 

 

明治 30. 7.15 

明治 30.10.28 

明治 30.11. 2 

明治 31.11. 5 

明治 32. 3. 7 

明治 32.10.21 

明治 34.11.30 

明治 36.10.19 

明治 40.10.14 

明治 44.10.13 

１ 

２ 

３ 

 

４ 

５ 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

 

 

17 

18 

 

19 

20 

21 

22 

遠 藤 春 彦 

雑 賀 寛 徳 

中 井 静 雄 

 

中 井 静 雄 

田 中 政 春 

中 井 静 雄 

 

門 脇 重 雄 

 

石 谷 董九郎 

 

入 沢 格 治 

 

入 沢 格 治 

河 崎 鉄 蔵 

稲 賀 竜 二 

平 井 致 道 

田 中 政 春 

鷲 見 康 重 

鷲 見 康 重 

 

 

鷲 見 康 重 

広 富 政 蔵 

 

野 波 令 蔵 

大 森 経 蔵 

足 羽 章 兮 

石 谷 良 造 

明治 15. 1.27 

明治 15. 6.22 

明治 16. 6.25 

 

明治 18. 6.22 

明治 18.12.16 

明治 20. 3.14 

 

明治 22. 2.21 

 

明治 24. 3. 9 

 

明治 26. 3.13 

 

明治 28. 3.25 

明治 28. 6.29 

明治 29.11. 2 

明治 30. 5.17 

明治 30. 5.19 

明治 30. 7.14 

明治 30.10.28 

 

 

明治 32. 3. 7 

明治 32.10.21 

 

明治 36.10.19 

明治 40.10.14 

明治 44.10.13 

明治 44.10.14 
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代 
議       長 

代 
副   議   長 

氏   名 就任年月日 氏   名 就任年月日 

26 

 

27 

28 

 

29 

30 

31 

32 

 

33 

34 

35 

 

 

36 

 

37 

38 

39 

 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

岩 崎 吉太郎 

 

山 本 熊 吉 

田 中 信 一 

 

足 羽 章 兮 

酒 井 虎 蔵 

田 江 泰 造 

米 原 章 三 

 

米 原 章 三 

本 城 藤 造 

井 上 光 美 

 

 

松 田 昌 造 

 

井 上 光 美 

景 山 圭 一 

黒 田 藤 重 

 

田 中 信 義 

中 田 吉 雄 

浜 口 虎太郎 

沢 住 辰 蔵 

沢 住 辰 蔵 

木 島 公 之 

土 谷 栄 一 

土 谷 栄 一 

木 島 公 之 

小 林 正 隆 

森 本 繁 蔵 

井 上 安 栄 

大正  4.10.13 

 

大正  8.10.28 

大正 10. 3.25 

 

大正 12.10.18 

大正 15.12.14 

昭和  2.10.30 

昭和  3.12. 7 

 

昭和  6.10.19 

昭和  7. 9.20 

昭和  7.11.24 

 

 

昭和  9. 3.28 

 

昭和 10.10.18 

昭和 13.11.24 

昭和 14. 9.21 

 

昭和 16.11.27 

昭和 22. 5.31 

昭和 25. 5. 2 

昭和 26. 5.19 

昭和 26. 9.27 

昭和 27. 6.24 

昭和 28. 9.16 

昭和 30. 5.16 

昭和 31. 6. 9 

昭和 33. 3.29 

昭和 34. 5. 7 

昭和 35. 7. 4 

23 

24 

25 

 

26 

27 

 

28 

 

29 

30 

 

 

31 

32 

 

33 

34 

35 

 

36 

37 

38 

 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

細 田 信太郎 

林   秀 蔵 

田 江 泰 造 

 

青 砥 吉寿郎 

浜 本 房 蔵 

 

井 上 光 美 

 

本 城 藤 造 

松 田 昌 造 

 

 

金 田 秀 平 

景 山 圭 一 

 

永 井 貞 録 

野 坂 寛 治 

宮 野 正 一 

 

小 椋 重 朗 

中 村 辰 雄 

佐々木 顕 一 

 

三 橋   誠 

三 橋   誠 

竹 中   栄 

山 家 一太郎 

井 上 安 栄 

長谷川 利 隆 

藤 井 政 雄 

竹の家 啓三郎 

入 沢   輝 

大正  4.10.14 

大正  6.11.30 

大正  8.10.28 

 

大正 11.12. 2 

大正 12.10.18 

 

昭和  2.10.30 

 

昭和  5.11.20 

昭和  6.10.19 

 

 

昭和  7.12.21 

昭和  8.12. 5 

 

昭和  9.12.19 

昭和 10.10.18 

昭和 13.11.24 

 

昭和 14.10.21 

昭和 16.11.27 

昭和 22. 5.31 

 

昭和 26. 5.19 

昭和 26. 9.27 

昭和 27. 6.24 

昭和 28. 9.16 

昭和 30. 5.16 

昭和 31. 6. 9 

昭和 33. 3.29 

昭和 34. 5. 7 

昭和 35. 7. 4 
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代 
議       長 

代 
副   議   長 

氏   名 就任年月日 氏   名 就任年月日 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

78 

 

79 

80 

81 

82 

83 

藤 井 政 雄 

竹 中   栄 

木 島 公 之 

島 田 安 夫 

太 田 実太郎 

土 谷 栄 一 

上 根 政 幸 

藤 井 政 雄 

角 田 勇 一 

林 原 嘉 武 

土 谷 栄 一 

浜 崎 芳 宏 

 

松 原 一 男 

広 田 藤 衛 

伊 藤 武 夫 

野 津 英 顕 

山 本 昇 造 

山 口   享 

 

原 田 一 雄 

花 本 美 雄 

長谷川 和 夫 

井 上 万吉男 

藤 井 省 三 

廣 江   弌 

村 田   実 

石 黒   豊 

前 田   宏 

 

山 根 英 明 

鉄 永 幸 紀 

小 谷   茂 

伊 藤 美都夫 

野  田   修 

昭和 36. 7. 2 

昭和 37. 7. 5 

昭和 38. 5.14 

昭和 39. 9.25 

昭和 40.12.14 

昭和 42. 5.16 

昭和 43.10. 1 

昭和 44.12. 4 

昭和 46. 5.14 

昭和 48. 6.30 

昭和 50. 5.15 

昭和 52. 3.25 

 

昭和 54. 5. 8 

昭和 56. 6.29 

昭和 58. 5.10 

昭和 60. 6.25 

昭和 61. 7.18 

昭和 62. 5. 6 

 

平成 2. 9.28 

平成 3. 5. 8 

平成 5. 6.22 

平成 7. 5. 9 

平成 9. 6. 2 

平成11. 5.10 

平成13. 6.14 

平成14. 3.20 

平成15. 5. 9 

 

平成18. 6.19 

平成19. 5.10 

平成21. 6. 5 

平成23. 5. 9 

平成25．9.11 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

 

59 

60 

61 

62 

63 

 

64 

65 

 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

 

72 

73 

 

74 

75 

76 

77 

上 根 政 幸 

秋 久   勲 

栗 林 力 吉 

前 田 玄 一 

小 谷 善 高 

広 田 藤 衛 

伊 藤 武 夫 

松 原 一 男 

山 本 昇 造 

生 田 泰 治 

寺 谷 英太郎 

 

堀 安 成 文 

野 津 英 顕 

広 島 了 輔 

山 口   享 

窪 田 多喜雄 

 

三 森 政 治 

長谷川 和 夫 

 

常 田 享 詳 

柳 谷   中 

前 田   宏 

福 谷 勝 三 

広 田 喜代治 

山 根 英 明 

 

中 尾   享 

初 田   勲 

 

上 村 忠 史 

斉 木 正 一 

稲 田 寿 久 

前 田 八壽彦 

昭和 36. 7. 2 

昭和 37. 7. 5 

昭和 38. 5.14 

昭和 39. 9.25 

昭和 40.12.14 

昭和 42. 5.16 

昭和 43.10. 1 

昭和 44.12. 4 

昭和 46. 5.14 

昭和 48. 6.30 

昭和 50. 5.15 

 

昭和 52. 7.14 

昭和 54. 5. 8 

昭和 56. 6.29 

昭和 58. 5.10 

昭和 60. 6.25 

 

昭和 62. 5. 6 

平成 元. 9.26 

 

平成 3. 5. 8 

平成 5. 6.22 

平成 7. 5.10 

平成 9. 6. 2 

平成11. 5.10 

平成13. 6.14 

 

平成15. 5. 9 

平成17. 7. 5 

 

平成19. 5.10 

平成21. 6. 5 

平成23. 5. 9 

平成25. 9.11 
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代 
議       長 

代 
副   議   長 

氏   名 就任年月日 氏   名 就任年月日 

84 

85 

86 

87 

88 

斉 木 正 一 

稲 田 寿 久 

藤 縄 喜 和 

内 田 博 長 

浜 崎 晋 一 

平成27. 5. 8 

平成29. 6. 9 

令和元. 5.10 

令和 3. 6.14  

令和 5. 5.10 

78 

79 

80 

81 

82 

藤 縄 喜 和 

福 間 裕 隆 

福 田 俊 史 

広 谷 直 樹 

野 坂 道 明 

 平成27. 5. 8 

 平成29. 6. 9 

 令和元. 5.10 

 令和 3. 6.14 

令和 5. 5.10 
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２．歴代事務局長 

 

代 氏   名 就任年月日 代 氏   名 就任年月日 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

塩 谷 久 治 

岸 田 広 美 

植 田 重治郎 

岸 本 光 男 

山 田 芳 美 

西 尾 邑 次 

山 本 茂 治 

芳 村 尚 之 

森 田 東 明 

山 口 岩 夫 

沖     正 

熊 澤   理 

佐 藤 隆 巳 

萬 井 重 男 

山 田   猛 

昭和 22. 1.29 

昭和 30. 4.16 

昭和 35. 5. 1 

昭和 38. 1. 5 

昭和 40. 4. 1 

昭和 43.10.16 

昭和 46. 3.22 

昭和 51 .5. 1 

昭和 52. 8.16 

昭和 54. 6. 1 

昭和 56. 4. 1 

昭和 57. 4. 1 

昭和 58. 6. 1 

昭和 60. 4. 1 

昭和 62. 6. 1 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

 

森 中 洋 吉 

森 下 正 敏 

岸 本   晟 

上 田   徹 

池 上 勝 治 

米 田 陽 治 

関   敏 之 

尾 田 一 壽 

衣 笠 克 則 

有 田   裕 

尾 坂 英 己 

細 羽   正 

桐 林 正 彦 

寺 口 嘉 昭 

 

平成 元. 4. 1 

平成  4. 4. 1 

平成  6.11.16 

平成  8.10.11 

平成 13. 4. 1 

平成 16. 7. 1 

平成 18. 4. 1 

平成 19. 4. 1 

平成 21. 4. 1 

平成 23. 4. 1 

平成 25. 4. 1 

平成 29. 4. 1 

令和 元. 7. 5 

令和  2. 4. 1 
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３ 歴代知事 

 

代 氏   名 就任年月日 代 氏   名 就任年月日 

１ 

２ 

 

 

 

 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

河 田 景 与 

三 吉 周 亮 

（島根県知事） 

佐 藤 信 寛 

境    二 郎 

 

山 田 信 道 

武 井 守 正 

西 村 亮 吉 

調 所 広 丈 

野 村 政 明 

深 野 一 三 

荒 川 義太郎 

久保田 貫 一 

大久保 利 武 

香 川   輝 

寺 田 祐 之 

山 田 新一郎 

告 森   良 

岡   喜七郎 

川 島 純 幹 

三 松 武 夫 

佐 竹 義 文 

阿 部 寿 準 

岩 田   衛 

日 比 重 雄 

木 下   信 

白 上 祐 吉 

石 井   保 

藤 岡 兵 一 

久 保 豊四郎 

神 田 純 一 

明治  4.11.14 

明治  7. 3. 5 

合併 

明治  9. 8.21 

明治 10. 8. 7 

再置 

明治 14. 9.12 

明治 21.10.19 

明治 24. 4. 9 

明治 25. 7.20 

明治 27. 9.15 

明治 29. 4.11 

明治 30.11.13 

明治 32. 5.10 

明治 33. 1.19 

明治 33. 4.27 

明治 34. 4. 2 

明治 39. 7.28 

明治 41. 3.28 

明治 43. 6.14 

大正  2. 2.26 

大正  3. 6. 6 

大正  6. 1.29 

大正  8. 4.18 

大正  9. 9.21 

大正 11.10.16 

大正 13. 6.24 

大正 13.10. 2 

大正 15. 9.28 

昭和  2. 5.17 

昭和  3. 5.11 

昭和  5. 8.26 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

 

館   哲 二 

中 谷   秀 

立 田 清 辰 

副 見 喬 雄 

八 田 三 郎 

土 肥 米 之 

武 島 一 義 

高 橋 庸 弥 

林   敬 三 

吉 田 忠 一 

西 尾 愛 治 

西 尾 愛 治 

遠 藤   茂 

石 破 二 朗 

石 破 二 朗 

石 破 二 朗 

石 破 二 朗 

平 林 鴻 三 

平 林 鴻 三 

平 林 鴻 三 

西 尾 邑 次 

西 尾 邑 次 

西 尾 邑 次 

西 尾 邑 次 

片 山 善 博 

片 山 善 博 

平 井 伸 治 

平 井 伸 治 

平 井 伸 治 

平 井 伸 治 

平 井 伸 治 

 

昭和  6.12.18 

昭和  9. 4. 6 

昭和 11. 4.22 

昭和 14. 1. 2 

昭和 15.12. 3 

昭和 17. 1. 9 

昭和 18. 7. 1 

昭和 20. 4.21 

昭和 20.10.27 

昭和 22. 2. 4 

昭和 22. 4.12 

昭和 26. 4.30 

昭和 29.12. 7 

昭和 33.12. 3 

昭和 37.11.28 

昭和 41.11.28 

昭和 45.11.28 

昭和 49. 3.27 

昭和 53. 3.24 

昭和 57. 3.24 

昭和 58. 4.13 

昭和 62. 4.14 

平成  3. 4.12 

平成  7. 4.12 

平成 11. 4.13 

平成 15. 4.13 

平成 19. 4.13 

平成 23. 4.13 

平成 27. 4.14 

平成 31. 4.12 

令和  5. 4.13 

 

 



 

 

あ と が き 

 

 鳥取県議会年報は、前年１年間の議会活動の概要をまとめて毎年発行いたしておりま

す。 

 小史は、地方自治制度発足の昭和22年～25年の４年間の活動概要を昭和26年に合本発

刊したのを初号とし、以後、毎年発行しております。 

 バックナンバーは当議会図書室に保存しておりますので、ご利用ください。 
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